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薩摩川内市民憲章

美しい自然と、古い歴史を誇りとする

わたしたち薩摩川内市民は、

やさしくすれば、心はかよう。

はなしをすれば、だれでもわかる。

考えさえすれば、みちはひらける。

やりさえすれば、かならずできる。

という信条をもって

明るく豊かなまちをつくります。

薩摩川内市民が、こぞって明るく豊かなまちづくりを目指し、市民一人

ひとりが生活指標として愛していただきたいとの願いをこめています。

平成１７年１月１日 制定
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薩薩摩摩川川内内市市のの概概要要 

 
薩摩川内市は、薩摩半島の北西部に位置し、南は県都鹿児島市といちき串木野市、北は阿久根

市に隣接する本土区域と、上甑島、中甑島、下甑島で構成される甑島区域で構成されています｡ 
東シナ海に面した変化に富む白砂青松の海岸線、市街部を悠々と流れる一級河川｢川内川｣、藺

牟田池を始めとするみどり豊かな山々や湖、地形の変化の美しい甑島、各地の温泉など、多種多

様な自然環境を有しています｡ 
本市が有するこれらの多彩で美しい自然環境は、甑島国定公園、川内川流域県立自然公園、藺

牟田池県立自然公園に指定され、人々に親しまれています｡ 
■総面積： ６８２．９２ ｋ㎡  

■総人口：  ９６，０７６人  （平成 27 年国勢調査） 

■世帯数：  ４０，６８６世帯 （   〃    ） 
本市は、社会情勢の変化に的確に対応するため、市民と市が一体となって、これまで築いた環

境を土台として、地域特性をいかした活力と魅力あるまちづくりに取り組む計画として、今後の

５年を見通した『第２次薩摩川内市総合計画後期基本計画』を令和２年３月に策定しました。 
 

  

  

  

  

  

  

 
  

  

『『第第２２次次薩薩摩摩川川内内市市総総合合計計画画』』のの体体系系  

基 本 理 念 【【安安全全・・安安心心】】互いに支え合い、安全・安心な暮らしを充実します  
            【【活活力力】】培った地域の活力から、更なる魅力を創造します 
            【【共共生生】】人と地域が活躍する、共生協働のまちづくりを進めます 
            【【行行財財政政】】効果的・効率的な行財政運営を推進します 

 
将来都市像 人人とと地地域域がが躍躍動動しし  安安心心とと活活力力ののああるるままちち  薩薩摩摩川川内内  
基 本 方 針   １ 健やかに生き生きと暮らせるまちづくり 

２ 快適で魅力的な住み続けたいまちづくり 
３ 地域の豊かな個性で活力を生み出すまちづくり 
４ 安全性と利便性の質を高めるまちづくり 
５ 次世代を担う人と文化を育むまちづくり 
６ 市民みんなで考え、行動するまちづくり 

 

○ 私立中学校の一覧     ・・・・・・・・・・・・・・・  ７６ 

○ 私立高等学校の一覧    ・・・・・・・・・・・・・・・  ７６ 

○ 大学の一覧      ・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７６ 

○ 大学院の一覧      ・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７６ 

○ その他の教育関係機関の一覧 ・・・・・・・・・・・・・・  ７６ 

薩摩川内市の文化財一覧  ・・・・・・・・・・・・・・・・・  ７７ 

教育機関の状況 

 ［川内歴史資料館・郷土館］ ・・・・・・・・・・・・・・・  ８３ 

［川内まごころ文学館］ ・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８５ 

[旧増田家住宅]   ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８６ 

［少年自然の家］  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ８７ 

[中央公民館・地域公民館]   ・・・・・・・・・・・・・・・  ８９ 

［中央図書館］  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９３ 

［視聴覚ライブラリー］  ・・・・・・・・・・・・・・・・  ９５ 

［学校給食センター］  ・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９６ 

関係各種審議会（附属機関）の状況   ・・・・・・・・・・・・  ９８ 

【行事予定】 

年間行事予定表  ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・  ９９ 
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市市章章、、市市木木、、市市花花、、市市鳥鳥、、市市魚魚  

市章        （平成１７年１月１日制定） 

  
  
市木        （平成１７年２月１３日制定） 

 
 
市花        （平成１７年２月１３日制定） 

  
  

薩摩川内市の頭文字の S と川内川の形状を組み合わせた

デザインです。 

緑は田園と山々の自然のやすらぎを、青は海、川、湖な

ど水のうるおいを表しています。 

 広い面積を有する薩摩川内市が一体となって地域力・都

市力を発揮し、明るい未来に向けて力強く躍動する姿を表

現したものです。 

クロガネモチ（もちのき科） 

 

『高く伸びる木・常緑の葉は、市の発展を象徴』 

 

本市の山野に分布する常緑樹で、樹姿は雄大、樹性は強

健です。通称「実つぎ」と呼ばれ、１１月から３月まで枝

いっぱいに赤い実をつけ、美観をそえます。 

また、この木を群植したときは、この実を求めて多くの

鳥類が集まります。 

 粘り強くてたくましく成長する姿は、市勢の発展を、集

まる小鳥のイメージは、市民の融和を表現しています。 

カノコユリ 

 

『初夏に咲くピンクの花は、市民の優雅さと情熱を、そ

のたくましい生命力は、市民の活力を象徴』 

 

カノコユリの原産地は日本と台湾で、特に、本市に存す

る甑島は、「鹿の子ゆりのふるさと」として、道路端や山

間部のいたる所に自生しています。 

 カノコユリの名前の由来は、桃紅地に濃厚な斑点の対比

を、「鹿の子しぼり」にたとえて、江戸時代の愛好家が名

付けたものと伝えられています。 

 欧米でも、その美しさゆえに人々を魅了し、現在も愛さ

れ続けています。 

－ 2－
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市鳥        （平成１７年２月１３日制定）  

 
 
市魚（川）  （平成１７年２月１３日制定） 

 
 
市魚（海）  （平成１７年２月１３日制定）  

  

メジロ（スズメ目メジロ科） 

 

『甲高く活気あふれる鳴き声は、市民の力強さと明朗

性を象徴』 

 

本市では、「ハナシ」と呼ばれていますが、雀より小

さい日本特産の樹上性の保護鳥です。昔から、高音で響

くさえずりが好まれ、姿も極めて愛らしく、飼鳥として

知られています。 

樹木の小昆虫類を始め、アブラムシ、貝殻虫、蛾類を

食べ、森林の害虫駆除の上からも極めて有益な鳥です。

アユ 

 

『激流ともいえる流れの早い流心に定位する姿は、何事

にも負けない不屈の精神を、また、集団で行動する姿

は、市民の協調融和の精神を象徴』 

 

背側は青みがかったオリーブ色、腹側は銀白色で、長く

立派な背びれが印象的な魚です。 

中国や朝鮮半島の一部にも生息していますが、その量は

少なく、日本固有といってもいいようです。 

アユは淡水魚というイメージがありますが、実際は冬に

生まれ、海で越冬した後、川を上ってきて、秋まで生きる

１年魚です。 

  川に入ったアユは、川底の石につく珪藻類を食べ、生息

しています。 

 

キビナゴ 

 

『小さな体ですばやく回遊する姿は、市民の力強さと明

朗性を、美しい姿は、市民の豊かな心を象徴』 

 

体側に美しい銀色と青の帯を持つ小さな魚です。産卵期

である春先に多く取れたことから、昔は、肥料やカツオ・

タイの一本釣り用の餌として利用されていました。しかし、

ＤＨＡやＥＰＡなどの不飽和脂肪酸を多く含むことから、

健康食品としての人気が高く、特に産地である鹿児島県で

は人気が高いです。 

－ 3－
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教教育育文文化化行行政政のの沿沿革革  

 
平成１６年１０月１２日 川内市、樋脇町、入来町、東郷町、祁答院町、里村、上甑村、下甑村

及び鹿島村が合併し、薩摩川内市制を施行 
平成１６年１０月１２日 任期を市長選挙後の議会の最終日とする５名の教育委員を任命 

第１回教育委員会 
濵田委員長、石塚教育長を選任。教育委員会規則の議決･制定 

平成１６年１１月１９日 濵田、柳田、江﨑、三本、向原各氏を教育委員として任命 
平成１６年１１月２０日 濵田委員長、向原教育長を選任 
平成１６年１１月 ８ 日 『新大橋』が国の登録建造物に指定される。 
平成１７年 １ 月 １ 日 薩摩川内市民憲章制定 
平成１７年 ２ 月 ５ 日 薩摩川内市誕生記念『市民合唱祭』を開催 
平成１７年 ４ 月 １ 日 川内学校給食センターの調理・配送業務を民間委託 
平成１７年 ４ 月１９日 『甑島の植物繊維衣料』が県の有形民俗文化財に指定される。 
平成１７年１１月２１日 濵田委員長の任期満了に伴い、森薗委員長を選任 
平成１８年 ３ 月２０日 高来小学校屋内運動場完成 
平成１８年 ３ 月３１日 『薩摩川内市小中一貫教育特区』が内閣府から構造改革特別区域計画

の認定を受ける。 
平成１８年 ４ 月 １ 日 水引・祁答院・里中学校区で小中連携モデル事業を開始（～20 年度）

平成１８年 ４ 月 １ 日 ８教育支所の廃止に伴い、教育生涯学習課に改編。グループ制（教育

グループ）を導入 
平成１８年 ４ 月２１日 『川内大綱引』が県の無形民俗文化財に指定される。 
平成１８年 ９ 月１６日 第 60 回県民体育大会川薩大会開催（荒天のため 17 日の日程を中止） 
平成１９年 ４ 月 １ 日 生涯学習の総合調整に係る事務を市長事務部局（企画政策部）に移管

し、生涯学習課を社会教育課と、教育生涯学習課を教育課と改称。全

課所にグループ制を導入 
平成１９年 ４ 月 １ 日 東郷学校給食センターを川内学校給食センターに、祁答院地域の５学

校給食調理場を入来学校給食センターに、上甑学校給食センターを里

学校給食センターに、鹿島学校給食センターを下甑学校給食センター

にそれぞれ機能統合し、同時に調理・配送業務を民間委託 
平成１９年 ８ 月２０日 『ＮＨＫ夏期巡回ラジオ体操・みんなの体操会』が開催される。 
平成２０年 ３ 月１３日 『東郷文弥節人形浄瑠璃』が国の重要無形民俗文化財に指定される。

平成２０年 ３ 月２９日 八幡小学校プール完成 

平成２０年 ４ 月 １ 日 浦内小学校閉校。１０６年の歴史を閉じる。（閉校式３月２１日） 

市立小学校４６校となる。 

－ 4－
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平成２０年 ６ 月 ９ 日 川内川激甚災害対策特別緊急事業による埋蔵文化財発掘調査開始 

（～22年度まで） 

平成２０年 ６ 月２７日 天辰第一土地区画整理事業区域内で古墳（後に名称を天辰寺前古墳と

する。）が発見される。 

平成２０年１１月２０日 向原教育長の任期満了に伴い、上屋教育長を任命 

平成２１年 ２ 月２３日 市内全小中学校が文部科学省から教育課程特例校として承認を受け

る。 

平成２１年 ３ 月１９日 育英小学校特別教室棟完成 

平成２１年 ４ 月 １ 日 樋脇幼稚園と市比野幼稚園をひわき幼稚園に、入来幼稚園と副田幼稚

園、朝陽幼稚園、大馬越幼稚園をいりき幼稚園に、長浜幼稚園と青瀬

幼稚園、鹿島幼稚園をかのこ幼稚園に、それぞれ統廃合。市立幼稚園

２０園を１４園とする。 

平成２１年 ４ 月 １ 日 市内全域の１６中学校区で、連携型の小中一貫教育を開始 

平成２１年 ６ 月１０日 薩摩川内市民歌～ 輝け未来へ ～を制定 

平成２１年 ６ 月２６日 下甑島鹿島の白亜紀後期（約７０００万年前）の地層から肉食恐竜の

歯と肋骨の化石が発見された旨を発表 

平成２１年 ７ 月 １ 日 入来麓伝統的建造物群保存地区内の旧増田家住宅と敷地を公開施設

として寄贈を受ける。 
平成２１年 ７ 月２３日 国指定史跡清色城跡が追加指定（２筆 １１，１４７㎡）を受ける。

平成２１年 ９ 月３０日 重要無形民俗文化財『甑島のトシドン』がユネスコの『人類の無形文

化遺産の代表的な一覧表』に記載された。 
平成２１年１０月２３日 天辰寺前古墳の石室内から貝製腕輪を装着した人骨やこれに伴う銅

鏡・刀子の副葬品が出土 
平成２１年１１月１８日 委員長の任期満了に伴い、森薗委員長を選任 

平成２２年 ３ 月 ４ 日 永利小学校屋内運動場完成 

平成２２年 ４ 月 １ 日 倉野小学校閉校。１３２年の歴史を閉じる。（閉校式３月２１日） 

市立小学校４５校となる。 

平成２２年 ４ 月 １ 日 陽成幼稚園と湯田幼稚園を高城中央幼稚園に統廃合、寄田幼稚園は亀

山幼稚園に統合。市立幼稚園１２園となる。 

平成２２年１０月２５日 薩摩川内市教育振興基本計画を策定 

平成２２年１２月 ８ 日 薩摩川内市立小・中学校の再編等に関する基本方針を策定 

平成２３年 ３ 月１８日 川内小学校特別教室棟完成 

平成２３年 ４ 月 １ 日 平良小学校閉校。１３５年の歴史を閉じる。（閉校式３月１９日） 

野下小学校閉校。１０９年の歴史を閉じる。（閉校式３月２０日） 

市立小学校４３校となる。 

平成２４年 ２ 月２２日 第二次薩摩川内市子ども読書活動推進計画を策定 
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平成２４年 ４ 月 １ 日 高城西中学校閉校。６５年の歴史を閉じる。（閉校式３月１０日） 

青瀬小学校閉校。１２５年の歴史を閉じる。（閉校式３月１７日） 

寄田小学校閉校。１３２年の歴史を閉じる。（閉校式３月１８日） 

子岳小学校閉校。１２５年の歴史を閉じる。（閉校式３月２４日） 

滄浪小学校閉校。１３６年の歴史を閉じる。（閉校式３月２５日） 

鹿島中学校休校。 

市立小学校３９校、中学校１５校（休校１校を含む。）となる。 

平成２４年 ４ 月 １ 日 学校給食課を学校教育課に統合 

平成２４年 ８ 月 １ 日 
 

スポーツ交流研修センター完成(竣工式 １０月２９日) 

(供用開始 １１月１日) 

平成２４年 ９ 月 １ 日 かのこ幼稚園鹿島分園開園 

かのこ幼稚園を旧青瀬小学校跡地に移転 

平成２４年１１月１５日 市立中央図書館が「子どもの読書活動推進優良図書館」として県教育

委員会表彰を受ける。 
平成２５年 ２ 月１９日 下甑島鹿島の白亜紀後期（約８０００万年前）の地層から草食恐竜の

歯根と肋骨の化石が発見された旨を発表。角竜類恐竜の確実な化石が

発見されたのは国内で２例目（１例目は兵庫県）。角竜の中でも角が

顕著なケラトプス類が確認されたのは国内初 
平成２５年 ３ 月 ６ 日 水引小学校屋内運動場完成（竣工式 ３月２０日） 

平成２５年 ３ 月１８日 新樋脇公民館完成（竣工式 ３月２６日） 
平成２５年 ３ 月２１日

  
総合運動公園総合体育館が公益財団法人日本オリンピック委員会バ

レーボール競技強化センターに認定 
平成２５年 ３ 月２５日 旧増田家住宅保存整備事業完了（公開記念式典 ３月２７日） 

平成２５年 ４ 月 １ 日 西山小学校閉校。１３２年の歴史を閉じる。（閉校式３月１６日） 
西方小学校閉校。１４２年の歴史を閉じる。（閉校式３月１７日） 
藤本小学校閉校。１３１年の歴史を閉じる。（閉校式３月２４日） 
市立小学校３６校、中学校１５校（休校１校を含む。）となる。 

平成２５年 ４ 月 １ 日 さつませんだい学校応援団（学校支援ボランティア）事業を開始 
平成２５年 ４ 月２３日 天辰寺前古墳が県指定史跡、同古墳出土品が県指定有形文化財（考古

資料）、下甑島夜萩円山断崖の白亜系姫浦層群が県指定天然記念物と

なる。 
平成２５年 ５ 月２２日

～   ５ 月２４日 
第３５回全国伝統的建造物群保存地区協議会総会・研修会が入来町入

来麓を中心に開催され、県内外の関係者約２６０名の参加があった。

平成２５年１１月２０日 森薗委員長の任期満了に伴い、三本委員長を選任 
平成２６年 ２ 月１４日 下甑島鹿島の白亜紀後期（約８０００万年前）の地層から竜脚類（植

物食恐竜）の歯の化石が発見された旨を発表 
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平成２６年 ３ 月１１日 永利小学校教室棟完成 
平成２６年 ３ 月１１日 亀山小学校屋内運動場完成（竣工式 ３月２０日） 
平成２６年 ４ 月 １ 日 湯田小学校閉校。１３５年の歴史を閉じる。（閉校式３月２３日） 

市立小学校３５校、中学校１５校（休校１校を含む。）となる。 
平成２６年１２月１０日 旧増田家住宅（おもて、なかえ、石蔵、浴室便所、附石敢當）が重要

文化財の指定を受ける。 
平成２７年 ３ 月１０日 甑島長目の浜及び潟湖群の植物群落が国の天然記念物の指定を受け

る。 
平成２７年 ３ 月２６日 甑島が、県内で３か所目の国定公園に指定される。 
平成２７年 ３ 月２６日 下甑の５つの郷土芸能を（武士踊、青瀬ヤンハ、網持ちばやし、出羽

踊、シアノーノー）市の無形民俗文化財として指定 
平成２７年 ４ 月 １ 日 吉川小学校閉校。１２８年の歴史を閉じる。（閉校式３月２２日） 

市立小学校３４校、中学校１５校（休校１校を含む。）となる。 
平成２７年 ４ 月 １ 日 手打幼稚園閉園 
平成２７年 ４ 月 １ 日 市民スポーツ課を市長事務部局に移管する。 

本土地域教育課を廃止し、樋脇地域、入来地域、東郷地域及び祁答院

地域に駐在制度を導入する。 
里教育課と上甑教育課を統合し、里支所に上甑島教育課を設置し、上

甑地域に駐在制度を導入する。 
下甑教育課と鹿島教育課を統合し、下甑支所に下甑島教育課を設置

し、鹿島地域に駐在制度を導入する。 
平成２７年 ４ 月 １ 日 川内歴史資料館及び川内まごころ文学館の土・日曜日等の小・中学校

等の児童・生徒の入館料の無料化の実施 
平成２７年 ４ 月 １ 日 放課後子ども教室を開始（陽成子ども教室、平佐東子ども教室） 
平成２７年 ４ 月２５日 わくわく薩摩川内土曜塾を開始（３月を除く毎月第４土曜日） 
平成２７年 ８ 月１９日 旧増田家住宅来館者３万人突破記念セレモニー 
平成２７年 ９ 月１２日 土曜授業開始（毎月第２土曜日） 
平成２７年１０月２４日 甑ミュージアム恐竜化石等準備室オープニングセレモニー 
平成２７年１０月３１日 
  ～  １１月 ８ 日 

第３０回 国民文化祭・かごしま２０１５ 
全国はんやの祭典 
甑島の生活と文化の祭典 
薩摩川内こころの川柳大会 
全国まごころ短歌大会 
甑島の生活と文化の祭典 
文弥節人形浄瑠璃の祭典 

平成２８年 １ 月 ８ 日 薩摩川内市立小・中学校の再編等に関する第２次基本方針を策定 
平成２８年 ３ 月１９日 天辰寺前古墳公園開園セレモニー 
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平成２８年 ４ 月 １ 日 学校施設整備室を設置 
平成２８年 ４ 月２３日 中央図書館が「子どもの読書活動優秀実践図書館」として文部科学大

臣表彰を受ける。 
平成２８年１１月２０日 上屋教育長が「新教育長」※として任命される。 

 ※ 教育委員長と教育長が一本化された職 
平成２９年 １ 月３１日 小中一貫教育読本『ふるさと薩摩川内学』作成 
平成２９年 ４ 月 １ 日 藤川小学校閉校。１３９年の歴史を閉じる。（閉校式３月１２日） 

南瀬小学校閉校。１３９年の歴史を閉じる。（閉校式３月１８日） 
鳥丸小学校閉校。１３９年の歴史を閉じる。（閉校式３月１９日） 
山田小学校閉校。１３９年の歴史を閉じる。（閉校式３月２０日） 
市立小学校３０校、中学校１５校（休校１校を含む。）となる。 

平成２９年 ４ 月 １ 日 甑島恐竜化石活性化事業に係る事務を市長事務部局に移管する。 
平成２９年 ４ 月 １ 日 中央図書館窓口等業務の一部を公益財団法人薩摩川内市民まちづく

り公社へ委託 
平成２９年 ４ 月２６日 少年自然の家利用者１００万人達成セレモニー 

平成２９年 ６ 月 ４ 日 中国江蘇省常熟市文化交流団初来日。薩摩川内市芸能祭特別出演 

平成２９年 ６ 月１３日 旧増田家住宅来館者５万人達成セレモニー 
平成２９年 ６ 月２２日 記念物（天然記念物）鷹之巣神社のナギ 市の指定解除 
平成２９年 ７ 月２３日 少年自然の家開所３０周年記念式典 
平成２９年１２月１８日 西郷南洲翁書レプリカ贈呈式 
平成３０年 １ 月 ３ 日 西郷南洲翁書掛軸 旧増田家住宅にて特別展示 
平成３０年 ３ 月２７日 下甑分館移動図書館車「かのこゆり」号購入 
平成３０年 ４ 月 １ 日 高江中学校閉校。７１年の歴史を閉じる。（閉校式３月１０日） 

朝陽小学校閉校。１４７年の歴史を閉じる。（閉校式３月１１日） 
大馬越小学校閉校。１３８年の歴史を閉じる。（閉校式３月１７日）

陽成小学校閉校。１３８年の歴史を閉じる。（閉校式３月１８日） 
市立小学校２７校、中学校１４校（休校１校を含む。）となる。 

平成３０年 ４ 月 １ 日 
 

図書館受付業務（休日・夜間を含む）・運営業務を（公益財団法人）

薩摩川内市民まちづくり公社に業務委託 
平成３０年 ４ 月２０日 里八幡神社の大般若波羅蜜多経が鹿児島県指定有形文化財（書跡・典

籍）として指定 
平成３０年 ８ 月２７日 入来町の藤田家住宅（主屋、附属屋、附 氏神、石垣、石門）を市の

有形文化財として指定 
平成３０年 ８ 月２７日 市内の６つの郷土芸能を（一條神社太鼓踊、中郷太鼓踊、高江太鼓踊、

城上町太鼓踊、大馬越太鼓踊、元村楽太鼓踊）市の無形民俗文化財と

して指定 
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平成３０年１１月２９日 「甑島のトシドン」が「来訪神：仮面・仮装の神々」として、ユネス

コ無形文化遺産に拡張登録 
平成３１年 １ 月 ４ 日 薩摩川内市公民館等施設改修保全計画を策定 
平成３１年 ３ 月２８日 『川内大綱引』が記録作成等の措置を講ずべき無形の民俗文化財「薩

摩川内の大綱引き」として、国選択される 
平成３１年 ４ 月 １ 日 東郷小閉校。１４６年の幕を閉じる。（閉校式３月９日） 

東郷中閉校。５６年の幕を閉じる。（閉校式３月１３日） 
東郷学園義務教育学校開校 
市立小学校２６校、中学校１３校（休校１校を含む。）、義務教育学校

１校となる。 
平成３１年 ４ 月 １ 日 高城中央幼稚園休園 

市立幼稚園１２園（休園１園を含む。）となる。 
令和 元 年 ５ 月２０日 入来麓、里麓、手打麓を含む「麓」をテーマとした「薩摩の武士が生

きた町 ～武家屋敷群「麓」を歩く～」が日本遺産認定される 

令和 元 年１１月２０日 上屋教育長の任期満了に伴い、藤田教育長を任命 

令和 ２ 年４ 月 １ 日 学校施設整備室を廃止 

令和 ２ 年４ 月 １ 日 上甑中学校休校 
市立小学校２６校、中学校１３校（休校２校を含む。）、義務教育学校

１校となる。 
令和 ２ 年４ 月 １ 日 高城中央幼稚園閉園 

八幡幼稚園休園 
いりき幼稚園休園 
祁答院幼稚園休園 
市立幼稚園１１園（休園３園を含む。）となる。 
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市市長長・・副副市市長長、、議議会会、、教教育育委委員員名名簿簿  

  

市長・副市長 

区    分 氏     名 就 任 年 月 日 
市          長 岩  切  秀  雄 H20.11. 7 

副  市  長 永  田  一  廣 H28.11.20 

副  市  長 知  識  博  美 H20.11.20 

 
市議会関係 

区    分 氏     名 就 任 年 月 日 
議     長 福 田  俊 一 郎 H30.11.20 

副  議  長 今 塩 屋  裕 一 H30.11.20 

総務文教委員長 徳  永  武  次 H30.11.21 

 
現教育長及び教育委員 

職  名 氏  名 就任年月日 任  期 備  考 
教     育     長 藤 田 芳 昭 R1.11.20 R4.11.19  

委            員 三 本 伴 子 H16.11.20 R4.11.19 
H28.11.19 までは、教

育委員長 

委            員 上 川 幸 子 H24.11.20 R2.11.19  

委            員 軍 神 利 喜 男 H29.11.20 R3.11.19  

委            員 枇 杷 眞 弓 R1.11.20 R5.11.19  

 
歴代教育委員 

氏   名 就 任 期 間 備   考 
濵 田  國 弘 H16.11.20～H17.11.19 教育委員長 

柳 田  利 久 H16.11.20～H19.11.19  

江 﨑  紀久子 H16.11.20～H20.11.19  

上尾崎  ゆ り H20.11.20～H24.11.19  

森 薗  正 堂 H17.11.20～H25.11.19 教育委員長 

福 山   廣 H19.11.20～H27.11.19  

初 田   健 H25.11.20～H29.11.19  

坂 口  由 一 H27.11.20～R1.11.19  

 
歴代教育長 

氏   名 就 任 期 間 備    考 
向 原  翼 H16.11.20～H20.11.19 教育委員 H16.11.20～H20.11.19 

上 屋 和 夫 H20.11.20～R1.11.19 教育委員 H20.11.20～H28.11.19 

藤 田 芳 昭 R1.11.20～R4.11.19  
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薩摩川内市教育委員会事務局等所在地・職員数（令和２年４月１日現在）

教 育 長 藤田　芳昭

教育部長 上大迫　修

課所名 課・所長名 所在地 電話番号 備　考

教育総務課 大 濱 　浩 一

学校教育課 村 上 　勝 美

社会教育課 橋 口 　公 男 大小路町14番5号 0996-22-7251 中央公民館内

文  化  課 羽 田　美由紀 神田町3番22号 0996-23-5111 薩摩川内市役所　本庁

少年自然の家 南　 竜 治 永利町2133番地15 0996-29-2114

中央図書館 堂 元 　清 憲 大小路町14番5号 0996-22-3542

上甑島教育課 羽 田 　秀 樹 里町里1922番地 09969-3-2311 里支所内

下甑島教育課 地 藏 　博 隆 下甑町手打819番地 09969-7-0311 下甑支所内

[職員数]　　１２９名（再任用職員を含み、会計年度任用職員を除く。）

教育長　１名　　教育部長　１名

　事 務 局　６８名　教育総務課（19）　学校教育課（20）　社会教育課（６）
　　　　　　　　　　文化課　　（11）　上甑島教育課 （６） 下甑島教育課（６）

　教育機関　５９名　少年自然の家（７）　中央図書館（３）
　　　　　　　　　　小・中学校　（23）　幼稚園　　（26）

神田町3番22号 0996-23-5111 薩摩川内市役所　本庁

- 11 -
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① 中央公民館・中央図書館・視聴覚ライブラリー 
② 川内歴史資料館・川内まごころ文学館 
③ 市役所・市教育委員会・川内文化ホール 
④ 少年自然の家 
⑤ 川内学校給食センター 
⑥ 樋脇公民館 
⑦ 樋脇支所 
⑧ 樋脇郷土館・図書館樋脇分館 
⑨ 樋脇学校給食センター 
⑩ 入来公民館・入来文化ホール 
⑪ 入来支所・入来郷土館・図書館入来分館 
⑫ 入来学校給食センター 
⑬ 東郷公民館・図書館東郷分館 
⑭ 東郷支所 
⑮ 祁答院公民館・図書館祁答院分館・祁答院支所 
⑯ 上甑島教育課・里支所・里公民館・図書館上甑分館 
⑰ 里学校給食センター 
⑱ 上甑支所・視聴覚ライブラリー甑島分館・上甑島郷土館・図書館上甑分館 
⑲ 上甑公民館・上甑コミュニティセンター 
⑳ 下甑島教育課・下甑支所・図書館下甑分館 
㉑ 下甑郷土館 
㉒ 下甑学校給食センター 
㉓ 鹿島支所 
㉔ 鹿島公民館・図書館鹿島分館 

 

●里中 ⑯⑯  

●里小 
里幼 

⑰⑰  

●上甑中 ⑱⑱  

中津小 
●中津幼 ⑲⑲  

鹿島中● 

学学校校等等施施設設配配置置図図  

㉓㉓  

●黒木小 

● 
鹿島小 

かのこ幼鹿島分園 

㉔㉔  

●長浜小 

●海星中 
㉒㉒  
●かのこ幼 

●手打小 
⑳⑳  

㉑㉑  海陽中● 

城上小 
●城上幼 

平成中● 

●水引中 
● 

水引小 

峰山小● 
亀山幼 

● 

高来小● 

● 
八幡小 
八幡幼 

⑤⑤  可愛小 
● ②②  

亀山小● 
●川内北中 ①①  

③③  

●育英小 

川内小● ●平佐西小 
●川内中央中 
④④  

●川内南中 
●永利小 隈之城小● 

東郷幼 
● 

●東郷学園 
⑭⑭  
⑬⑬  

●平佐東小 

樋脇小 
●ひわき幼 ⑦⑦  ⑥⑥  

⑨⑨  

樋脇中● 

●市比野小 
⑧⑧  

副田小 
● 

入来小 
●いりき幼 

⑩⑩  

⑪⑪  ●入来中 
⑫⑫  

●藺牟田小 

● 
祁答院中 

祁答院幼 
● 

大軣小 
●  

⑮⑮  ●上手小 
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薩薩摩摩川川内内市市教教育育委委員員会会のの組組織織図図
令和２年４月１日現在

祁答院地域駐在

教職員グループ　　　　指導グループ
保健体育グループ　　　給食管理グループ

社 会 教 育 課 社会教育グループ　　　青少年教育グループ

教育グループ

教育グループ上 甑 島 教 育 課

２６校

義 務 教 育 学 校 １校

１１園（休園３園を含む。）幼 稚 園

小 学 校

１３校　(２校休校含む。)中 学 校

少 年 自 然 の 家

図書館グループ中 央 図 書 館

学 校 給 食 セ ン タ ー

図 書 館 分 館

川内、樋脇、入来、里、下甑学校給食センター

視聴覚ライブラリー甑島分館

文 化 課

樋脇地域駐在

川 内 ま ご こ ろ 文 学 館

郷 土 館

視 聴 覚 ラ イ ブ ラ リ ー

地 域 公 民 館 樋脇、入来、東郷、祁答院、里、上甑、鹿島公民館

教育委員会 教 育 長 事 務 局

管理グループ　　　研修指導グループ

樋脇、入来、東郷、祁答院、里、上甑、下甑、鹿島分館

下 甑 島 教 育 課

入来地域駐在

東郷地域駐在

文化振興グループ　　　文化財グループ

上甑地域駐在

学 校 教 育 課

教 育 機 関

川 内 歴 史 資 料 館

樋脇、入来、上甑、下甑郷土館

教 育 総 務 課
企画総務グループ　　　就学支援グループ
教育施設整備グループ

鹿島地域駐在

旧 増 田 家 住 宅

中 央 公 民 館
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薩薩摩摩川川内内市市教教育育委委員員会会事事務務局局及及びび教教育育機機関関のの主主なな事事務務分分掌掌  
 

事務局 
教教育育総総務務課課  
１ 教育行政の総合的な企画及び調整に関すること 

２ 部に係る総合計画施策、実施計画事業及び事務事業の総括に関すること 

３ 部内の予算編成及び決算の総括に関すること 

４ 部内の行財政改革の総括に関すること 

５ 部内の行政評価の総括に関すること 

６ 部内の合併未調整事項の総括に関すること 

７ 教育委員会の会議及び秘書事務に関すること 

８ 栄典及び表彰に関すること 

９ 事務局及び教育機関の組織及び定数に関すること 

１０ 職員及び学校職員(市費負担職員に限る。)の任免、給与、分限、懲戒、服務その他の人事に関すること 

１１ 教育委員会の規則、訓令その他の規程等の制定及び改廃に関すること 

１２ 奨学資金の貸付け及び収納に関すること 

１３ 児童生徒の就学の援助に関すること 

１４ 教育財産の管理、取得及び処分に関すること 

１５ 遠距離通学補助に関すること 

１６ スクールバスに関すること 

１７ 市立学校の校舎その他の学校施設の整備及び管理に関すること 

１８ 教育委員会所管に係る施設管理の総合調整に関すること 

１９ 教育委員会所管に係る未利用財産活用の調整に関すること 

２０ 市立学校の教具その他の設備の整備に関すること 

２１ 教職員住宅の設置、管理及び廃止に関すること 

２２ 学校林に関すること  

 
学学校校教教育育課課  
１ 学校教育の企画及び指導に関すること 

２ 市立学校の教職員の人事管理に関すること 

３ 市立学校の組織編制に関すること 

４ 市立学校の教育課程に関すること 

５ 教職員の研修に関すること 

６ 教育ネットワークの運用及び情報教育に関すること 

７ 外国語指導助手に関すること 

８ 幼稚園教育に関すること 

９ 教科書の採択及び給与並びに教材の取扱いに関すること 

１０ 児童生徒の入学、転学及び退学に関すること 

１１ 市立学校の通学区域に関すること 

１２ 学齢児童及び学齢生徒の就学に関すること。 

１３ 幼稚園児の入退園に関すること 

１４ 幼稚園の使用料の収納に関すること   

１５ 学校教育に係る調査統計に関すること 

１６ 学校体育の指導に関すること 

１７ 学校安全指導に関すること 

１８ 児童生徒のスポーツ等による国際交流に関すること 

１９ 県費負担教職員に係る手当等に関すること 

２０ 学校給食施設の管理及び運営の総合調整に関すること 

２１ 学校給食施設の設置及び廃止に関すること     

２２ 学校給食運営審議会に関すること 

２３ 学校給食関係機関との連絡調整に関すること 

２４ 学校給食会の運営及び会計に関すること 
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社社会会教教育育課課  
１ 社会教育の総合的企画、調整及び推進に関すること 
２ 家庭教育、青少年教育、成人教育、人権教育の振興に関すること 
３ 少年愛護センターの総合的企画運営に関すること 
４ 社会教育関係団体及び指導者の育成に関すること 
５ 中央公民館運営、維持及び管理に関すること 
６ 地域公民館に係る総合調整に関すること 
７ 学習情報の収集及び提供に関すること 

  
  

文文化化課課  
１ 芸術文化の総合的企画、調整及び振興に関すること 
２ 文化ホールに関すること 
３ 川内歴史資料館・郷土館の運営及び総合調整に関すること 
４ 川内まごころ文学館の運営に関すること 
５ 文化財の調査、保存、整備及び活用に関すること 
６ 清色城跡に関すること 
７ 入来麓伝統的建造物群保存地区に関すること 
８ 埋蔵文化財に関すること 

   ９ 郷土史に関すること 
 
 

上上甑甑島島教教育育課課、、下下甑甑島島教教育育課課  
１ 栄典及び表彰の推薦事務に関すること 
２ 教育行政に関する相談に関すること 
３ 市立学校の校舎その他の学校施設の管理に関すること 
４ 市立学校の教具その他の設備の整備に関すること 
５ 教職員住宅の管理に関すること 
６ 児童生徒の入学、転学及び退学に関すること 
７ 児童生徒の就学の援助に関すること 
８ 幼稚園児の入退園に関すること 
９ 児童生徒及び教職員の健康管理に関すること 

１０ 地域公民館の運営及び管理に関すること 
１１ 社会教育の推進に関すること 
１２ 家庭教育、青少年教育、成人教育、人権教育の振興に関すること 
１３ 社会教育関係団体及び指導者の育成に関すること 
１４ 少年愛護センターとの連携に関すること 
１５ 芸術文化の振興に関すること 
１６ 文化財の調査、保存及び管理に関すること 
１７ 図書館分館の運営に関すること 
１８ 視聴覚教育の振興に関すること 
１９ 視聴覚ライブラリー甑島分館の運営管理に関すること（上甑島教育課のみ） 
２０ 郷土館の施設、設備の管理及び運営に関すること 
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教育機関 
少少年年自自然然のの家家  
１ 自然の家の運営計画及び管理に関すること 
２ 自然の家の施設及び設備の管理に関すること 
３ 自然の家の入所及び退所並びに使用料の徴収に関すること 
４ 自然の家に係る保健衛生及び安全管理に関すること 
５ 自然の家の研修計画に関すること 
６ 自然の家の入所者に対する指導及び助言に関すること 
７ 自然の家に係る広報及び統計に関すること 
８ 自然の家に関する資料の収集、整理及び保存に関すること 
９ その他研修指導に関すること 

 
 

中中央央図図書書館館  
１ 図書館（中央図書館、分館）の運営に関すること 
２ 図書館資料の収集、整理及び保存に関すること 
３ 図書館の施設及び設備の維持管理に関すること 
４ 図書館資料の閲覧、相談、貸出し及び返本に関すること 
５ 読書活動の推進に関すること 
６ 図書館事業の広報に関すること 
７ 図書館システムの運用、管理等に関すること 
８ 移動図書館に関すること 
９ 貸出し文庫に関すること 

 
  
視視聴聴覚覚ラライイブブララリリーー  
１ 視聴覚機材・教材の購入、管理及び貸出しに関すること 
２ 視聴覚教育指導者の指導・育成に関すること 

 
 

川川内内学学校校給給食食セセンンタターー、、樋樋脇脇学学校校給給食食セセンンタターー、、入入来来学学校校給給食食セセンンタターー、、里里学学校校給給食食セセンンタターー
下下甑甑学学校校給給食食セセンンタターー  
１ 学校給食施設の運営計画に関すること 
２ 学校給食会の運営及び会計に関すること 
３ 学校給食施設及び設備の管理に関すること 
４ 学校給食の栄養及び献立並びに調理指導に関すること 
５ 学校給食施設の衛生管理及び安全管理に関すること 
６ 学校給食の調理及び配送に関すること 
７ 調理用機械、器具等の点検及び整備に関すること 
８ 前各号に掲げるもののほか、学校給食に関すること 
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薩摩川内市教育委員会の基本方針  
 

近年、高度情報化の進展により、社会や生活を大きく変えていく超スマート社

会（Society5.0）の到来が予測されており、最先端の情報技術を活用できる人材

の育成が求められているとともに、SDGｓ（Sustainable Development Goals）が

平成２７年９月に国連サミットで採択され、持続可能な社会の実現に向けて取り

組むことが求められています。 
 

加えて、本市においては、人口減少・超高齢社会の到来に伴い、地域活動への

参加促進や生涯学習の充実、健康で生き生きと暮らすための仕組みづくり、地域

の資源や個性をいかした魅力あるまちづくりを進めていくことが求められていま

す。 
 

一方で、本市は豊かな自然環境に恵まれ、多種多様な伝統文化・芸能と古い歴

史を誇るほか、様々なスポーツ施設を有する総合運動公園に加え、歴史資料館、

まごころ文学館、少年自然の家や４年制女子大学などスポーツ・文化・芸術など

の教育的施設に恵まれています。 
 

これまで、本市教育委員会では、この教育的資源を活用しながら、平成２７年

度に策定した「薩摩川内市教育振興基本計画（第１期・後期）」に基づき、「ふ

るさとを愛し 心豊かにたくましく生きる 薩摩川内のひとづくり」を基本目標

として、薩摩川内のひとづくりに努めてきました。 

そして、この度、前述の諸課題に対応するべく、これまでの取り組みを振り返

るとともに、「第２次薩摩川内市総合計画（後期基本計画）」を踏まえて中長期

的展望に立った「薩摩川内市教育振興基本計画（第２期・前期）」を策定しまし

た。 
 

新たな教育振興基本計画では、これまでどおり「ふるさとを愛し 心豊かにた

くましく生きる 薩摩川内のひとづくり」を基本目標とし、 

 ●  よりよい自分をめざし、人間性豊かで創造的に生きる人 

 ●  自他ともに尊重し、よりよい社会づくりに主体的に関わる人 

 ●  ふるさとを知り、ふるさとを愛し、ふるさとに尽くす人 

を“めざす薩摩川内人”として、その具現化をめざします。 
 

本年度は、教育振興基本計画（第２期・前期）の初年度に当たることから、新

たに数値目標を設定した施策への取組みについて推進するほか、児童・生徒の学

力向上に努めます。 

具体的には、新学習指導要領への円滑な移行と小中一貫教育の充実、コミュニ

ティ・スクールの全校実施を進めるとともに、学級経営を基盤とした学力向上に

積極的に取り組んでいきます。また、社会環境や家庭環境の複雑化に伴い、様々

な問題に対応できるよう、家庭教育の質的向上を図ります。 

また、少年自然の家や中央公民館、図書館、まごころ文学館などの社会教育施

設を連動させながら青少年教育や生涯学習の充実に努めます。さらには、川内大

綱引の国無形民俗文化財指定に向けた取組を進めるとともに、本市の古い歴史に

ついて市民の認識を深め、文化に対する理解と関心の向上などに努めてまいりま

す。 
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令和元年第７回　教育委員会定例会資料（令和元年１１月２６日）
薩摩川内市教育振興基本計画の体系

薩薩　　摩摩　　川川　　内内　　市市　　教教　　育育　　振振　　興興　　基基　　本本　　計計　　画画

目標（理念） めざす薩摩川内人
さつませんだいびと

施策 施策を実現するための主な事業等

読書活動の推進 ・おはなし会事業や参加型読書講座の開催

地地域域全全体体でで子子供供をを守守りり育育
ててるる環環境境づづくくりりのの推推進進

　　　小中一貫教育の充実

　　　知・徳・体の調和のとれた生きる力を育む教育の推進

・学校関係者評価委員会の充実

・夏冬のアドべンチャー事業(ぼっけもんの旅)事業の充実

・プラネタリウム活用事業等の充実

「少年自然の家」における青少年指導者の育成

「少年自然の家」の効果的な活用

・地域指導者養成講座の実施

・幅広い年齢層、地域の人々との交流ができるプログラムの開発

　
　
　
　
　
　
　
　
ふ
る
さ
と
を
愛
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
心
豊
か
に
　
た
く
ま
し
く
生
き
る薩

摩
川
内
の
ひ
と
づ
く
り

ふるさとを知り、
　 ふるさとを愛し、

　　  ふるさとに尽くす

自他ともに尊重し、
　よりよい社会づくりに
　　　　主体的に関わる

コミュニティ・スクールの充実

・切れ目ない支援体制づくりの推進

・「早寝・早起き・朝ご飯、笑顔であいさつ・お手伝い」運動の推進たくましい体の育成

　　　文化財愛護意識の高揚

未未来来ををたたくくままししくく生生ききるる力力
をを育育むむ教教育育のの推推進進

　　　文化財の総合的な保存・活用

心の教育の推進

確かな学力の育成

全中学校区における小中一貫教育の充実 ・小中一貫教育研究公開の実施

・「薩摩川内元気塾事業」と「甑アイランドウォッチング事業」の実施ふるさと教育と「ふるさと・コミュニケーション科」の充実

・英語サマーキャンプ、中学校英語発表会の実施英語力向上プラン事業の充実

・児童生徒の交流活動や教職員の授業交流の充実

・英語検定試験の受検支援

教材・教具及びＩＣＴ関連設備の整備

・「考え・議論する道徳」の推進

・学ぶ楽しさや喜びを味わう授業づくり

特別支援教育の充実

・いじめ問題や不登校への適切な対応

・心の教室相談員や適応指導教室指導員、スクールソーシャルワーカーとの連携

・中高連絡会の充実

・学習指導法研修会や学校教職員研修派遣事業の実施

・「業務改善アクションプラン」の推進

・市立小・中学校等の再編等に関する第２次基本方針の推進

学校給食の充実

幼児教育の充実

教職員の資質・指導力の向上

学校における業務改善の推進

学校等の再編

・幼・小接続の推進

・地域連携教育プロジェクトの充実鹿児島純心女子大学との連携

誇誇りりとと愛愛着着ののああるる地地域域文文
化化のの保保存存・・継継承承・・活活用用

・学校フッ化物洗口事業の推進

・小学校綱引競技大会や一校一運動の推進

　　　総合的なネットワークの連携強化

生生涯涯学学習習のの充充実実ををめめざざ
すす環環境境づづくくりりのの推推進進

学校支援ボランティア事業の充実

・就学援助の充実、奨学資金制度等の周知と活用の推進、通学支援

・放課後子供教室事業の推進

・地場産物の活用

・「青少年育成の日」と「家庭の日」の連動

・ＩＣＴ活用やプログラミング教育の推進

保護者への経済的支援

　　　生涯学習を進めるコーディネート機能の充実

　　　生涯学習の展開

　　　家庭の教育力の向上

　　　「少年自然の家」における青少年教育・生涯学習の充実

　　　地域の教育力の向上

　　　指導者の指導力向上

・学校支援ボランティア事業、地域学校協働活動の充実

・原子力防災訓練や避難訓練、通学路安全推進会議の充実

よりよい自分をめざし、
　人間性豊かで

　　　　創造的に生きる

校舎等の整備

施策の方向（施策目標、施策の方向性）

　　　教育環境の充実

高等学校との連携

・「地域学校協働活動」との連携

・「ふるさと薩摩川内学（改訂版）」の活用

・学習指導要領を踏まえ時代に即した教材・教具の整備

・学校施設長寿命化計画に基づく計画的な施設整備の実施

・家庭学習時間「学年×10分＋30分以上」の推進

家庭教育学級の充実 ・全幼・小・中・義務教育学校での家庭教育学級の開設

子育てサロンの充実 ・子育て世代への相談体制の充実

ＰＴＡや子ども会活動の充実 ・市ＰＴＡ連絡協議会や市子ども会育成連絡協議会の充実

・防犯パトロールの実施

・集団宿泊学習を始めとする学校教育を補完する事業、体験的適応指導教室リフレッシュin寺山

「青少年育成の日」と「家庭の日」の取組の充実

放課後の子供たちの安全・安心の確保

指導者養成研修会の充実

青少年育成者の連携・交流

・各種研修会・養成講座等の実施

・青少年育成市民会議等の活動内容の充実

「少年自然の家」における活動の充実

人材バンク等の活用

機材（16ミリ等）・教材(DVD等）の活用による利用促進

甑島の各種文化財等の活用

・青少年フレッシュ体験事業の実施

市民に親しまれる図書館運営

公民館等における生涯学習の充実 ・教養講座や生きがいづくりに資する講座等の生涯学習活動の充実

・図書館資料及び相談業務等サービスの充実、施設環境の整備

青少年の健全育成

少年愛護センター活動の推進

・各地域の郷土芸能等の保存・伝承活動の推進地域文化の継承・発展

文化財保存活用地域計画の検討

・文化財少年団活動や出前講座等の実施

・地域文化財の調査、データーベースの構築等

・国定公園としての自然素材の普及啓発事業の実施

文化・芸術活動を発表する場の提供 ・「薩摩国分寺秋の夕べ」等文化イベントの実施

　　　文化財等の保存・継承・活用

　　　文化活動の推進

・日本遺産「薩摩の武士が生きた町」の構成文化財を中心とした活用の実施

・川内歴史資料館、川内まごころ文学館等の利活用の促進

川内大綱引の保存・活用 ・国指定を目指した調査報告書を刊行し、更なる保存・活用の実施

文化財学習機会等の提供

清色城跡や入来麓伝統的建造物群保存地区等の活用

・入来麓伝統的建造物群保存地区の修理修景事業や街なみ環境整備事業の実施

わくわく薩摩川内土曜塾の充実

・日本遺産「薩摩の武士が生きた町」の構成文化財「里麓・手打麓」の活用

　　　図書館機能の充実と読書活動の推進

・ユネスコ無形文化遺産に登録された甑島のトシドンの活用

・端陵、中陵、安養寺丘古墳等調査の実施天辰寺前古墳と川内川流域の古墳等の活用

・機材（１６ミリ等）・教材（ＤＶＤ等）の活用と充実、映画会開催による利用促進

・人材バンク「すてきびと」登録促進と積極的活用

・毎月第４土曜日に体験学習等を実施

・清色城跡の保存整備の実施

薩摩川内市民憲章

第２次薩摩川内市総合計画（政策５：教育文化 次世代を担う人と文化を育むまちづくり）

薩摩川内市教育振興基本計画 体系
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薩摩川内市教育委員会の基本方針  
 

近年、高度情報化の進展により、社会や生活を大きく変えていく超スマート社

会（Society5.0）の到来が予測されており、最先端の情報技術を活用できる人材

の育成が求められているとともに、SDGｓ（Sustainable Development Goals）が

平成２７年９月に国連サミットで採択され、持続可能な社会の実現に向けて取り

組むことが求められています。 
 

加えて、本市においては、人口減少・超高齢社会の到来に伴い、地域活動への

参加促進や生涯学習の充実、健康で生き生きと暮らすための仕組みづくり、地域

の資源や個性をいかした魅力あるまちづくりを進めていくことが求められていま

す。 
 

一方で、本市は豊かな自然環境に恵まれ、多種多様な伝統文化・芸能と古い歴

史を誇るほか、様々なスポーツ施設を有する総合運動公園に加え、歴史資料館、

まごころ文学館、少年自然の家や４年制女子大学などスポーツ・文化・芸術など

の教育的施設に恵まれています。 
 

これまで、本市教育委員会では、この教育的資源を活用しながら、平成２７年

度に策定した「薩摩川内市教育振興基本計画（第１期・後期）」に基づき、「ふ

るさとを愛し 心豊かにたくましく生きる 薩摩川内のひとづくり」を基本目標

として、薩摩川内のひとづくりに努めてきました。 

そして、この度、前述の諸課題に対応するべく、これまでの取り組みを振り返

るとともに、「第２次薩摩川内市総合計画（後期基本計画）」を踏まえて中長期

的展望に立った「薩摩川内市教育振興基本計画（第２期・前期）」を策定しまし

た。 
 

新たな教育振興基本計画では、これまでどおり「ふるさとを愛し 心豊かにた

くましく生きる 薩摩川内のひとづくり」を基本目標とし、 

 ●  よりよい自分をめざし、人間性豊かで創造的に生きる人 

 ●  自他ともに尊重し、よりよい社会づくりに主体的に関わる人 

 ●  ふるさとを知り、ふるさとを愛し、ふるさとに尽くす人 

を“めざす薩摩川内人”として、その具現化をめざします。 
 

本年度は、教育振興基本計画（第２期・前期）の初年度に当たることから、新

たに数値目標を設定した施策への取組みについて推進するほか、児童・生徒の学

力向上に努めます。 

具体的には、新学習指導要領への円滑な移行と小中一貫教育の充実、コミュニ

ティ・スクールの全校実施を進めるとともに、学級経営を基盤とした学力向上に

積極的に取り組んでいきます。また、社会環境や家庭環境の複雑化に伴い、様々

な問題に対応できるよう、家庭教育の質的向上を図ります。 

また、少年自然の家や中央公民館、図書館、まごころ文学館などの社会教育施

設を連動させながら青少年教育や生涯学習の充実に努めます。さらには、川内大

綱引の国無形民俗文化財指定に向けた取組を進めるとともに、本市の古い歴史に

ついて市民の認識を深め、文化に対する理解と関心の向上などに努めてまいりま

す。 
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［［ 教教 育育 総総 務務 課課 ］］  

 
[基本方針] 

幼稚園、小学校及び中学校並びに義務教育学校における教育の円滑な推進を図るため、機能性や
安全性を考慮した施設の計画的整備を進めます。また、保護者への就学支援を行うほか、財務管理
及び人事管理等諸業務の計画的かつ効率的な執行に努めます。 
 
[施策・努力点]  

１ 教育委員会機能の充実 
⑴ 教育委員会の開催状況の広報、教育行政要覧、広報紙及びホームページ等による教育情報

の提供の充実 
⑵ 教育委員会と首長部局との連携・充実 
⑶ 教育委員の研修の充実 
 

２ 教育環境の整備充実 
⑴  校舎等の整備充実 
ア 学校施設長寿命化計画に基づく学校施設の計画的整備 

(ア) 校舎・屋内運動場の改修、改築事業（平佐西小、市比野小、隈之城小） 
(ｲ) 仮設校舎借上事業（亀山小、永利小） 

イ 学校施設諸施設整備事業 
・ トイレ改修、外壁改修、屋根防水改修ほか 

⑵ 施設の維持管理の充実 
ア 校舎、屋内運動場及び園舎等の維持管理 
イ 遊具、プール及び屋外運動施設の維持管理 

⑶ 教材・教具及びＩＣＴ関連設備の充実 
ア 学校のニーズに応じた備品整備の推進 

(ア) 学校等管理備品及び教材備品の整備 
(イ) 学校図書等の充実 

イ ＧＩＧＡスクール構想の実現に向けた検討 
 (ア) 高速大容量の情報通信ネットワーク整備の検討 
 (イ) 児童生徒一人一台パソコン端末整備の検討 

⑷ 教職員住宅の維持管理の充実 
ア 施設及び設備の改善 
イ 老朽化した施設の解体（峰山教職員住宅１棟、朝陽教職員住宅２号１棟） 

 
 ３ 統合型校務支援システム導入に向けての調査・研究 
 

４ 学校再編に伴う円滑な事務の推進 
・ 児童生徒の安全に配慮したスクールバスの適切な運行 

 
５ 保護者への就学支援 
⑴ 特別奨学資金制度の充実 
・ 特別奨学資金の新規決定者への早期支給    

⑵ 就学支援制度の支援 
・ 就学援助対象の児童・生徒への学用品費等の支援 

⑶ 甑島地域からの高校進学者への経済的支援 
・ 甑島地域からの高校進学者への民間アパート家賃や寮費等の支援 

⑷ 遠距離通学等の支援
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[[ 学学 校校 教教 育育 課課 ]]  
 
[基本方針] 

県教育行政の重点施策及び北薩地区教育行政の努力点を踏まえ、郷土の自然や歴史、文化に根ざ
した小中一貫教育をはじめとする薩摩川内らしい特色ある教育活動を推進します。また、薩摩川内
市を我がふるさとと思う「ふるさと意識」を高めつつ、心身ともに健康で、確かな学力と豊かな心
を身に付けた児童生徒の育成に努め、未来をたくましく生きる力を育む教育を推進します。さら
に、学校・家庭・地域及び関係機関・団体が一体となった地域ぐるみの取組を推進し、安全・安心
な「行きたい学校」づくりに努めます。 

また、学校給食においては、衛生的な施設設備のもと、安全な食材、地元産食材を活用し、栄養
バランスのとれたおいしい給食を提供するとともに、学校や家庭との連携を図りながら、食に関す
る指導の推進に努めます。 

[施策・努力点] 
１ 小中一貫教育を核とした学校経営の充実 
⑴ 地域に根ざした魅力ある学校づくりの推進（社会に開かれた教育課程の実現） 
ア 小・中学校間の円滑な接続（９年間を見通したカリキュラムの編成と充実） 
イ 児童生徒の交流活動や教職員の授業交流の充実（小中一貫教育ガイドブックの活用） 
ウ ふるさと教育の充実（小中一貫教育読本『ふるさと薩摩川内学』（改訂版）の活用） 
エ 教職員の資質向上（小中一貫教育研究公開の実施、小中一貫教育研究推進委員会の充実） 
オ 「さつませんだい学校応援団（学校支援ボランティア）」や地域人材の活用 
カ 全中学校区における「コミュニティ・スクール（学校運営協議会制度）」の円滑な推進 
キ 土曜授業の活用 

⑵ 子供の夢を育み学校や地域を元気にする「薩摩川内元気塾事業」の推進 
⑶ 「甑アイランドウォッチング事業」の効果的な実施（市観光物産協会との連携） 
⑷ 小中９年間英語教育の推進 
ア 英語サマーキャンプ、中学校英語発表会の充実 
イ 英語検定試験の受検支援（５級、４級、３級の取得率向上） 
ウ 小学校ローマ字ＧＯ！コンクールの推進 
 

２ 新学習指導要領実施への確実な対応 
⑴ 新学習指導要領の理解と周知 
ア カリキュラム・マネジメントの考え方を踏まえた教育課程の編成 
イ 「主体的・対話的で深い学び」の視点を踏まえた授業改善 
ウ 移行措置期間における指導内容の確実な実施（中学校） 
エ 通知表・評価に関する研究の推進（中学校）    
オ 令和３年度実施（中学校）に向けた教科書採択業務の円滑な推進 

⑵ 「考え、議論する道徳」の推進 
ア 「考え、議論する道徳」の授業づくりに関する研修の充実（地区道徳教育研修会の充

実） 
イ ９年間を見通した指導計画の見直し 

⑶ 小学校英語活動・英語科の全面実施、中学校英語科の移行期における対応 
ア 指導力向上研修の実施 
イ ＥＳＴ・ＡＬＴと連携した授業づくりについての研修の充実 

  ⑷ 小学校におけるプログラミング教育の推進 
   ア 小学校教員を対象にした研修会の実施 
   イ 企業等と連携した「プログラミング教育実施事業」の推進 
 
３ 「確かな学力」を育む教育の充実 
⑴ 自ら学び、磨き高め合い、学ぶ楽しさや喜びを味わう授業づくり 
ア 「本物の授業を創る１０の提案」の自校化と中学校区による共通実践 
イ 小中一貫教育を通した学力向上（重点教科を指定した実践研究〔５年目〕） 
ウ 諸検査等の「１００点チャレンジ」の推進 

⑵ ＩＣＴ活用の推進 
ア Z！Stream、テレビ会議システム、「かごしま学力向上支援 Web システム」（県）の活

用 
イ ＩＣＴ支援員の活用推進、情報モラル教育の推進 

⑶ 特別支援教育の充実 
ア 個別の指導計画、個別の教育支援計画の作成・活用 
イ 移行支援シートを活用した切れ目ない支援体制づくりの推進 
ウ 特別支援教育支援員配置事業の充実 

⑷ 家庭学習習慣の確立と内容の充実（「１０分×学年＋３０分以上」） 
⑸ 「わくわく薩摩川内土曜塾『基礎・基本学習講座』」（第４土曜日）の充実 
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４ 「豊かな心」を育む教育の充実 
⑴ 「命を大切にする心を育む教育」の推進 
ア リーフレット「命 輝け」の活用 
イ 命の大切さや思いやりの心を学ぶ授業公開 

⑵ 地域の実態を踏まえた人権教育の充実 
⑶ 心に届く生徒指導の推進と充実（不登校やいじめ、問題行動等の未然防止） 
ア 「薩摩川内いじめのない学校づくりの日」（毎月１日）の充実 
イ 市中学校生徒会連絡会の充実（交流キャンプの実施） 

⑷ 教育相談の充実やスマイルルーム等の活用による不登校への適切な対応 
ア 不登校児童生徒への適切な対応 
イ 心の教室相談員、スクールソーシャルワーカー、スクールカウンセラーとの連携 

⑸ ＰＴＡや地区コミュニティ協議会、子育て支援課、警察署等の関係機関・団体との連携 
 

５ 「たくましい体」を育む教育の充実 
⑴ 体力向上を図る取組の推進 
ア 薩摩川内の特色を生かした体力向上への取組（「小学校綱引競技大会」等の充実） 
イ 「たくましい“薩摩川内っ子”育成推進プラン」による計画的な体力向上への取組 
・ 「一校一運動」、「チャレンジかごしま」等の課題に応じた補強運動の推進 

ウ 小学校体育連盟・中学校体育連盟との連携 
エ 青少年スポーツ等交流の推進（中国常熟市、韓国昌寧郡） 

⑵ 健康で安全な環境づくりの促進 
ア 「心豊かにたくましく生きる薩摩川内っ子」の基本的生活習慣の確立 

・ 「早寝・早起き・朝ごはん、笑顔であいさつ・お手伝い」、「横断後、ニコッと笑
顔でお礼」 

イ 全学校における学校フッ化物洗口の充実 
ウ 学校・家庭・地域・関係機関が一体となった幼児・児童生徒の安全確保 

( ア )  風水害、津波、原子力災害等を想定した防災マニュアルによる避難訓練の実施 
( イ ) 「通学路安全推進会議」を核とした通学路の安全対策（防犯も含む）の充実 
( ウ ) ヘルメット着用率と自転車損害賠償保険加入率の向上 
(エ ) 学習時における健康に影響をもたらす気象条件への適切な配慮（熱中症予防等） 

エ 中学校２年生を対象とした「ＡＥＤを用いた普通救命講習」の実施 
オ 「食」に関する指導の充実 

(ア ) 食に関する指導計画基底の活用と栄養教諭の計画的な学校訪問・指導 
(イ ) 食物アレルギー等への適切な対応 

 
６ 教職員の業務改善等への取組と資質向上 
⑴ 学校における業務改善アクションプランの推進 
⑵ 総括安全衛生委員会におけるストレスチェックの積極的な勧奨 
⑶ 適切な人事管理と服務規律の厳正確保 
⑷ 管理職研修会による経営力の向上 
⑸ 県内外の教育先進地及び教育機関等での教職員研修の充実 
⑹ 学習指導法研修会、複式学級担当者研修会、臨時的任用教員研修会の充実 

 
７ 学校給食センターの管理運営体制の整備と学校給食の充実 
⑴ 衛生管理の徹底、施設設備の安全管理と充実 
⑵ 安全な食材の納入と検収体制の強化（食材の厳選と地場産物の活用） 
⑶ 献立の充実と食材購入の調整、安全な調理、配送業務の徹底 
⑷ 市学校給食会連合会の運営の充実 
ア 確実な給食費の徴収と未納対策の推進 
イ 学校給食会の運営調整   

⑸ 献立表、給食だより、ホームページ等による学校給食の啓発 
 

８ 幼児教育の充実 
⑴ 幼稚園教育要領の円滑な実施と幼・小接続の推進 
⑵ 幼稚園教諭等研修会の充実 
⑶ 幼稚園再編の検討 

 
９ 大学等との連携 
⑴ 鹿児島純心女子大学との地域連携教育プロジェクトへの協力 
⑵ 鹿児島大学及び鹿児島大学大学院との協力（教育実習・学校サポートプロジェクト等） 
⑶ 企業等との連携（「キャリア教育＆プログラミング教育実施事業」 
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  [[ 社社 会会 教教 育育 課課 ]]  
 
[基本方針] 
市民一人一人が充実した人生を送るため、社会教育諸条件の整備を図りながら、現代的課題に対応

した家庭教育、青少年教育及び成人教育等に関する各種施策の充実に努めます。 
特に、家庭教育の重要性に鑑み、薩摩川内市家庭教育学級推進事業ガイドラインに基づく家庭教育

学級の充実や、子育てサロン事業の推進とともに、幼稚園、学校、家庭及び地域と連携し、親自身の
学ぶ機会の充実を図ります。 
また、小中一貫教育を支える地域学校協働活動の推進体制の充実を図るとともに、児童生徒が有意

義に土曜日を過ごせるよう、行政や民間企業等が体験学習等の教育環境を提供する「わくわく薩摩川
内土曜塾」の充実を図ります。さらに、少年自然の家など他の社会教育機関等と協力・連携して、個
性豊かな人づくりと青少年健全育成を図る多様な体験活動を推進します。 
併せて、少子・高齢化社会における社会教育の推進及び調査研究に努めます。 

 
[施策・努力点]  
１ 家庭教育の充実 

⑴ 各幼稚園・小・中学校等における家庭教育学級の充実 
⑵ 家庭教育学級・ＰＴＡ合同研修会及びブロック別講演会を通した親の学びと子育ての充実 
⑶ 子育てサポーターの養成及び子育て講座の開催、並びに子育てサロンの利用促進及び相談体

制の充実、関係機関等との連携強化 
⑷ 私立幼稚園、認定こども園等の保護者に向けた家庭教育の充実 
⑸ 家庭教育支援員の養成及び活用の検討 
⑹ 毎月第３日曜日「家庭の日」の普及・啓発 

 
２ 心豊かな青少年の育成及び体験活動の推進 
⑴ 青少年フレッシュ体験事業による体験交流活動の充実（北海道ニセコ町へ小・中学生派遣） 
⑵ 青少年問題協議会における青少年育成関係機関による連携、取組状況の検証、課題の把握 
⑶ 青少年育成市民会議による家庭、学校、企業、地域社会が連携した青少年健全育成活動、その
環境づくりの推進 

⑷ 毎月第３土曜日「青少年育成の日」の普及・啓発 
⑸ 「放課後子供教室事業」の実施 

 
３ 小中一貫教育を支える「さつませんだい学校応援団(学校支援ボランティア事業)」の充実 
⑴ 学校支援ボランティアの募集・登録及び活用 
⑵ 学校応援団コーディネーターによる学校・地域との連携強化 
⑶ 学校等の要望に応じた支援活動の実施  
⑷ 地域学校協働活動の充実 

 
４ 児童生徒が有意義に土曜日を過ごすための「わくわく薩摩川内土曜塾事業」の充実・推進 
⑴  第４土曜日に公共施設等を利用した体験学習や学習支援の実施 
⑵ 第４土曜日等に実施されるイベント情報等の収集、周知 

 
５ 社会教育関係団体及び指導者の育成・連携強化 
⑴ 少年団体等の育成強化と指導者の養成、活用 

「市子ども会育成連絡協議会事業」「ジュニア・リーダー養成事業」 
「社会教育関係団体指導者養成事業」 

⑵ ＰＴＡ活動の充実と指導者の養成 
「ＰＴＡ指導者養成事業」 

⑶ 社会教育関係団体の相互連携・協調の推進及び指導者の養成 
「高齢者団体指導者養成事業」「地域活動活性化研修会」 

 
６ 人権啓発の推進 
⑴ 広報・啓発活動の充実 
⑵ 各種学習・講座等の充実 
⑶ 社会教育関係職員の研修機会の確保 
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  [[ 文文 化化 課課 ]]  
  

[基本方針] 

市民の意欲的な創作活動や市民主体の芸術文化事業を奨励・支援し、魅力あるまちづくりに資する

ための文化まちづくり事業の推進に努めます。 

各地域に伝わる民俗芸能等の伝承活動を推進し、将来に確実に継承されていくよう活動や発表への

支援を行います。また、郷土芸能の保存伝承への意識を高めてもらうため、文化財をまちづくりに生

かしながら地域社会総がかりで継承に取り組んでいけるよう、保存団体の活動や後継者の育成を支援

します。 

川内歴史資料館や川内まごころ文学館では、郷土ゆかりの歴史資料や人物に関する資料の収集・保

存を行うとともに、展示公開の場として歴史・文化学習の拠点に位置づけ、各郷土館や旧増田家住宅

などは、地域の歴史文化を発信する場として、その積極的な活用を図ります。 
 

 [施策・努力点]  

１ 文化活動の普及と向上 

⑴ 芸術・文化活動を実施する団体及び個人の育成とアーティストバンクの活用促進 

⑵ 文化交流活動の促進と文化施設を活用した事業の推進 
 

２ 文化のまちづくりの推進 

⑴ 地域に伝わる郷土芸能や芸術文化を披露する「薩摩川内市芸能祭」の開催 

⑵ 薩摩国分寺跡史跡公園を活用する｢薩摩国分寺秋の夕べ｣及びトンボロ芸術村等文化振興事業

の推進 

⑶ 地域に根ざした芸術文化事業の継続・充実 
 

３ 文化施設の維持管理 

⑴ 公共施設再配置計画に基づく文化施設の適正な維持管理及び整備促進 

⑵ 川内まごころ文学館、川内歴史資料館、各郷土館の資料等の収集整理 

⑶ 旧増田家住宅等の管理の推進 

⑷ 指定管理者との連携強化による施設の維持管理 

⑸ 川内文化ホールの閉館に向けた取組 
 

４ 文化財保護の推進及び支援 

⑴ 文化財保護体制の整備と連携  

⑵ 文化財等に係る専門的な研修会等への積極的な参加推進   

⑶ 文化財の保存、ボランティア団体等の協力、支援 

⑷ 指定文化財等の定期的な点検管理及び補修 

⑸ 文化財等の記録保存と情報収集、指定等による保存、整備 

⑹ 開発事業等に伴う埋蔵文化財発掘調査等の調整と対応 

⑺ 無形民俗文化財等の後継者育成と保存伝承活動の支援並びに市指定への推進 

⑻ 旧増田家住宅・入来麓伝統的建造物群保存地区並びに史跡清色城跡の一体的な活用の推進 

⑼  甑ミュージアム（恐竜化石等博物館）構想について甑島ツーリズム推進協議会との連携 

⑽ 川内川流域における陵・古墳群の地形測量調査及び研究の推進 

⑾ 川内大綱引の国無形民俗文化財指定に向けた取組の推進 
 

５ 文化財等の活用 

⑴ 文化財パンフレット等を活用した出前講座等による文化財等の周知広報及び文化財少年団員

の確保と育成  

⑵ 旧増田家住宅、川内歴史資料館等の歴史文化施設の利活用の推進 

⑶ 薩摩国分寺跡史跡公園、天辰寺前古墳公園、横岡古墳公園等の利活用の推進 

⑷ 川内川流域における陵・古墳群の情報発信 
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[[中中央央公公民民館館・・地地域域公公民民館館]]  
 

[基本方針] 

市民の学習活動を推進するため、「いつでも、どこでも、誰でも」学ぶことができるよう、公民館

施設を質の高い地域の学習拠点とするとともに、地域の家庭教育の支援及び小中一貫教育を支える学

校支援、並びに「わくわく薩摩川内土曜塾」の拠点としての充実を図ります。併せて、多様化する市

民のニーズ等に柔軟に対応した講座等を展開するとともに、公民館等施設改修保全計画に基づき、計

画的な維持補修及び整備を図ります。 

また、行政・家庭・地域・学校の連携を進め、社会全体の教育力の向上を目指し、地域等の実情を

踏まえた運営を目指します。 
 

[施策・努力点] 

１ 公民館の運営組織の充実 

⑴ 中央公民館・地域公民館相互の連携・強化 

⑵ 研修機会拡充による公民館職員の資質向上 

 

２ 中央公民館及び地域公民館の事業充実 

⑴ 地域の特性や現代的課題（人づくり・地域づくり等）に対応した公民館講座等の開設及び人

材の育成 

⑵ まなびねっとセンターの利用推進及びＩＣＴ教育（タブレット講習）の充実 

⑶ 自主学級の活動支援及び拡充 

⑷ 自主学級生等による学習成果活用の促進 

⑸ わくわく薩摩川内土曜塾など青少年への学習機会の提供 
 

３ 公民館等施設改修保全計画に基づく、計画的な維持補修 

⑴ 中央公民館・地域公民館の施設設備の改修 

「東郷公民館高圧電気設備更新工事」等 

⑵ 中央公民館・地域公民館の施設管理台帳の整備   
 

４ 地域学習活動への支援 

⑴ 地域住民の要望に応える学習活動と自主学習への支援 

⑵ 地区学習グループの支援 

⑶ 地域の特色を活用した社会教育事業の振興支援 

⑷ 生涯学習人材バンク「すてきびと」及び学校支援ボランティアの人材活用・情報提供 

⑸ 「すてきびと」及び自主学級等を対象とした、生涯学習活動研修会の実施 
 

５ 市民が集い学ぶ学習拠点づくり 

⑴ 地域学習拠点づくり及び学習機能の充実 

⑵ 公民館情報の提供及び発信  
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［［少少年年自自然然のの家家］］  
 

[基本方針] 
ふるさとの恵まれた自然や施設の特色を活かし、集団宿泊、自然探求、野外活動等の体験活動を通

して心身を鍛練し、情操及び社会性を豊かにするとともに、「ふるさとを愛し、心豊かにたくましく
生きる薩摩川内っ子（ぼっけもん）」の育成に努めます。 
また、薩摩川内市立の社会教育施設として、市民の年代に応じた様々な学習の場や機会を提供し、

活気あるふるさとの創造に貢献する人づくりに努めます。 
 

[施策・努力点] 
１ 学校教育を補完する事業の推進 

⑴ 児童生徒が生き生きと活動する集団宿泊学習の推進及びその指導・支援の強化 
⑵ 学校のニーズに応じた活動プログラムの開発・提供（小中一貫教育、ふるさと・コミュ 

ニケーション科、土曜授業、特別支援教育等） 
⑶ 関係課・機関等と連携した「心の教育」の推進（「リフレッシュ in 寺山」の実施） 
⑷ 「わくわく薩摩川内土曜塾」における第４土曜日の創作活動及び体験活動の継続的な実施 

２ 施設の特色を生かした主催事業の充実（１９事業） 
⑴ 青少年を対象とした大自然にチャレンジし心を耕す事業（「夏・冬のアドベンチャー」等） 
⑵ プラネタリウム等を活かして星座や天体への興味や関心を高め、「宇宙に関する好奇心」を

育む事業（せんだい宇宙館との連携・出張星空観望会） 
⑶ 我が国や郷土の伝統と文化を学ぶ創作活動事業（「新年を迎える手作りのつどい」等） 
⑷ 施設開放事業（「てらやまんちフェスタ」「てらやまんち無料開放」等） 
⑸ 家庭教育を支援する自然体験事業（「ファミリー自然体験隊」・「親子ふれあいキャンプ」 
等） 

⑹ 一般成人を対象とする体験事業（「てらやまんちほっとサロン」・「元気はつらつスクー 
ル」等） 

 
３ 積極的な生涯学習の推進 

⑴  幼児・青少年・女性・高齢者等の社会教育関係団体の利用促進 
⑵  一般成人・高齢者の利用促進（ニーズの把握、広報の工夫、ホームページの更新、利用 
 しやすい環境づくり） 
⑶ ＰＴＡや少年団体育成者等に対する研修支援の充実（家庭教育学級・地域指導者養成講座 
等） 

⑷ 出前講座・出張指導の積極的な推進と自主研修グループの育成 
⑸ 企業研修・合宿研修等の利用促進 
⑹ ボランティア組織との連携・活用（鹿児島純心女子大学・ワールドカッパ・川内青年会 
議所等） 

 
４ 広報活動の充実 

⑴ 事業案内チラシ・広報「薩摩川内」・ＦＭさつませんだい等を活用した市民の一人一人に 
届く広報の充実 

⑵ 刊行物・ホームページ等を活用した市民の視点に立った効果的・継続的な情報発信 
 
５ 職員研修等の充実 
⑴ 職員の意欲を高め、組織的な運営を図るための所内会議等の充実 
⑵ 職員一人一人の力量を向上させ、職員個々の課題解決を図る所内及び所外研修の充実 
⑶ 不易と流行を大切にした魅力ある事業・研修プログラムの企画・開発の推進 

 
６ 施設整備の充実 
⑴  野外活動施設を含む施設・設備の計画的保守整備及び管理の充実 
⑵  環境美化（緑化・設営等）の充実 
⑶  施設の長寿命化対策の研究 
 

７ 事故防止の徹底と保健・安全指導の充実 
⑴  安全点検の徹底（定期・研修活動前実施）と不備に対する迅速な対応 
⑵  危機管理マニュアルに基づく安全対策と事故ゼロに対する安全意識の徹底 
⑶  入所団体と連携を密にした研修活動中の健康管理や安全指導の徹底 
⑷  食堂等との連携によるアレルギー対応及び食中毒防止の徹底 
⑸  防災訓練（火災・地震・不審者等）及び救命訓練（ＡＥＤ、人工呼吸法）等の充実 
⑹  緊急連絡体制の確立及び事故発生時の迅速かつ適切な対応 
⑺ 関係機関（警察署、消防署、病院等）との連携強化
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［［ 中中 央央 図図 書書 館館 ］］  
 
[基本方針] 
市民の自主的な学習・文化・余暇活動を支援する生涯学習の拠点施設として、市民に親しまれ、市

民が集う図書館づくりを目指して、利用者目線に立った魅力ある図書館資料の整備・充実をはじめ、
市民生活の役に立つ図書、本市に関する人や出来事に関する図書などの館内展示と施設整備に努め、
市民の図書館利用の促進を図ります。 
また、迅速・丁寧な窓口事務・相談業務（レファレンス）と共に、図書館システム、図書館ホーム

ページ等の円滑な運営に努めて利用者のサービス向上を図るとともに、「おはなし会」事業等の読書
推進活動に積極的に取り組み、子どもを始めとした市民の読書活動の推進に努めます。  
このほか、図書館利用促進のための各種事業や広報活動の充実に努めるとともに、今後の施設整備

や管理運営のあり方等について、引き続き調査研究を進めます。 
 
[施策・努力点] 
１ 利用しやすく市民生活の役に立つ図書館づくり 
⑴ 利用者に分かりやすい図書分類や書架表示 
⑵ 市民生活の問題解決に役立つ子育てや介護などの「課題対応型図書コーナー」の充実 

 
２ 社会状況に即し利用者目線に立った図書館資料の整備・充実 
⑴ 市民の生涯学習の推進に資する図書館資料の提供 
⑵ 利用者の要望等を考慮した均整のとれた図書館資料の収集 
⑶ 本市に関する出来事や本市ゆかりの人に関わる図書や資料の収集と展示 

（「燃ゆる感動かごしま国体」・「鹿島の恐竜」・「日本遺産」・「有島三兄弟」など) 
⑷ 図書館資料のデジタル化の調査研究 

  
３ 図書館サービスの充実 
⑴ 迅速・丁寧な窓口事務・相談業務（レファレンス） 
⑵ 図書館システムの円滑な運用による迅速で効率的なサービスの提供 
⑶ 各分館、歴史資料館及びまごころ文学館との連携強化 
⑷ 移動図書館、貸出文庫及び宅配サービスの充実  
⑸ 他自治体図書館等との相互貸借の実施 
⑹ 高齢者や障がい者に配慮したサービスの提供（大活字本・録音図書の充実） 
⑺ ＩＣＴ等を利用した図書館サービスについての調査研究 

 
４ 読書活動の推進  

⑴ 家庭における読書活動推進のための広報活動、ブックスタート事業等の実施 
⑵ 地域における読書活動推進のための読書グループ等との連携及び研修会開催 
⑶  「おでかけ図書館」等対象者のニーズに応じた「おはなし会」事業の実施 
⑷ 「読み聞かせボランティア」等と連携した「おはなし会」事業の実施 
⑸  「読書感想文コンクール」及び「読書感想文の書き方教室」の実施 
⑹ 読書の楽しさと本の魅力を伝える「ビブリオバトル」の推進（講習会の開催及び実施の 
支援） 

⑺ 学校、幼稚園、保育所等への情報提供、読書活動等支援 
  
５ 図書館利用促進のための各種事業、広報活動の充実  
⑴ 市民生活に役立つ「図書館教養講座」等の開催と関連図書の展示 
⑵ 市民の文芸作品を掲載した郷土文芸誌「文化薩摩川内」の発行 
⑶ 「薩摩せんだい図書館フェスタ」において、ビブリオバトルや読書グループによる活動 
発表 

⑷ 「わくわく薩摩川内土曜塾」での中学生以下を対象とした映画やお話し、工作会等の実施 
⑸ 図書館ホームページや各種メディアの活用による図書館の利用促進に向けた最新情報の提供 

 
６ 施設・設備の適切な維持管理及び今後の施設整備や管理運営のあり方の検討 
⑴ 利用者にやさしい施設整備 
⑵ 分館を含めた今後の施設の維持・管理運営のあり方の検討 
⑶ 個人情報保護の徹底 
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［［視視聴聴覚覚ラライイブブララリリーー］］  
 
［基本方針］ 

学校教育及び社会教育における視聴覚教育の振興のため、所有する機材（１６ミリ等）・教材
（ＤＶＤ等）の適切な整備・維持管理と積極的な貸出や映画会の開催、広報活動の充実等により利
用促進を図るとともに、住民のニーズに対応した研修会等を開催して視聴覚教育に関する知識の普
及に努めます。 

 
[施策・努力点]  
１ 学校教育、社会教育用の機材・教材の適切な整備・維持管理 
２ 機材・教材の利用促進に向けたインターネットによる情報提供や、「ライブラリーだより」の
発行 

３ 機材・教材を活用した映画会開催 
⑴ 保育園や介護施設、自治会等での「出張映画会（おでかけ図書館）」 
 ⑵  わくわく薩摩川内土曜塾『わくわく図書館 映画会』 
⑶ 「１６ミリ映画を楽しむつどい・春夏秋冬」 
⑷  「夏休み映画会」 

４ 教材としての郷土資料の収集・保存・整備と利活用の推進 
５ 機材・教材の利用促進及び視聴覚教育の普及促進のための研修会等の開催 
６ 高齢者のためのＩＣＴ利用についての講座の開催 
７ 利用者や自主教材・映像コンクール等出品者への助言・指導 
８ 県視聴覚教育連盟所蔵教材の積極的な活用 
９ 今後の視聴覚ライブラリーの方向性の検討 

 
[[少少 年年 愛愛 護護 セセ ンン タタ ーー ]]  

 
[基本方針] 
明日の郷土を担う青少年が、夢や目標を描き、志をもって、たくましく生き抜いていけるよう、家

庭・学校・地域・行政が協働して健全育成を推進するとともに、関係機関や団体との相互連携を強化
して補導活動を行い、非行のおそれのある青少年の早期発見に努め、青少年や保護者が困ったときや
悩んだときの相談機関として活動の周知・充実に努めます。 
また、ネット社会の進展に対応し、トラブルから子供たちを守るための対策を調査・研究し、関係

機関と連携して啓発を行います。 
なお、青少年の保護と健全な育成を図るため、青少年を取り巻く有害環境の浄化活動を展開しま

す。 
 

[施策・努力点]  
１ 少年愛護委員の連携と活動の充実 
⑴ 少年愛護委員連絡会議の開催 
⑵ 少年愛護委員班別会議の開催 

 
２ 防犯パトロール活動の充実及び問題行動等の早期発見 
⑴ 長期休業期間及び「子ども・若者育成支援強調月間」における街頭補導 
⑵ 青少年教育指導員による安全パトロール 
⑶ 少年愛護委員による地域の街頭補導 

 
３ 青少年有害環境の浄化活動の推進 
⑴  スマートフォンや通信機器所持の低年齢化及び普及に伴うネット犯罪やネットいじめなどか

ら青少年を守るための対策を調査・研究し、啓発活動及び関係機関との連携強化に努める。 
⑵  関係機関との連携による県青少年保護育成条例に基づく店舗立ち入り調査及び指導 
⑶  少年愛護委員との連携による環境調査及び環境診断 

 
４ 相談活動の充実及び関係機関等との連携強化 
⑴ 来所・電話・メール等による少年なやみ相談（電話相談の夜間対応を継続） 
⑵ 児童・生徒へのなやみ「相談カード」の配布、及び周知活動 
⑶ 行政組織（市・県）間の情報共有化 
⑷ 相談員のスキルアップ 

 
５ 児童生徒の登下校時の安全確保 
⑴  青少年教育指導員による朝夕の安全パトロール及び声かけ活動 
⑵ 少年愛護委員による補導と見守り活動 
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薩薩摩摩川川内内市市のの面面積積とと人人口口推推移移  
 
面面    積積  

総面積  682.92ｋ㎡   

 
年年次次別別人人口口のの推推移移  

年 次 世帯数 
人       口 一世帯

あたり
人員 

備考 
総数 男 女 

平成１６年 41,601 103,412 48,756 54,656 2.5  

平成２０年 41,882 100,148 47,161 52,987 2.4  

平成２１年 42,022 99,615 46,992 52,623 2.4  

平成２２年 41,449 99,589 47,062 52,527 2.4 国勢調査 

平成２３年 41,741 99,250 47,024 52,226 2.4  

平成２４年 41,691 98,297 46,588 51,709 2.4  

平成２５年 41,711 97,581 46,306 51,275 2.3  

平成２６年 41,608 96,705 45,936 50,769 2.3  

平成２７年 40,686 96,076 45,926 50,150 2.4 国勢調査 

平成２８年 40,775 95,496 45,753 49,743 2.3  

平成２９年 40,765 94,622 45,360 49,262 2.3  

平成３０年 40,945 93,927 45,111 48,816 2.3  

平成３１年 40,927 93,009 44,735 48,414 2.3  

令和２年 45,980 93,967 45,212 48,755 2.0  

 

※ 平成１６年は合併前の旧市町村分の合算である。 

※ 平成３１年以前は国勢調査を行った年以外は推計人口である。(各年 10 月１日現在) 

※ 令和２年は、４月１日現在の住民基本台帳人口である。 

 

一一般般会会計計とと教教育育費費のの決決算算額額のの推推移移  

（単位：千円、％） 

年  度 一般会計総額 うち教育費 構成比 

平成１６年度 58,348,285 4,702,577 8.06 

平成２０年度 47,791,045 3,973,843 8.32 

平成２１年度 51,758,305 4,336,250 8.38 

平成２２年度 53,514,906 4,396,985 8.22 

平成２３年度 54,312,110 4,359,063 8.02 

平成２４年度 51,060,138 4,298,397 8.42 

平成２５年度 52,147,401 3,847,328 7.38 

平成２６年度 55,846,155 4,043,038 7.24 

平成２７年度 53,815,689 3,934,995 7.31 

平成２８年度 54,251,352 4,135,001 7.62 

平成２９年度 55,076,337 4,428,502 8.04 

平成３０年度 53,578,850 6,103,924 11.39 

※ １６年度は合併前の旧市町村の決算の合算額と薩摩川内市の決算額の計である。 
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令令和和２２年年度度薩薩摩摩川川内内市市一一般般会会計計予予算算 
（単位：千円、％） 

歳出区分 

（款） 

令和２年度 平成３１年度 比較 

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 比率 

議 会 費 294,877 0.5 299,246 0.5 -4,369 -1.5

総 務 費 10,019,034 18.5 9,412,328 17.1 606,706 6.4

民 生 費 15,772,803 29.1 16,257,529 29.5 -484,726 -3.0

衛 生 費 6,210,914 11.5 7,132,386 13.0 -921,472 -12.9

労 働 費 37,532 0.1 41,616 0.1 -4,084 -9.8

農林水産業費 2,105,877 3.9 2,135,984 3.9 -30,107 -1.4

商 工 費 1,955,061 3.6 2,130,629 3.9 -175,568 -8.2

土 木 費 4,958,453 9.1 5,602,406 10.2 -643,953 -11.5

消 防 費 1,952,500 3.6 1,969,832 3.6 -17,332 -0.9

教教  育育  費費  44,,330099,,992299  88..00 44,,330033,,000088 77..88 66,,992211  00..22

災害復旧費 546,724 1.0 547,439 1.0 -715 -0.1

公 債 費 5,163,141 9.5 5,085,826 9.2 77,315 1.5

諸 支 出 金 813,155 1.5 51,771 0.1 761,384 1470.7

予 備 費 50,000 0.1 50,000 0.1 0 0

合   計 54,190,000 100 55,020,000 100 -830,000 -1.5

  

教教育育費費（（４４，，３３００９９，，９９２２９９千千円円））のの内内訳訳 
（単位：千円、％） 

歳出区分 

（款） 

令和２年度 平成３１年度 比較 

当初予算額 構成比 当初予算額 構成比 増減額 比率 

教育総務費 748,993 17.4 761,332 17.7 -12,339 -0.3

小 学 校 費 738,601 17.1 748,850 17.4 -10,249 -0.3

中 学 校 費 364,122 8.5 454,194 10.6 -90,072 -2.1

幼 稚 園 費 270,374 6.3 272,831 6.3 -2,457 0

社会教育費 800,423 18.5 769,838 17.9 30,585 0.6

保健体育費 1,387,416 32.2 1,295,963 30.1 91,453 2.1

合   計 4,309,929 100 4,303,008 100 6,921 

※ 社会教育費には市長事務部局が所管する予算 28,988 千円、保健体育費には市長事務部局が所管す

る予算 935,596 千円を含む。また、教育委員会が所管する予算の総額は「11 款 災害復旧費」中の

16,200 千円を加えた 3,361,545 千円である。 

市長事務部局所管 10 款 教育費 

 964,584 千円 10 款 教育費  

   計 4,309,929 千円

 

教育委員会所管 10 款 教育費 

 3,345,345 千円 教育委員会所管 

 計 3,361,545 千円11 款 災害復旧費 

 16,200 千円
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○○市市立立幼幼稚稚園園のの一一覧覧                                                                                              令和2年4月9日現在
ＴＥＬ

ＦＡＸ 男 女 計

0996
30-2155

0996
30-2155

0996
22-6232

0996
22-3028

0996
37-3677

0996
37-3677

0996
42-1547

0996
42-1547

09969
3-2372

09969
3-2372

09969
2-1110

09969
2-1110

09969
6-2767

09969
5-0133

09969
4-2424

09969
4-2012

34 93 99 192 15

※1・・・　亀山幼稚園、東郷幼稚園及びかのこ幼稚園の園長並びに亀山幼稚園、ひわき幼稚園、東郷幼稚園及び

　　　　 かのこ幼稚園鹿島分園の副園長は、専任である。

※2・・・「職員数」は本務者のみである。

計

1 1 6 7

2－ 下甑町青瀬382 6 21

1

7 28

12 9 6 15

かのこ幼稚園
鹿島分園

東條　睦宣 有馬　由美子
鹿島町藺牟田

1501

中津幼稚園 辻　　孝義 小山田　和良 上甑町中甑253

かのこ幼稚園 中野　広子

2

祁答院幼稚園
祁答院町下手

255

里幼稚園 榎元　寛之 山形　幸司 里町里1650-1 10 10 202

3

いりき幼稚園 入来町浦之名60

東郷幼稚園 時・　睦子 新門　久美
東郷町斧渕

4773-2
20 19 399

亀山幼稚園 今藤　いずみ 盛重　幸代 五代町635

ひわき幼稚園 上栫　久伸 鍛治屋　恵子

55 4

12 7 11 18

城上町4387 2 3

樋脇町塔之原
3624

22 33

7 10 1

学級数幼稚園名 所在地
園児数職員

数※2
園長名※1

（小学校長兼務）
副園長名※1

（小学校教頭兼務）

令和２年４月から休園

令和２年４月から休園

10

八幡幼稚園 令和２年４月から休園

城上幼稚園 前田　望 坂下　泰洋

田海町3683-1

- 31－

時吉

－ 31－



○○私私立立幼幼稚稚園園のの一一覧覧
ＴＥＬ

ＦＡＸ 男 女 計

0996
22-3974

0996
22-3575

0996
22-3877

0996
22-4166

0996
22-3744

0996
22-4006

0996
23-6168

0996
22-0807

0996
20-1280

0996
25-1730

0996
20-0775

0996
20-0171

126 334 342 676 36

※・・・「職員数」は本務者のみである。

令和２年４月１日現在
１号認定に係る数値

備考

令和２年４月１１日現在

令和２年４月７日現在

令和２年４月１３日現在
１号認定に係る数値

令和２年４月１日現在
１号認定に係る数値

令和２年４月１日現在
１号認定に係る数値

206 10

6

計

33 43 48 91

34

認定こども園
青山幼稚園

認定こども園
鹿児島純心女子大学
附属純心幼稚園

浦田　むつ子 隈之城町1001

108 98
認定こども園
せんだい幼稚園

田原　慎也 平佐町3590-2

島谷　晶子 島谷　精利 青山町4194

72 6

22 68 79 147 7

38 78 3

認定こども園
のぞみ幼稚園

日下部　遣志 戸田　奈都子
大小路町
54-16

18 42 30

川内聖母幼稚園 小島　芳武 若松町2-20 9 40

82みくに幼稚園

学級数所在地
園児数職員

数※

4御陵下町11-9

副園長名

10

園長名

33 49種子田　香代 種子田　佳奈子
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○○市市立立小小学学校校のの一一覧覧
校長名 ＴＥＬ

教頭名 ＦＡＸ 教育職員 事務職員 市費職員 建物敷地 屋外運動場 その他 計 一般校舎 屋内運動場 計

中村　義浩
0996

23-7286 34 23

久保田　昭二
0996

23-7296
(1) (5)

飯森　秀志
0996

23-6103 38 29

船迫　光一
0996

23-6104
(1) (9)

林　耕二
0996

23-7201 19 14

徳留　健成
0996

23-7244
(1) (3)

萩原　聖司
0996

23-2604 36 28

池上　祥一郎
0996

22-0581
(2) (7)

池田　浩
0996

23-7160 45 33

佐藤　光秀
奥野　裕樹

0996
23-7163

(2) (8)

山下　佳子
0996

29-2124 7 4

八木　修一
0996

29-2690
(1) (1)

内田　奈緒美
0996

26-2004 12 8

金ヶ江　俊春
0996

26-3205
(1) (2)

畠野　裕昭
0996

23-2804 28 20

中薗　千寿
0996

23-2052
(1) (3)

舞田　ひろみ
0996

27-2004 8 5

柴田　浩
0996

27-2045
(1) (2)

田中　真佐利
0996

30-2132 9 6

川畑　鈴代
0996

30-2725
(1) (2)

田原　稔
0996

23-3973 24 17

井上　智司
0996

23-3645
(1) (4)

平山　英俊
0996

30-0504 12 8

大前　鉄冶
0996

30-0543
(1) (2)

前田　望
0996

30-0593 8 5

坂下　泰洋
0996

30-2135
(1) (1)

上栫　久伸
0996

37-2038 14 8

原田　千鶴子
0996

37-2296
(1) (2)

丸山　博三
0996

38-0014 13 8

川﨑　真吾
0996

38-0326
(1) (2)

本山　和彦
0996

44-2062 12 8

佐々木　久志
0996

44-2103
(1) (2)

橋口　俊崇
0996

44-2928 13 8

石岡　一洋
0996

44-2931
(1) (2)

2,643

532 2,779

9,416 1,880

1,2127,1921 91 13,854 2,247

763132 3,400

5,450副田小学校
入来町

副田2030
1

2,9426,166 2,901

4,900 1,1161 2

市比野小学校
樋脇町

市比野2805
1 2

607 3,10110,431 290

514 3,456

2,494

14,739

樋脇小学校
樋脇町

塔之原3624
1 2

入来小学校
入来町

浦之名60

12,079 1,451

2,53912,845 1,742

145

136 9,023

5,672

19,744

111 6,545

1 401

3,918

798 2,249

18,970 3,386

4,205 3,7154,925

5,245 289

7971,308 13,625

532

797

2,283

城上小学校
城上町
4525-1

高来小学校 高城町1326 1

1,486

8,970 528育英小学校

8,249 4,068

中郷三丁目
147

1 2

1

9,472377

1 36

2,515

6,540 4,274 920 11,734 2,3201,886 434

2,4055,281

2,267494

3,427

11,296

844

16,199

4,271

823 3,338

1,773

7,1834,885 2,108 71913,201

21,254

1,048 6,9497,995

20,194

川内小学校 向田町1425 1 4,206

隈之城小学校
隈之城町
1392-1

3,6116,346 595

13,469

2 285

2 685 21,669

6,6345,586

205

12,514 7,455

6,464

5,901

13,143 4,623

1

21,895

9,166 5,742

2 860

亀山小学校 995

1,048414 20,383

1

平佐東小学校 中村町7401 1

平佐西小学校 平佐町2193 2

校舎面積校地面積
児童数

学級数
※2

5,618

2 679

470

学校名 所在地
職員数※1

8,282宮内町1680

可愛小学校
御陵下町
4-30

1

2 542

4,078 1,2651 23

507

5,953

8,291

124

1 29

百次町959 2

8,5131

令和2年4月9日現在

11,564 7,327

1

27,182

2

八幡小学校
田海町
3683-1

永利小学校

水引町
5349-1

水引小学校

峰山小学校
高江町
526-1

2

1
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校長名 ＴＥＬ

教頭名 ＦＡＸ 教育職員 事務職員 市費職員 建物敷地 屋外運動場 その他 計 一般校舎 屋内運動場 計

平山　淳郎
0996

55-0057 8

祝原　佳苗
0996

55-0905
(1)

田村　修司
0996

55-0009 11 8

花木　あゆみ
0996

55-0903
(1) (2)

吉永　久志
0996

55-0025 8 5

星子　聡
0996

55-0904
(1) (1)

沖　敦
0996

56-0032 9 5

上国料　豊
0996

56-0623
(1) (1)

榎元　寛之
09969
3-2008 10 6

山形　幸司
09969
3-2206

(1) (1)

辻　孝義
09969
2-0013 7 4

小山田　和良
09969
6-1632

(1) (1)

馬場　勝博
09969
7-0024 7 4

向島　和紀
09969
7-0201

(1) (1)

川村　俊弘
09969
5-0051 7

上野　洋樹
09969
5-0050

(1)

東條　睦宣
09969
4-2004 7 4

岩重　智美
09969
4-2012

(1) (1)

406 276
(28) (65)

※1・・・（）は養護教諭再掲
※2・・・（）は特別支援学級再掲

5,1124227小学校計

2,374

鹿島小学校
鹿島町

藺牟田1501
1 2 21 736 1,9162,814 1,180

長浜小学校
下甑町長浜

660
1 3,018 18,563

4,869 705 8,388

1,6941 30 7,688 7,857

601

4,689

4 680

1,759

680 2,374

6,416 1,1581,140中津小学校

2 21 11,687 1,6942,818 4,180手打小学校
下甑町手打

1010
1

上甑町中甑
254

1 1 23

7,920 1,4983,457 2,161

3,265 2,011

472 2,558

510 2,008

12,679 2,086

里小学校 里町里1601 1 2,3022 58

5,641 1,574藺牟田小学校
祁答院町
藺牟田108

1 1 36 5,464

13,537 1,615

532 2,180

565 2,180

15,771 1,648

6,471 1,957上手小学校
祁答院町
上手578

1 5,1091 33

11,498 919大軣小学校
祁答院町
下手974

1 2 67 3,354

11,489 1,505 532 2,0374,116 2,713黒木小学校
祁答院町
黒木123

1 4,6601 21 4

学校名 所在地
職員数※1

児童数
学級数
※2

校地面積 校舎面積
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○○市市立立中中学学校校のの一一覧覧
校長名 ＴＥＬ

教頭名 ＦＡＸ 教育職員 事務職員 市費職員 建物敷地 屋外運動場 その他 計 一般校舎 屋内運動場 計

桑畑　明斎
0996

23-4164 52 25
山下　博文
丸山　英児

0996
23-4055

(2) (6)

池田　猛
0996

23-5200 35 16

鶴田　和仁
0996

23-5585
(1) (2)

霧島　一浩
0996

23-4602 39 19

福岩　寛之
0996

22-0582
(1) (4)

十田　孝志
0996

26-2104 11 5

山下　恵理子
0996

26-3908
(1) (2)

大園　誉
0996

30-1284 13 6

久津輪 修一
0996

30-2965
(1) (2)

小牟禮　勉
0996

38-1244 19 8

紙屋　貴志
0996

38-1815
(1) (2)

渕上　盛人
0996

44-2070 14 5

森山　富士子
0996

44-2232
(1) (2)

山縣　祥美
0996

55-0030 13 5

末吉　泰幸
0996

55-0906
(1) (2)

柚木　義哉
09969
3-2002 10 4

上山　憲一
09969
3-2080

(1) (1)

前田　真喜子
09969
7-0109 10

中村　宣規
09969
7-0125

(1)

下中　諭
09969
5-0054 11

鮎川　康弘
09969
5-0321

(1)

227 99
(12) (23)

○○市市立立義義務務教教育育学学校校のの一一覧覧
校長名 ＴＥＬ

教頭名 ＦＡＸ 教育職員 事務職員 市費職員 建物敷地 屋外運動場 その他 計 一般校舎 屋内運動場 計
(前期)

15
(4)

(後期)
7
(1)

※1・・・職員数は定数、（）は養護教諭再掲〔中学校、義務教育学校共通〕
※2・・・（）は特別支援学級再掲

教育職員 事務職員 市費職員

669 397
(42) (93)

東郷学園
義務教育学校 平山　啓

前田　壮一

三戸瀨　智
東郷町

斧渕4564 0996
42-0004

0996
42-0001

8,3051,7496,55667,4167,77036,452

中学校計

鹿島中学校
鹿島町

藺牟田1397

41

2,3991712

61 7,946

令和2年4月9日現在

学校名 所在地
職員数※1

生徒数
学級数
※2

校地面積 校舎面積

令和2年4月9日現在

学級数
※2

小中学校計

職員数※1 児童
生徒数

19,519

697

2,341

2,459

12,152

804

15,412

5,723

1,8293,478平成２４年４月
から休校

1,590

6,397 5,537 1,132

海星中学校
下甑町青瀬

1034-1
0 1 18 1,644 7513

海陽中学校
下甑町手打

1472
1 1 17 7,068

上甑中学校
上甑町中甑

191-1

3

令和２年４月
から休校

里中学校 里町里3377 1 1 30 3,415 8,838

9,430 13,280祁答院中学校
祁答院町
下手190-1

2,1624,431 9,735 61514,928762 1,547

3,780

1,754 14,007 1,629 628 2,257

2,896

水引中学校
水引町
7602-1

1 1 64 13,563 5,910

樋脇中学校

1,144

8,734

69012,321 28,000

所在地

9,918平成中学校
城上町
610

1 2 109

1,202

川内中央中学校
平佐町
5000

1 2

川内北中学校

29,953 7,119 1,44660,603

川内南中学校
平佐町
985

2 2 579 6,161

生徒数
学級数
※2

校地面積

7,532

8,565

7,383

入来中学校
入来町
浦之名
7635

1 1

26,324

2 2 741 14,392 10,576

11,308

13,422 19,593

94

樋脇町
塔之原
10295

11,160

花木町
17-60

学校名

145

45,579

830 3,170

1,222

1 2 84 884

4,239 843

4,987 27,697

3,753

20,617 2,340

29,812

41,011

2,923

1,273 16,665 3,445 8524,084

校舎面積

1 2

23,19436
(2)

2 2
289

146

11,807 11,027

6,330

4,326

12,564

518

29,902 1,655

4,297

職員数※1

830

414 25,382

5,082
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学 校 名 亀山小学校  
校長 中村 義浩  

教頭 久保田 昭二 

所 在 地 等 

〒８９５-００６５ 宮内町１６８０ 

TEL ０９９６-２３-７２８６ 

FAX ０９９６-２３-７２９６ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/kameyama-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ３ ３ ３ ３ ３ ３ ５ ２３ 

児 童 数 

男 ４３ ３１ ５５ ３８ ４６ ５０ ２６ ２８９

女 ４２ ３７ ４６ ４３ ３７ ４６ ２ ２５３

計 ８５ ６８ １０１ ８１ ８３ ９６ ２８ ５４２

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教 育 員

計 １ １ ３１ １ ０ １ ３５ １ １ ３ 

学 校 の

特  色 

本校は、明治９年に開校し、創立１４４年を迎える。校区には、校名の

由来となっている神亀山、一級河川の川内川、由緒ある新田神社などがあ

り、豊かな自然と歴史・伝統に育まれた学校である。川内川や河川敷を活

用した教育活動(持久走大会、うなぎの放流)も多い。また、川内北中校区

で小中一貫教育を推進し、本校は国語科を研究教科としている。 

学 校 教 

育 目 標

等 

教育目標 確かな学力と思いやりの心をもった、心身ともにたくましく生

きる「かめやま」の子を育てる。 

児童像  かしこい子 めあてをもってがんばる子 やさしい子 

     まごころを貫き通す子 

研 究 主 題 
子供も教師も「主体的・対話的で深い学び」を実感する授業の創造 

 ～国語科における「読むこと」を通して～ 

本 年 度 の 

努 力 点 

○ 学力向上（諸検査等で全国・県平均クリア） 

○ 主体的に学ぶ態度の育成（単元・まとめテストで８０％以上達成） 

○ いじめ問題の早期発見と未解消事例０ 

○ 一校一運動（綱引き・縄跳び）に主体的に取り組む意欲の育成 

○ 環境整備と一事徹底事項（くつ並べ）の共通指導 

特色ある教

育 活 動 

○ 「花と緑と笑顔の学校 ～元気いっぱい友達いっぱいの学校～」 

○ 環境緑化活動、グリーンタイム（第３木曜日の朝）、全校縦割り清掃

〇 地域素材や伝統を踏まえた活動（米作り、稚魚の放流、金管バンド）

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

【御陵】可愛山陵、中陵、端陵、川合陵 

【社寺】新田神社、武内神社、九棲神社、菩薩院九品寺跡、日枝神社 

    神亀山十二坊跡、若宮神社、霧島神社、大将軍神社、熊野神社 

    神宮寺五大院跡 

【遺跡】崎原遺跡、植平遺跡、若宮遺跡、外川江遺跡、栫城跡 

【 碑 】憲春法印の碑、百難克服の碑(山本實彦)、二方兼一先生頌德碑 

【伝統芸能】宮内奴振踊 

児 童 の 活

躍・その他 

○ 綱引き・ドッジボールの各大会への積極的な参加 

○ 金管バンド(亀バンド)の学校内外での活動 

○ 地区コミュニティ協議会と連携した学校水田での米作り・いも作り 

○ 子供大綱引や地区文化祭への参加 
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学 校 名 可愛小学校  
校長 飯森 秀志 

教頭 船迫 光一 

所 在 地 等 

〒８９５-００６１ 御陵下町４番３０号 

TEL ０９９６-２３-６１０３  

FAX ０９９６-２３-６１０４ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/eno-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ４ ４ ３ ３ ３ ３ ９ ２９ 

児 童 数 

男 ４２ ５５ ４４ ４１ ４８ ５４ ４１ ３２５

女 ６７ ５３ ７３ ４７ ５１ ５３ １０ ３５４

計 １０９ １０８ １１７ ８８ ９９ １０７ ５１ ６７９

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ３４ １ １ １ ３９ １ １ ４ 

学 校 の

特  色 

本校は、昭和２６年に亀山小から分立して開校し、本年度創立７０周年

の節目を迎える。令和２年度の児童数は６７９人である。 

キャッチフレーズ「学びと感動と汗の学校」のもと、綱引き・縄跳び・

はんや踊りへの参加、史跡調査（泰平寺･国分寺跡）、川内北中生徒や高

齢者との交流活動（陸上・水泳教室、昔遊び体験）など、恵まれた環境を

生かした特色ある教育活動を展開し、確かな学力と思いやりの心を持っ

た、心身ともにたくましい児童の育成に努めている。 

学 校 教 

育 目 標

等 

１ 教育目標「確かな学力と思いやりの心を持った、心身ともにたくまし

い子どもを育てる。」 

２ 校訓「かしこく（知）・やさしく（徳）・たくましく（体）」 

３ キャッチフレーズ「学びと感動と汗の学校」 

研 究 主 題 

１ 研究主題 子どもも教師も「主体的・対話的で深い学び」を実感する

算数科指導のあり方～自力解決と学び合いの工夫を通して～  

２  研究内容 (1) 既習事項を生かした自分の考えをもたせる手立て 

       (2) 本時のねらいに沿った学び合いを充実させる手立て 

本 年 度 の 

努力点 

１ 基本的生活習慣と確かな基礎学力の定着 

２ 思いやりをもち、健康でたくましく、最後までやり抜く子どもの育成

３ 小中一貫教育の推進とふるさとに誇りをもつ子どもの育成 

特色ある教

育 活 動 

１ 綱引き、縄跳び、はんや祭り等各種大会への参加 

２  朝のかけ足とオアシス運動 

３ 高齢者クラブとの交流活動（昔の遊び） 

４ ３校綱引き交流(北中校区 3 小)、３･３クリーン作戦（小 3･中 3）、

にこにこ手紙交流（小 5･中 2）、陸上・水泳教室（中学生による指導）

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

本校区の周辺には、中央公民館や図書館・歴史資料館・文学館・サンア

リーナせんだい・御陵下グラウンド・川内プール・県立川内高等学校等が

あり、市の文教地域ともなっている。また、可愛山陵・新田神社・薩摩国

分寺跡・薩摩国府跡等の歴史的な環境にも恵まれている。 

児 童 の 活

躍・その他 

１ 川内地域水泳記録会(６年女子 200m リレ―準優勝) 

２  市陸上記録会（６年女子 400m ﾘﾚｰ準優勝、６年男子 400m ﾘﾚｰ準優勝） 

３ ライオンズカップドッジボール大会（上級生リーグ：優勝） 

４  夢絵画コンクール(学校賞) 

※  上記の他にも多くの分野で活躍しています。 
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学 校 名 川内小学校  
校長 林  耕二  
教頭 徳留 健成 

所 在 地 等 

〒８９５-００２５ 向田町１４２５番地 

TEL ０９９６-２３-７２０１   

FAX ０９９６-２３-７２４４ 
HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/sendai-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ２ ２ ２ １  ２  ２  ３  １４ 

児 童 数 

男 ２３ １８ １９ １７ ２２ ２３ １２ １３４

女 ２４ １９ ２５ ２２ ２７ ２８ ６ １５１

計 ４７ ３７ ４４ ３９ ４９ ５１ １８ ２８５

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ １６ １ ０ １  ２０ １ (1) ２  

学 校 の

特  色 

創立１４２周年の歴史と伝統を継承し、地域の教育力も高い。「あい

さつ」「健康」「読書」「ボランティア」「保護者」という５つのキャ

ッチフレーズ「つな GOOD５」を基に、様々な体験的活動に取り組んでい

る。また、ICT 教育にも積極的に取り組んでいる。さらに、１学年２学

級維持のために、指定学校の弾力化を図り、児童数も微増傾向にある。 

学 校 教 

育 目 標

等 

川内小魂で 未来を創る 

「自ら学ぶ 思いやる がんばる」川内っ子の育成 

【校訓】よりかしこく よりやさしく よりたくましく 

研 究 主 題 お互いを認め合い、自分の思いを表現できる児童の育成 

本 年 度 の 

努力点 

１  新学習指導要領を踏まえ、新しい時代に必要となる資質・能力（生

きる力）の育成 

２  人間尊重の基盤となる心の教育の充実 

３ 家庭と連携し、基本的生活習慣の確立「早寝・早起き・朝ご飯、笑

顔であいさつ、お手伝い」 

４ 命を守るための保健・安全教育の充実 

５ 健やかな体の育成のための保健・体育指導の充実  

６  校区内の歴史と伝統を生かした「ふるさと教育」の推進と小中一貫

教育の充実 

７  ICTを活用した教育活動の充実 

８  教育実習校としての使命を果たすための教育実習の充実 

９ 学び続ける教師としての教職員の資質向上 

10 社会や地域など「地域に開かれた教育課程」の推進 

11 業務改善・教員の働き方改革の推進による教育の質の向上 

特色ある教

育 活 動 

・「日暮長者伝説」の発表と継承 

・地域の高齢者との交流 

・薩摩街道を歩く「半成人ウォーキング」 

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

・日暮丘：「日暮長者伝説」由来地 ※関連史跡として「鳥追いの杜」 

・塾山：生活指導・精神教育の陶冶を図ることを目的とし、昭和９年発

案され、同１２年３月に学校裏日暮丘の中腹に開塾 

・上野次郎男胸像 

児 童 の 活

躍・その他 

平成 28 年度 南校舎棟外壁棟改修工事 

平成 29 年度 川内中央中学校区小中一貫教育研究公開 

平成 30 年度 創立 140 周年記念式典・講演・祝賀会 

令和 元年度  鹿児島県ＰＴＡ活動研究委嘱公開 
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学 校 名 川内小学校  
校長 林  耕二  
教頭 徳留 健成 

所 在 地 等 

〒８９５-００２５ 向田町１４２５番地 

TEL ０９９６-２３-７２０１   

FAX ０９９６-２３-７２４４ 
HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/sendai-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ２ ２ ２ １  ２  ２  ３  １４ 

児 童 数 

男 ２３ １８ １９ １７ ２２ ２３ １２ １３４

女 ２４ １９ ２５ ２２ ２７ ２８ ６ １５１

計 ４７ ３７ ４４ ３９ ４９ ５１ １８ ２８５

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ １６ １ ０ １  ２０ １ (1) ２  

学 校 の

特  色 

創立１４２周年の歴史と伝統を継承し、地域の教育力も高い。「あい

さつ」「健康」「読書」「ボランティア」「保護者」という５つのキャ

ッチフレーズ「つな GOOD５」を基に、様々な体験的活動に取り組んでい

る。また、ICT 教育にも積極的に取り組んでいる。さらに、１学年２学

級維持のために、指定学校の弾力化を図り、児童数も微増傾向にある。 

学 校 教 

育 目 標

等 

川内小魂で 未来を創る 

「自ら学ぶ 思いやる がんばる」川内っ子の育成 

【校訓】よりかしこく よりやさしく よりたくましく 

研 究 主 題 お互いを認め合い、自分の思いを表現できる児童の育成 

本 年 度 の 

努力点 

１  新学習指導要領を踏まえ、新しい時代に必要となる資質・能力（生

きる力）の育成 

２  人間尊重の基盤となる心の教育の充実 

３ 家庭と連携し、基本的生活習慣の確立「早寝・早起き・朝ご飯、笑

顔であいさつ、お手伝い」 

４ 命を守るための保健・安全教育の充実 

５ 健やかな体の育成のための保健・体育指導の充実  

６  校区内の歴史と伝統を生かした「ふるさと教育」の推進と小中一貫

教育の充実 

７  ICTを活用した教育活動の充実 

８  教育実習校としての使命を果たすための教育実習の充実 

９ 学び続ける教師としての教職員の資質向上 

10 社会や地域など「地域に開かれた教育課程」の推進 

11 業務改善・教員の働き方改革の推進による教育の質の向上 

特色ある教

育 活 動 

・「日暮長者伝説」の発表と継承 

・地域の高齢者との交流 

・薩摩街道を歩く「半成人ウォーキング」 

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

・日暮丘：「日暮長者伝説」由来地 ※関連史跡として「鳥追いの杜」 

・塾山：生活指導・精神教育の陶冶を図ることを目的とし、昭和９年発

案され、同１２年３月に学校裏日暮丘の中腹に開塾 

・上野次郎男胸像 

児 童 の 活

躍・その他 

平成 28 年度 南校舎棟外壁棟改修工事 

平成 29 年度 川内中央中学校区小中一貫教育研究公開 

平成 30 年度 創立 140 周年記念式典・講演・祝賀会 

令和 元年度  鹿児島県ＰＴＡ活動研究委嘱公開 
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学 校 名 隈之城小学校  
校長 萩原 聖司  

 教頭 池上 祥一郎 

所 在 地 等 

〒８９５-００４１ 隈之城町１３９２番地１

TEL ０９９６-２３-２６０４   

FAX ０９９６-２２-０５８１ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/kumanojo-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ４ ５ ３ ４  ２  ３  ７  ２８ 

児 童 数 

男 ５４ ６２ ５８ ６０ ３８ ４６ ３４ ３５２

女 ５５ ６０ ５２ ６１ ３６ ５７ １２ ３３３

計 １０９ １２２ １１０ １２１ ７４ １０３ ４６ ６８５

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ３２ ２ ０ １  ３７ １ １ ４ 

学 校 の

特  色 

１ 薩摩川内市街地の南に位置し、校区内に４つの保育園・２つの幼稚園、

中学校、私立の中学校・高等学校を有する。また、ＪＲ隈之城駅・木場

茶屋駅の２つを有し、旧３号線沿いには、大型店が建ち並ぶ。 

２ 明治７年に「外城 29 郷校」として創立され、明治 19 年に「城下尋常

小学校」、大正 10 年に「隈之城尋常高等小学校」となる。校庭中央には、

シンボルのせんだんの巨木があり、創立 146 年の歴史を物語っている。

学 校 教 

育 目 標

等 

自分や友達の「よさ」を生かし、いつも笑顔でキラリ輝く隈っ子の育成 

研 究 主 題 
自ら考え、進んで学ぶ子どもの育成（1 年次） 

～主体的・対話的で深い学びの視点に立った授業をとおして～ 

本 年 度 の 

努力点 

１ 確かな学力を育む学校【子どもが主役の授業づくり】 

２ 豊かな心を育む学校【キラリ輝く魅力ある人づくり】 

３ 安心・安全で健やかな体を育む学校【健やかな体づくり】 

４ 家庭・地域と一体となって「よさ」を育む学校 

【地域の誇りとなる学校】

特色ある教

育 活 動 

１ 川内南中学校区小中一貫教育の実践 

２ 子ども自らがいじめ問題を考える「キラリーズ・キラリ賞」の取組 

３ 子どもが作る弁当の日の取組（年３回） 

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

１ 二福城跡 

２ 大源寺跡入来院氏関係石塔群 

３ 森殿原の宝塔 

４ 尾白江庚申供養燈籠 

児 童 の 活

躍・その他 

ソフトボール、サッカー、水泳、ソフトテニス、ミニバスケットボール、

バレーボール、空手、剣道などスポーツが盛んで、全国大会へ出場する児

童もいる。また、金管バンドは、地域の行事や各種催しなどに出演依頼が

多く、地域になくてはならない存在である。 
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学 校 名 
平佐西小学校  

校長 池田  浩  

教頭 佐藤 光秀 

奥野 裕樹 

所 在 地 等 

〒８９５-００１２ 平佐町２１９３番地 

TEL ０９９６-２３-７１６０   

FAX ０９９６-２３-７１６３ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/hirasanishi-

e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ５ ５ ４ ４ ４ ３ ８ ３３ 

児 童 数 

男 ６５ ６９ ７５ ６８ ７２ ５０ ２８ ４２７

女 ６５ ７１ ７０ ７２ ６７ ６８ ２０ ４３３

計 １３０ １４０ １４５ １４０ １３９ １１８ ４８ ８６０

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書補  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ ２ ４０ ２ ０ ２ ４７ １ １ ４ 

学 校 の

特  色 

平 佐 北 郷 （ ほ ん ご う ） 家 の 居 城 で あ っ た 平 佐 城 跡 に 建 て ら れ た 創 立

１４８年の歴史と伝統のある学校である。また、近くには新幹線が停まる

川内駅があり、「はばたけ平佐から！未来の国際人」をキャッチフレーズ

にした英語教育を先進的に研究している進取の精神を育む学校である。 

さらに、郷土の先人である里見 弴先生の「慈眼観（じがんかん）」の精

神〔慈しみの眼で全てを見る〕を重んじており、平成９年には中国常熟市

石梅小学校と友好交流校の締結をしている。 

学 校 教 

育 目 標

等 

【校訓】：すなおな子ども よく考える子ども ねばり強い子ども 

【学校教育目標】：「気づき、考え、実行する平佐西の子供の育成」  

４Ｈの教育 HOPE：夢・希望       HEAD：確かな知性・能力 

           HEART：豊かな感性・徳性  HEALTH：たくましい体力・気力

研 究 主 題 
生き生きと学び、コミュニケーション能力の基礎を養う小学校英語の授業

の創造 

本 年 度 の 

努力点 

１  ＰＤＣＡサイクルによる学校教育目標の具現化と特色ある学校づくり
の推進    

２  確かな学力の育成と研修の推進 
３ 心の教育の推進      ４  体力の向上と健康・安全教育の推進 
５ 小中一貫教育の充実とコミュニティ・スクールの推進 
６ 業務改善、働き方改革の推進  

特色ある教

育 活 動 

平成１３年度から小学校英語の文部科学省研究開発学校として、研究・

実践を積み重ねている。最近では、本市の小中一貫教育を踏まえ、「コミ

ュニケーションの素地を培う小学校英語科・英語活動」の研究を推進して

いる。 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

○  平佐城跡 

○  天辰寺前古墳（県指定文化財） 

○  北郷家墓地（市指定文化財） 

○  平佐焼窯跡（市指定文化財） 

児 童 の 活

躍・その他 

【令和元年度】 

○ 九州吹奏楽コンクール鹿児島県大会（金賞）・九州大会（金賞） 

○ 南日本硬筆展（学校賞） 

○ 北薩地区指定「英語科・英語活動」研究協力校研究公開 
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学 校 名 平佐東小学校  
校長 山下 佳子 （学校の写真） 

教頭 八木 修一 

所 在 地 等 

〒８９５-０００３ 中村町７４０１ 

TEL ０９９６-２９-２１２４   

FAX ０９９６-２９-２６９０ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/hirasahigash

i-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ ４ 

児 童 数 

男 ３ ３ １ １ ４ ０ １ １３ 

女 １ ０ ３ １ ４ １ ０ １０ 

計 ４ ３ ４ ２ ８ １ ０ ２３ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ４ １ ０ １ ８ １ (1) ０  

学 校 の

特  色 

○ 「あったかサン」明るく・強く・正しく・考える・サン（朝昇る太陽

を意味している。）を校訓に基づいた教育活動の展開 

○ 平佐東小３つのしつけへの取組(ＰＴＡと連動した取組） 

（姿勢をよくする、元気よくあいさつする、履物のかかとを揃える） 

○ 少人数のよさを生かした学習指導（個別指導の充実） 

○ 地域の自然を生かした体験活動（さつまいも栽培等） 

学 校 教 

育 目 標

等 

ふるさとを愛し、自ら未来を切り拓く「あったかサン」の子を育てる 

研 究 主 題 
自分の思いや考えを意欲的に表現する子どもの育成 

～主体的・対話的で深い学びの実現から 

本 年 度 の 

努 力 点  

○ 平佐東小「３つのしつけ」の実践化 

○ 学級経営の充実・学習指導の充実 

○ 生徒指導の充実（心の教育及び道徳教育、特別活動の充実） 

○ 体力向上・保健・安全・給食指導の充実 

特色ある教

育 活 動 

〇 ふるさと・コミュニケーション科 

○ 地域のがらっぱ伝説に基づいた、「がらっぱ祭り」 

○ 伝統芸能「棒踊り」伝承活動 

○ 保育園と連携した交流学習及びいも掘り 

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

○ 戸田神社（戸田観音と河童像） 

○ 久住阿弥陀山磨崖仏 

○ 馬立遺跡（旧石器時代の尖頭器） 

○ 平佐東小学校内の精魂碑 

児 童 の 活

躍・その他 

○ 小規模校の特性により、教育活動に主体的・積極的に参加する機会に

恵まれ、子ども一人一人が主役となり、目標達成を目指し取り組んでい

る。 
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学 校 名 水引小学校  
校長 内田 奈緒美 

教頭 金ヶ江 俊春 

所 在 地 等 

〒８９９-１９２１ 水引町５３４９番地１ 

TEL ０９９６-２６-２００４  

FAX ０９９６-２６-３２０５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/mizuhiki-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １  １  １  ２  ８  

児 童 数 

男 ９ １３ １５ ７ １２ ７ ４ ６７ 

女 ９ ４  ８  ７  １５ １４ ０ ５７ 

計 １８ １７ ２３ １４ ２７ ２１ ４ １２４

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特別支援

教 育 員

計 １ １ ９  １  ０  １  １３ １ (1) 1 

学 校 の

特  色 

平成 24 年度に滄浪小学校と寄田小学校、平成 25 年度に西方小学校、平

成 26 年度に湯田小学校を統合し現在に至っている。市の海岸線の全てを

占める広い校区には川内川、唐浜等の豊かな自然があり、発電所や農業、

漁業などの産業も盛んで、学習の環境に恵まれている。平成 18 年度には

薩摩川内市小中一貫教育モデル校、平成 26 年度にはコミュニティ・スク

ールに指定され、常に先端の教育研究に取り組んでいる。 

学 校 教 

育 目 標

等 

ふるさと大好き、新たな時代をたくましく生き抜く子供の育成 

～ かしこく やさしく たくましく ～ 

研 究 主 題 
主体的に学習に取り組み、学び合う子供の育成 

～「つながる」カリキュラム・マネジメントの実践を通して～ 

本 年 度 の 

努 力 点  

規律正しさの中にも子供に夢や自信、やる気をもたせる教育 

１ 確かな学力の育成 

２ 体力・気力の向上 

３ 「心の教育」の推進 

４ コミュニティ・スクール、小中一貫教育、幼小接続の充実 

特色ある教

育 活 動 

１ 「地域と共にある信頼される学校（コミュニティ・スクール）」 

２ 小中一貫教育における個を大切にした系統性・継続性ある教育活動 

３ キャッチフレーズ 

  【あいさつ・チャレンジ・学び合い 笑顔あふれる水引小】 

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

無形民俗文化財＝三尺棒踊り（寄田地区）、港六尺棒踊り、次郎次郎踊り

（水引地区）、想夫恋（滄浪地区）他 

名所・旧跡＝月屋山（水引地区）、人形岩、西方海岸（西方地区）、川内高

城温泉（湯田地区）、久見崎軍港跡、ハマボウ自生地（滄浪地区）、天狗鼻

海軍望楼台跡、オニバス自生地（寄田地区）他 

児 童 の 活

躍・その他 

 令和元年度 さわやか歯と口の健康つくり 学校の部 優秀賞 

 令和元年度 薩摩川内はんやジュニア大会      特別賞 

  令和元年度 南日本新聞「よむのびコンクール」   学校賞 
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学 校 名 水引小学校  
校長 内田 奈緒美 

教頭 金ヶ江 俊春 

所 在 地 等 

〒８９９-１９２１ 水引町５３４９番地１ 

TEL ０９９６-２６-２００４  

FAX ０９９６-２６-３２０５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/mizuhiki-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １  １  １  ２  ８  

児 童 数 

男 ９ １３ １５ ７ １２ ７ ４ ６７ 

女 ９ ４  ８  ７  １５ １４ ０ ５７ 

計 １８ １７ ２３ １４ ２７ ２１ ４ １２４

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特別支援

教 育 員

計 １ １ ９  １  ０  １  １３ １ (1) 1 

学 校 の

特  色 

平成 24 年度に滄浪小学校と寄田小学校、平成 25 年度に西方小学校、平

成 26 年度に湯田小学校を統合し現在に至っている。市の海岸線の全てを

占める広い校区には川内川、唐浜等の豊かな自然があり、発電所や農業、

漁業などの産業も盛んで、学習の環境に恵まれている。平成 18 年度には

薩摩川内市小中一貫教育モデル校、平成 26 年度にはコミュニティ・スク

ールに指定され、常に先端の教育研究に取り組んでいる。 

学 校 教 

育 目 標

等 

ふるさと大好き、新たな時代をたくましく生き抜く子供の育成 

～ かしこく やさしく たくましく ～ 

研 究 主 題 
主体的に学習に取り組み、学び合う子供の育成 

～「つながる」カリキュラム・マネジメントの実践を通して～ 

本 年 度 の 

努 力 点  

規律正しさの中にも子供に夢や自信、やる気をもたせる教育 

１ 確かな学力の育成 

２ 体力・気力の向上 

３ 「心の教育」の推進 

４ コミュニティ・スクール、小中一貫教育、幼小接続の充実 

特色ある教

育 活 動 

１ 「地域と共にある信頼される学校（コミュニティ・スクール）」 

２ 小中一貫教育における個を大切にした系統性・継続性ある教育活動 

３ キャッチフレーズ 

  【あいさつ・チャレンジ・学び合い 笑顔あふれる水引小】 

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

無形民俗文化財＝三尺棒踊り（寄田地区）、港六尺棒踊り、次郎次郎踊り

（水引地区）、想夫恋（滄浪地区）他 

名所・旧跡＝月屋山（水引地区）、人形岩、西方海岸（西方地区）、川内高

城温泉（湯田地区）、久見崎軍港跡、ハマボウ自生地（滄浪地区）、天狗鼻

海軍望楼台跡、オニバス自生地（寄田地区）他 

児 童 の 活

躍・その他 

 令和元年度 さわやか歯と口の健康つくり 学校の部 優秀賞 

 令和元年度 薩摩川内はんやジュニア大会      特別賞 

  令和元年度 南日本新聞「よむのびコンクール」   学校賞 
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学 校 名 永利小学校  
校長 畠野 裕昭  

教頭 中薗 千寿 

所 在 地 等 

〒８９５-０００７ 百次町９５９番地 
TEL ０９９６-２３-２８０４   
FAX ０９９６-２３-２０５２ 
HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/nagato

shi-e 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ３ ３ ３ ３ ２ ３ ３ ２０ 

児 童 数 

男 ３１ ４０ ４４ ３８ ４６ ４９ １４ ２６２

女 ４５ ３６ ４４ ４５ ２７ ４５ ３ ２４５

計 ７６ ７６ ８８ ８３ ７３ ９４ １７ ５０７

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護
教諭

栄養
教諭

事務 計 主事  司書  
特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ２５ １ ０ １ ２９ １ １ ３ 

学 校 の

特  色 

１  豊かな体験活動（学校緑化等）や感動体験を多く取り入れた教育活動を展開し、
児童一人一人の心に届く、指導を展開している。（ＪＲＣ加盟校）  

２  指導法改善に努め、基礎・基本の確実な定着とそれを活かす思考力・判断力・
表現力の育成に努めている。  

３  一校一運動（なわとび）を推進し、気力、体力の向上を図り、健康・安全教育
の充実を図っている。  

４  開かれた学校づくりを推進し、地域の教育力を積極的に活用している。  

学 校 教 

育 目 標

等 

自ら学ぶ意欲をもち、社会とつながりながらたくましく生きる永利の子を育てる。

【学校訓】つよく  やさしく  かしこく  

【キャッチフレーズ】 あいさついっぱい  歌声いっぱい  読書・花いっぱい  

研 究 主 題 
主体的に学習に取り組み、学びを広げることができる子供の育成  
～算数科における基礎・基本の定着と対話活動の充実を通して～  

本 年 度 の 

努力点 

１  豊かな心の育成・・・「よりよく生きるために自己を見つめ、生き方について考
える児童の育成」  
・  基本的生活習慣の確立  ・  いじめ・不登校への積極的対応  ・  道徳科授

業の充実   ・ 読書指導の充実    ・ 掃除指導の充実   ・ 緑化活動の
充実  

２  確かな学力の定着・・・「進んで学ぶ児童の育成」  
・  学業指導の徹底と授業の充実（「分かる授業」）  ・  個に応じた指導の充実

（「個人差への対応」）  
・  思考力・判断力・表現力の育成（「言語活動の充実」）  ・  家庭学習の充実

（「復習・予習の充実、学習時間の確保」）  
３  たくましく生きる体力・気力の育成・・・「たくましい児童の育成」  

・  体力・気力の向上（「歩いて登下校」、「一校一運動（なわとび）の充実」）  
・  安全教育の充実と事故防止（校内での怪我防止「危険予知能力、危険回避能

力」の育成）  
・  健康教育の推進（むし歯の治療率の向上）  

４  社会に開かれたる学校づくりの推進・・・「家庭・地域の期待に応える学校」「社
会とつながる学校」  
・  積極的な情報発信・人材活用（「学校応援団の活用」）  ・  ＰＴＡ行事や地

域行事への参加  
５  教職員の資質・指導力の向上（信頼される教職員）  

特色ある教

育 活 動 

１  「地域とともにある学校」・コミュニティスクールの推進  
２  児童一人一人にあこがれを抱かせる川内南中学校区小中一貫教育の推進  
３  明るいあいさつと歌声の響く学校づくり  
４  読書と花作りを通した豊かな感性の育成  

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

・  永利町石神神社境内のオガタマノキは、周囲 6.7m、高さ約 22m、推定樹齢は約
800 年と言われ、昭和 19 年 11 月 13 日に国の天然記念物に指定された。  

・  校区内には薩摩川内市立少年自然の家やせんだい宇宙館などの教育施設や市民
病院を含めた福祉の里等の福祉施設がある。  

・  古戦場跡や戦死墓、城跡、遺跡が２９カ所ある。また、由緒ある神社も多く、
上野氏三代の墓など貴重な文化財も多い。  

児 童 の 活

躍・その他 

R2.1  永利スウィートキッズ JBA ソロ・アンサンブルコンテスト：管打四重奏「金
賞」（最優秀賞）受賞  

R2.1  永利スウィートキッズ  JBA ソロ・アンサンブルコンテスト：トランペット
ソロ「金賞」（最優秀演奏者賞）受賞  
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学 校 名 峰山小学校  
校長 舞田 ひろみ  

教頭 柴田 浩 

所 在 地 等 

〒８９５-０１３１ 高江町５２６番地１ 

TEL ０９９６-２７-２００４   

FAX ０９９６-２７-２０４５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/mineyama-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ ２ ５ 

児 童 数 

男 ２ ３ ７ ０ ２ １ １ １６ 

女 １ ０ １ ２ ５ ３ １ １３ 

計 ３ ３ ８ ２ ７ ４ ２ ２９ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教 育 員

計 １ １ ５ １ ０ １ ９ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

薩摩川内市の南西部、川内川流域に広がる田園地帯に位置し、 151 年の歴史と伝

統を持つ学校である。全校児童 29 名という少人数のよさを生かし、個に応じたきめ

細やかな指導の実践や、複式学級におけるガイド学習の充実などで、子供達の自ら

学びに向かう姿勢を育て、大きく力を伸ばしている。また、学校応援団や峰山キッ

ズクラブ（放課後子供教室）などの地域の協力も非常に充実している。  

学 校 教 

育 目 標

等 

【学校教育目標】学び合い  高め合い  「生きる力」をもつ子供の育成  

【校訓】考える子  助け合う子  元気な子  

【スローガン】３つのＣ（ Chance Challenge Change）  

【目指す子供像】自分から進んで学び、学んだ事を生かせる子  

        思いやりの心、感動する心、感謝の心に満ちた子  

        困難を克服し、最後までやり遂げる子  

研 究 主 題 
「自分の考えを広げ、深めることのできる児童の育成」  

～対話活動における意見の深まりを目指して～  

本 年 度 の 

努 力 点 

１  学力の向上・定着を図る「確かな学力」の効果的教育活動の推進  

２  教職員の資質向上（職員研修の充実・教育公務員としてのモラル高揚  

と服務規律の厳正確保）  

３  一人一人の心に届く生徒指導の推進、思いやりのある心の育成  

４  安心・安全な学校づくりの推進  

５  開かれた学校づくりの推進と家庭・地域が一体となった連携強化  

特色ある教

育 活 動 

○  地域・ＰＴＡと連携して実施する高江米作り（通年）  

○  地域の高齢者と行う芋植え、芋掘り、郷土料理（ねったぼ）作り  

○  毎朝１５分間行う学力定着タイムでの個別指導・補充指導の充実  

○  ガイド学習などを中心とした自ら学びに向かう姿勢の育成  

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

○阿弥陀如来三尊像  ○長崎堤防  ○峰ヶ城  ○武家屋敷  

○峰ヶ城磨崖仏  ○八間川  ○江ノ口橋 (めがね橋 ) 

○高江三千石  ○猫岳  ○柳山アグリランド  

児 童 の 活

躍・その他 

 個に応じた丁寧な指導で、着実に学力を高めている。また、各種コンクールにも

積極的に参加し、受賞を重ねている。さらに、高学年が伝統芸能「太郎太郎踊り」

参加し、地域の文化と伝統に触れることができている。また、地域と連携した体験

活動（米・芋・郷土料理作りや河川学習など）により、ふるさとを愛する心を十分

に醸成している。  
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学 校 名 八幡小学校  
校長 田中 真佐利 

教頭 川畑 鈴代 

所 在 地 等 

〒８９５-００７１ 田海町３６８３番地１ 

TEL ０９９６-３０-２１３２   

FAX ０９９６-３０-２７２５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/yahata-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ ２ ６ 

児 童 数 

男 ２ ４ ２  ２  ５  ２  ４  ２１ 

女 １ ２ ３ ４ ０ ３ ２ １５ 

計 ３ ６ ５ ６ ５ ５ ６ ３６ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ６ １ ０ １ １０ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

１  創立１４０年の歴史と伝統を踏まえ、校訓を大切にした教育活動を展開する。

２  小規模校の特性（よさ）を生かし、地域の「人 ･物 ･自然」とより深く関わる教

育活動を展開することにより、郷土に誇りを持つ子供を育成する。  

３  児童一人一人の個性を生かし、何事にも果敢に挑戦し、鍛錬しようとする子供

を育成するとともに、個別指導や合同授業等を通して、基礎学力を確実に身に付

けさせる。  

４  全教職員で子供の教育を進めるという協働体制の確立を図る。  

学 校 教 

育 目 標

等 

「郷土に誇りを持ち、自ら学び挑戦する心豊かでたくましい子供を育成する。」  

＜キャッチフレーズ；あいさつ  読書  花いっぱい＞  

【校訓】『やる気 ･はきはき ･たくましく』  

 や→よく考え進んで学習する子供  は→礼儀正しく思いやりのある子供  た→粘り強く挑戦する子供

研 究 主 題 
自分の考えや思いを相手にしっかりと伝えられる子供の育成  

～表現力向上を目指した国語科の研究～  

○  指導法の改善と様々な学習環境の整備の実践  

本 年 度 の 

努力点 

(1) 新学習指導要領移行措置への対応、基礎学力の定着と向上  

(2) 基礎的な生活習慣の定着と積極的な生徒指導の推進  

(3) 自ら考え、思いや考えを表現する能力・態度の育成  

(4) 健康・安全教育の充実及び心身ともにたくましい子供の育成  

(5) 地域に根ざした特色ある教育活動の推進  

(6) 豊かな感性を育む花と緑に囲まれた教育環境の整備  

(7) 研修の充実と教職員の資質向上  

特色ある教

育 活 動 

１  小中一貫教育の研究と推進「自分の考えを伝えられる子供」  

２  「やる気 ･はきはき ･たくましく」の校訓で育てる学校  

３  読書活動の充実 (120 冊、読み聞かせグループ『ともだちクラブ』との連携 ) 

４  「八幡太鼓」で魅せる八幡の伝統づくり  

５  環境で育てる教育 (花いっぱい等 )の推進  

６  薩摩川内元気塾 ･さつませんだい学校応援団の計画的な活用推進  

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

周囲は、緑豊かな森林が多く、島津家に由来する神社が多数存在している。  

◆川内城址（西川内）   ◆役田簡易小学校跡（役田）  ◆諏訪神社（別府原）  

◆八幡神社跡（中今村）  ◆観音山（耳神社）      ◆紫尾神社  

◆八幡神社（白浜）    ◆大明神社跡         ◆熊野神社  

◆阿羅人神社等  

児 童 の 活

躍・その他 

○県学校体育優良校受賞(H27) 

○市「英語･ﾛｰﾏ字ﾁｬﾚﾝｼﾞ優秀賞」(H28) 「地区新聞よむのびｺﾝｸｰﾙ学校賞」(H28) 

○体力アップチャレンジ鹿児島ランキング第１学年の部「馬跳びピョンピョンピョン」

第１位（H３０） 

○第１４回薩摩川内市綱引き競技大会Ｂブロック第三位（Ｒ１） 

○さわやか歯徳地の健康つくり学校賞（Ｒ１） 
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学 校 名 育英小学校  
校長 田原  稔  

 
教頭 井上 智司 

所 在 地 等 

〒８９５-００７２ 中郷三丁目１４７番 

TEL ０９９６-２３-３９７３   

FAX ０９９６-２３-３６４５ 

http://www.edu.satsumasendai.jp/ikuei-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ２ ３ ２ ２ ２ ２ ４ １７ 

児 童 数 

男 ２６ ３０ ３２ ２５ ４４ ３０ １９ ２０６

女 ２７ ３２ ３３ ２６ ２９ ２０  ４  １７１

計 ５３ ６２ ６５ ５１ ７３ ５０ ２３ ３７７

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特別支援

教 育 員

計 １ １ ２０ １ １ １ ２５ １ １ ３ 

学 校 の

特  色 

本校区は、学校を中心に半径 2 ㎞あまりで、田園地帯の名残である水田もいくら

か残っている。北の山手側には中郷上池・中郷下池・天神池の 3 つの池、南には川

内川が流れている。また、市の総合運動公園や歴史資料館・まごころ文学館、中央

消防署等の行政施設や機関、児童公園が 10 か所設置され、教育環境に恵まれている

と言える。また、保護者の教育への関心は高く、熱心なＰＴＡ活動が展開されてい

る。5 つの地域に 10 の自治会があり、文化・スポーツなどの活動が展開されている。

学校への関心も高く、児童とのふれあい活動も企画し、非常に協力的である。  

学 校 教 

育 目 標

等 

確かな学力と思いやりの心を持った 

心身ともにたくましく生きる子どもを育てる 

《校訓》 

やさしく・かしこく・つよく 

研 究 主 題 

 

児童が「できた・わかった」を実感できる授業の創造 

本 年 度 の 

努 力 点 

① 100 点チャレンジ、 5 問テスト等での繰り返しの指導の推進と学業指導の共通実
践  

②いじめ・不登校の早期発見と全校体制による指導と共通実践、小中一貫教育によ

る中 1 ギャップの解消  

③一人一人がめあてを持った体力・運動能力育成の推進  

特色ある教

育 活 動 

■伝統芸能の伝承（太鼓踊り保存会との連携）  

■地域と連携した環境教育の推進（ビオトープ、長寿会と 5 年生との米作り、河川

事務所と 4 年生による河川清掃）  

■小中一貫教育の推進（ 3・ 3 クリーン作戦、中学生による陸上・水泳教室）  

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

《主な史跡》 

■鶴峯窯跡 ■京田遺跡 ■計志加里遺跡 ■大薗遺跡 ■諏訪神社 

《施設》 

■川内歴史資料館 ■川内まごころ文学館  

児 童 の 活

躍・その他 

 

●将棋日本シリーズテーブルマークこども大会福岡大会低学年部門優勝（ R 元）  

●川内北中学校区小中一貫教育研究公開「３年  社会科」（ R2）  

●ジュニア綱引き選手権大会九州大会出場（ R2）  

－ 46－



  

- 47 - 

 

学 校 名 高来小学校  
校長 平山 英俊 

教頭 大前 鉃治 

所 在 地 等 

〒８９５-０２１１ 高城町１３２６番地 

TEL ０９９６-３０-０５０４   

FAX ０９９６-３０-０５４３ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/takaki-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ １ １ ２ ８ 

児 童 数 

男 ８ ４ １４ １２ １３ ５ ２ ５８ 

女 ６ １１ １３ ４ １０ ８ １ ５３ 

計 １４ １５ ２７ １６ ２３ １３ ３ １１１

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ９ １ ０ １ １３ １ １ １ 

学 校 の

特  色 

ボランティア活動（青少年赤十字活動） 

朝の５分間かけあし、体力つくり 

読書で豊かな心の充実（年間冊数目標の達成） 

 

学 校 教 

育 目 標

等 

自ら学び高め合い、心豊かで、心身共にたくましい子どもを育成する 

研 究 主 題 
考え、議論する学び合いを通して、 

自己の生き方についての考えを深めることができる子どもの育成 

本 年 度 の 

努力点 

１ 主体的・対話的で深い学びの授業つくり 

２ ふるさとを感じる体験活動やボランティア活動 

３ 高め合い、体を動かす一校一運動 

４ 教育環境作りと心の融和 

５ 業務改善アクションプラン 

特色ある教

育 活 動 

ふる・コミ科でふるさとに学ぶ（米つくり、川調べ、史跡巡り） 

横綱西ノ海をめざす相撲大会 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

校区は、市の中心から約６キロ、川内川の支流である高城川を中央

に、東西・南北約３キロのひし形の田園地帯に位置している。また、近

代的な工場がある一方で、妹背城址や高城神社、馬場通など、旧高城村

麓としての古い歴史の名残も留めている。毎年９月には、約４００年の

歴史を誇る伝統芸能「太鼓踊り」「虚無僧踊り」が高城神社に奉納され

ている。横綱西ノ海をはじめ、優れた人材も数多く輩出されている。 

平成３０年度に陽成小学校と統合した。 

児 童 の 活

躍・その他 

・「ごみ減量児童作品コンクー」優秀賞 

・「小学校ローマ字ＧＯ」銀賞 

・「鹿児島県ジュニア綱引競技選手権大会」三位 

（九州大会出場） 
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学 校 名 城上小学校  
校長 前田 望 

 
教頭 坂下 泰洋 

所 在 地 等 

〒８９５-０２１３ 城上町４５２５番地１ 

TEL ０９９６-３０-０５９３   

FAX ０９９６-３０-２１３５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/jyoukami-e/

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １  １  ５  

児 童 数 

男 ３ ４ ７  ０  １  １  ２  １８ 

女 ３ ５  ４  ５  １  ４  ０  ２２ 

計 ６ ９  １１ ５ ２ ５  ２  ４０ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ５  １  ０  １  ９  １  (1) １  

学 校 の

特  色 

キャッチフレーズ「元気いっぱい 友だちいっぱい ふれあいいっぱ

い」 

創立１４１年目となる。学校並びに校区の歴史と伝統を創造的に継承

し、教師や保護者・地域住民が一体となった城上ならではの特色ある教育

活動を行っている。また、城上校区の豊かな自然を生かした多くの体験活

動を通し、人や自然を大切にした教育活動を行っている。 

学 校 教 

育 目 標

等 

 「心身ともに健やかで、自ら学び、豊かな感性とたくましく生きる力を

身に付けた子どもを育てる」 

〈校訓〉なかよく かしこく たくましく 

研 究 主 題 
 自分の思いを深め、表現する力を高める学習指導の在り方 

～主体的・対話的に展開する授業を通して～ 

本 年 度 の 

努力点 

１ 学力向上と小中一貫教育の推進 ４ 教育活動の見直し 

２ 豊かな感性を育む教育の推進   ５  コミュニティ・スクールへの対応

３ 健康安全と体力の向上         ６  教職員の資質向上  

特色ある教

育 活 動 

 いちごがり体験活動 うなぎの放流活動  

ふれ合い活動「米作り」 

高齢者クラブとのふれあい活動 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

〈歴史〉城上太鼓踊り  

〈名所・旧跡・文化施設〉 

塔 頭 ど ん  塚 村 小 跡 碑  招 魂 社 （ 碑 ） 源 光 寺  春 日 神 社

慈眼寺跡 板碑（ノボドン） 中園村右衛門碑 日露戦役記念碑

児美神社 地蔵菩薩   

児 童 の 活

躍・その他 

 令和元年度  鹿児島県小学校書写教育研究会学校奨励賞 

 令和元年度  南日本新聞投稿欄「若い目」「子供のうた」５名掲載 
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学 校 名 樋脇小学校  
校長 上栫 久伸 

教頭 原田 千鶴子 

所 在 地 等 

〒８９５-１２０２ 
 樋脇町塔之原３６２４番地 
TEL ０９９６-３７-２０３８  
FAX ０９９６-３７-２２９６ 
HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/hiwaki-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １  １  １  ２  ８  

児 童 数 

男 ８ ８ ９  ８  １１ １１ ５ ６０ 

女 １６ １４ １３ １２ ７ １２ ２ ７６ 

計 ２４ ２２ ２２ ２０ １８ ２３ ７ １３６

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特別支援

教 育 員

計 １ １ １０ １ １ １ １５ １ (1) ２  

学 校 の

特  色 

創立１４４周年の歴史と伝統を誇り、「花とあいさつ自慢」の学校 
１ いじめや差別のない学級にするために、清掃活動や集団遊び等におい

て、縦割りグループで仲間づくりを行っている。 
２ 小中一貫教育で児童生徒の交流（甑ウォッチング・集団宿泊学習）や

教員の交流授業（学力向上）を実践している。 
３ 地域の素材や学校応援団を活用した「ふるさと樋脇」学習を行ってい

る。 

学 校 教 

育 目 標

等 

自他を大切にし、自ら課題を見つけ解決する、生きる力を備えた子ども
の育成 

〔キャッチフレーズ〕       〔校訓〕 
 花とあいさつ自慢の学校      正しく 強く 最後まで 

研 究 主 題 

 
主体的に学び、コミュニケーションを図る中で考えを深める児童の育成

～ プログラミング的思考を育てる授業を通して ～  

本 年 度 の 

努 力 点 

〔 学 習 面 〕 〇  「 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び 」 を 目 指 す 授 業 改 善  

     〇  目 標 の 明 確 化 と ラ ス ト １ ０ 分 の 充 実 の 徹 底  

     〇  学 習 の き ま り や し つ け の 徹 底 （ 返 事 、 聞 く 姿 勢 、 発 表 話 型 等 ）  

〔 生 活 面 〕 〇  い じ め や 差 別 の な い 学 級 づ く り 、 縦 割 り グ ル ー プ を 活 用 し た 仲 間 づ く り  

     〇  元 気 な あ い さ つ の 励 行 、 時 間 厳 守 、 ボ ラ ン テ ィ ア 活 動 の 推 進  

〔 保 健 面 〕 〇  基 本 的 生 活 習 慣 の 確 立 、 歯 磨 き 指 導 の 徹 底 、 フ ッ 化 物 洗 口 の 取 組  

 

特色ある教

育 活 動 

１ 児童会が中心となり「ひまわり集会」を行っている。各学年の代表が、
作文を読み、意見や感想を交換し、人権について考えている。 

２ 隣接するひわき幼稚園と連携し、節分集会・交流給食・授業参観等を
通して幼から小へのスムーズな繋ぎを図っている。 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

１ 「樋脇武士踊り」は、樋脇町塔之原地域の郷土芸能として古くから踊
り伝えられている。 

２ 「地頭仮屋跡」は、江戸時代の初めに置かれた行政や警察などの役所
である。ここにあった稽古所が、明治時代に樋脇小学校になった。 

児 童 の 活

躍・その他 

○令和元年度市水泳記録会 ５年男子 50m 平泳ぎ１位  
○令和元年度南日本硬筆展 優秀賞 ２年１名、４年１名、６年１名 
○第３８回全国児童画コンクール 入選 ３年１名 
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学 校 名 市比野小学校  
校長 丸山 博三 

 教頭 川﨑 真吾 

所 在 地 等 

〒８９５-１２０３  

樋脇町市比野２８０５番地 

TEL ０９９６-３８-００１４   

FAX ０９９６-３８-０３２６ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/ichihino-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ １ １ ２ ８ 

児 童 数 

男 １０ ９ １２ １２ １０ ８ ６ ６７ 

女 １６ ７ １０ １２ １８ １３ ２ ７８ 

計 ２６ １６ ２２ ２４ ２８ ２１ ８ １４５

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書補  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ １０ １ ０ １ １４ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

本校は、田園が広がる自然豊かな地にある。校区の中心部には、温泉の

湧き水があり、由緒ある湯処がある。 

令和２年度は、創立１４４年に当たる。本校では、「［い］つも元気なあ

いさつを」「［ち］ゃんとスリッパならべます」「［ひ］とにやさしいことば

づかい」「［の］のんびりろうかを歩きます」のキャッチフレーズのもと、

知・徳・体のバランスのとれた児童の育成を図っている。 

学 校 教 

育 目 標

等 

「ふるさとを愛し、確かな学力と豊かな心をもち、主体的に行動できる 

子供の育成」 

校訓【かしこく やさしく すこやかに】 

研 究 主 題 
確かな学力を育む主体的で対話的な国語科授業の創造 

～「書くこと」の力の育成～ 

本 年 度 の 

努力点 

１ 学力の向上 

⑴   基礎学力の定着（アンダーアチーバーの解消、学力向上タイム） 

⑵   家庭教育力の向上（家庭学習「４０～９０運動」の継続・徹底） 

⑶   地域・家庭との更なる連携（コミュニティスクール・学校応援団）

２ 校内研修の充実 

⑴   自分の考えを主体的に表現する力の育成 

⑵   小中一貫教育の充実（指導の連携） 

３ 新規取組 

⑴   学力向上プロジェクトによるアンダーアチーバーの解消 

⑵   NIE 教育の充実 

・ よい文章に触れさせる、記事に対する自分の考えを投稿させる。

特色ある教

育 活 動 

○ 選書会    ○  なわとび運動（一校一運動） ○ ひまわり集会
○ 半成人式   ○  よさこい踊り継承、披露 
○ 青少年赤十字 ○ 小中一貫教育における交流学習  

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

◇ 旧市比野村床屋跡地   ◇  よさこい祭り  ◇  郷土館 

◇ 相撲大会（市比野、藤本）◇ 温泉郷     ◇  市（いち） 

◇ もくもく館       ◇  遊湯館     ◇  丸山公園 

児 童 の 活

躍・その他 

◇ 「よむのび」コンクール、南日本硬筆展、理科作品展 等入賞 

◇ 市比野温泉よさこい祭り、樋脇文化祭等、地域の行事に積極的に参加

している。 
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学 校 名 入来小学校 
校長 本山 和彦 

教頭 佐々木 久志

所 在 地 等 

〒８９５-１４０２  入来町浦之名６０番地 

TEL ０９９６-４４-２０６２   

FAX ０９９６-４４-２１０３ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/iriki-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ １ １ ２ ８ 

児 童 数 

男 ５ ８ ８ １５ １１ １０ １０ ６７ 

女 １０ ４ １１ １２ １０ １８ ０ ６５ 

計 １５ １２ １９ ２７ ２１ ２８ １０ １３２

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ９ １ ０ １ １３ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

キャッチフレーズ 「入来の子供たちを光に」 

創立１５１年で、清色城の大手門（現在の門）、お濠などが現在も

残り、入来院７００年の歩みをしのぶことのできる歴史と伝統のある

学校である。 

学 校 教 

育 目 標

等 

豊かな心と確かな学力を持ち、たくましく実践力のある入来の子供を

育成する。 

研究主題 
「主体的・対話的で深い学び」をめざす学習活動のあり方 

～ 算数科における協働的な学習活動の工夫 ～ 

本年度の 

努力点 

１「確かな学力」の定着と向上 
・ 「主体的・対話的で深い学び」を視点とした授業の改善に努める。
・ ICT 機器の活用、英語等の定着、10 分×学年＋30 分以上の家庭学習 

２ 心の教育の充実 
・ 教児同行による基本的な生活習慣の確立（挨拶、廊下歩行、掃除）

３ たくましい気力・体力の向上と健康教育の充実 
・ 体力・運動能力調査の結果を生かした体力づくりを推進する。 
・ 健康・安全への指導を徹底し、声かけに努める。 

特色ある教

育 活 動 

１ ジュニア歴史ガイド育成 

・  入来の歴史や伝統的な遊びを学び、観光客等への説明を通してお

もてなしの心を学び、コミュニケーション能力の育成を図る。 

２ 地域と連携を図った教育活動 

・ そば作り体験と入来地域に昔から伝わる「そば切り踊り」を習得

する学習を通して、地域の歴史や伝統のすばらしさを学ぶ。 

郷土の歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

・入来麓武家屋敷群 

・旧増田家住宅 

・清色城の大手門 

・茅ぶき門  

児童の活

躍・その他 

平成３０年度の学校再編・統合から３年目を迎える。新しい入来小学校

の児童として、元気に仲良く活動し、学校外の活動（校区の行事や緑の少

年団活動）にも積極的に取り組んでいる。 
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学 校 名 副田小学校  
校長 橋口 俊崇 

教頭 石岡 一洋 

所 在 地 等 

〒８９５-１４０１ 入来町副田２０３０番地 

TEL ０９９６-４４-２９２８   

FAX ０９９６-４４-２９３１ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/soeda-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ １ １ ２ ８ 

児 童 数 

男 ７ ６ ３ １２ ８ ３ ７ ４６ 

女 ３ ８ １０ ７ ９ ６ ２ ４５ 

計 １０ １４ １３ １９ １７ ９ ９ ９１ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ １０ １ ０ １ １４ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

キャッチフレーズ「元気いっぱい 花いっぱい にこにこ登校 

             満足して下校の 夢広がる 副田小」 

東に藺牟田池と愛宕山、南に八重山を臨む、創立１４８年の歴史と伝統

をもつ学校である。命を尊び他人を思いやれる優しい子、よく考え進んで

実行するかしこい子、心身を鍛え目標に立ち向かう子の育成を目指し、学

校、保護者、地域が連携して教育活動に取り組んでいる。 

学 校 教 

育 目 標

等 

「自ら学び 自ら鍛え 創造性やコミュニケーション能力に富む 

心豊かでたくましい副田の子」を育成する。 

研 究 主 題 「伝え合う力」を高め、「わかる・できる」を実感できる授業の創造 

本 年 度 の 

努力点 

１ 心の教育の充実（豊かな人間性の育成） 

 ・発達段階に応じた規範意識の育成 ・基本的生活習慣の育成 ・道徳教育

の充実 

２ 基礎学力の定着 

 ・学習習慣の確立と学習環境の整備 ・指導体制の工夫と教育機器の活用 

特色ある教

育 活 動 

１「気づき 考え 実行する」（青少年赤十字）の教育の実践 

２ 読書活動の充実  ・・・学 校 ・ 家 庭 ・ 地 域 が 連 携 し た 読 み 聞 か せ 活 動  

３  小中一貫教育の推進・・・地 域 素 材 を 生 か し た 郷 土 学 習（ 歴 史 、特 産 物 、人 材 ）

               体 験 活 動 を も と に し た 豊 か な 表 現 活 動（ 川 柳・俳 句・短 歌 ）

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

県下二番目に古い中組の田の神様（県指定） 

７００年の歴史を有する入来温泉、入来温泉湯之山館（2015 年完成） 

入来グラウンド、入来体育館、入来文化ホール 

児 童 の 活

躍・その他 

令和元年度「全員登校日数（欠席０人）」５８日達成 

第 19 回さわやか歯と口の健康つくり 学校の部「最優秀賞」 

第７回川薩地区新聞よむのびコンクール「教育委員会賞」「販売所長賞」 
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学 校 名 黒木小学校  
校長 平山 淳郎  

教頭 祝原 佳苗 

所 在 地 等 

〒８９５-１５０４ 祁答院町黒木１２３番地

TEL ０９９６-５５-００５７   

FAX ０９９６-５５-０９０５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/kuroki-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ ０ ４ 

児 童 数 

男 ２ ０ １ １ ４ ２ ０ １０ 

女 １ ６ ２ １ １ ０ ０ １１ 

計 ３ ６ ３ ２ ５ ２ ０ ２１ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ５ １ ０ １ ９ １ (1) ０  

学 校 の

特  色 

１ 確かな学力を形成する基礎的・基本的な知識や技能の確実な習得 

２ 豊かな心と道徳的実践力の育成 

３ 健康、安全で活力ある生活を営む資質や能力の育成 

４ 小中一貫教育の充実 

５ 特色ある教育の充実 

学 校 教 

育 目 標

等 

【教育目標】｢誠実で  誰にでも優しく  最後までやり遂げる黒木の子供の育成 ｣ 

【校  訓】｢明るい子｣「考える子」「がんばる子」 

研 究 主 題 

【研修テーマ】 

 自己の生き方について考えを深める黒木っ子の育成 

～「考え、議論する道徳教育」の実践を通した「深い学び」の実現を目指して～  

本 年 度 の 

努力点 

１ 個々の学力の向上 

２ 「黒木魂」の精神を具現化する教育の展開 

３ 小中一貫教育の充実 

４ 保護者・地域住民に信頼される学校づくり 

特色ある教

育 活 動 

１ 中学生とともに継承する｢黒木鷹踊り｣ 

 （夏祭り、運動会での披露、大楠神社での奉納踊り） 

２ 小中学生で構成する｢黒木地域興しキッズ隊｣のボランティア活動 

 （キッズガーデンでの定植、夏祭りの出店活動、募金活動） 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

１ 木場の棚田（薩摩川内市景勝地百選） 

２ 矢立農村公園｢せせらぎの里｣ 

３  豊州家関係石塔群、永源寺跡等 

４ すずれんの滝 

児 童 の 活

躍・その他 

１ 西日本読書感想画コンクール努力学校賞 

２ 令和元年度新聞掲載 10 回、ラジオ収録 1 回 
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学 校 名 大軣小学校  
校長 田村 修司 

教頭 花木あゆみ  

所 在 地 等 

〒８９５-１５０１ 祁答院町下手９７４番地

TEL ０９９６-５５-０００９   

FAX ０９９６-５５-０９０３ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/daigou-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ １ １ ２ ８ 

児 童 数 

男 ４ ３ ４ ８ ７ ５ ４ ３５ 

女 ６ ２ ６ ７ ５ ６ ０ ３２ 

計 １０ ５ １０ １５ １２ １１ ４ ６７ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ８ １ ０ １ １２ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

旧祁答院町の中心にあり、学校周辺に支所、公民館、体育館、消防署、

保健センターなど公的機関が集中し、郵便局や商店街なども広がる。 

旧轟小と大村小が昭和５２年に統合し、今年度で創立４４周年となる。

校区内に児童養護施設「大村報徳学園」があり、全児童数の２割程度が通

っている。校区の中央に県道があり瀬早川が流れ、周辺に田畑が広がる農

村地帯である。 

学 校 教 

育 目 標

等 

【共に学び 自ら鍛え 夢に向かって進む子供の育成】 

ア 共に学び、よく考え、創造性のある子供 

イ 明るく思いやりのある豊かな心をもつ子供 

ウ 目標に向かってねばり強く取り組む子供 

研 究 主 題 
考えを深め、お互いにみがき合う児童の育成 

～「考え、議論する道徳」への質的転換を目指して～ 

本 年 度 の 

努力点 

◇資質・能力の育成にむけて「主体的・対話的で深い学び」の実現に向け

た授業改善を行う。 

◇各種学力調査等の分析を行い、基礎学力と活用力を高める。 

◇「祁答院地域家庭学習の手引き」を活用した家庭学習の充実 

◇いじめの早期発見と対応、個々の課題についての相談の実施 

◇体力向上を目指す教科体育の充実と大軣スポーツチャレンジの推進 

特色ある教

育 活 動 

◇ふるさと・コミュニケーション科での地域人材の活用 

 「ふるさと先生による郷土学習、環境学習、福祉体験学習」 

◇小中一貫教育での４小１中学校の児童・生徒・教職員の交流活動 

  ＜祁答院地域小・中一貫教育の推進＞ 

◇綱引き活動を中心とした異学年縦割り班活動による大軣ｽﾎﾟｰﾂﾁｬﾚﾝｼﾞ 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

◇大村古城跡・・・学校の裏山の山城跡で 1142 年以前に築城 

◇大応寺・・・・・1352 年以前に創建。藩政時代は寺子屋として利用 

◇菊地田石塔群・・菊地田城跡に近く、武士の供養塔として伝承 

◇種子島踊り（轟地域の伝承芸能） ◇棒踊り（馬頃尾集落の伝承芸能）

◇バラ踊り （川東集落の伝承芸能） 

児 童 の 活

躍・その他 

◇令和元年度 薩摩川内市小学生綱引き大会 Ｂパート 優勝 

◇第３４回   鹿児島県小学校書写展  学校奨励賞 
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学 校 名 上手小学校  
校長 吉永 久志 

教頭 星子 聡 

所 在 地 等 

〒８９５-１５０３ 祁答院町上手５７８番地

TEL ０９９６-５５-００２５   

FAX ０９９６-５５-０９０４ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/kamide-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ １ ５ 

児 童 数 

男 １ ４ ２ １ ２ １ １ １２ 

女 ４ ４ ５ ２ １ ５ ０ ２１ 

計 ５ ８ ７ ３ ３ ６ １ ３３ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ５ １ ０ １ ９ １ (1) ０  

学 校 の

特  色 

１４２年の歴史と伝統を持つ学校で、校区は県北部の中心部に位置し、周

囲を山地に囲まれた盆地にある農村地帯である。学校教育に対してＰＴＡ

はもとより、校区民あげて協力的で、運動会の共同開催や奉仕活動、伝統

芸能継承活動など地域・ＰＴＡ・学校が一体となって教育を推進している。

 児童数は、ここ数年減少傾向にあり少人数で個に応じた指導を充実さ

せ、校区の自然や文化を生かした教育活動を展開している。 

学 校 教 

育 目 標

等 

豊かでたくましい心を持ち、自分の力であしたをひらく上手っ子の育成 

【校訓】 よく勉強し 根気強く 礼儀正しい子ども 

【キャッチフレーズ】 

花と米と文化を誇り輝き上手、上手小～キラリ輝く笑楽校～ 

【合い言葉】 あいさつ上手 かけ足上手 花つくり上手 夢語り上手 

研 究 主 題 
豊かな心と確かな学力を身に付け、たくましく生きる祁答院の子供育成

～自己の生き方についての考えを深める学習を通して～ 

本 年 度 の 

努力点 

１ 学力の向上（基礎・基本の定着、活用力の育成） 

２ 心の教育の充実（道徳教育、生命尊重教育、夢を語る教育の推進） 

３ 健康・体力づくり（基本的な生活習慣の確立、一校一運動の推進） 

４ 小中一貫教育の推進（交流活動の充実、授業交流の実施、生徒指導で

の連携） 

特色ある教

育 活 動 

１ 小規模校の特色を生かした学習活動（複式学習での主体的な学び） 

２ 上手の自然、人、伝統文化を生かした体験活動（俵踊りの伝承等） 

３ 自主的な体力つくり（朝のかけ足等） 

４ 小中一貫教育 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

【神社・史跡】豊日霎神社、岩屋観音磨崖仏、滝聞城跡、滝聞供養塔 

 大聖寺跡、西南の役供養塔、大日如来像 

【施設】桜渡し公園、祁答院グランド、癒しの郷特別養護老人ホーム（お

おむら園）、上手地区コミセン 

【その他】溝下糯発祥地 

児 童 の 活

躍・その他 
○俵踊りの披露（８月地区夏祭り １０月豊日霎神社秋の大祭） 
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学 校 名 藺牟田小学校  
校長 沖 敦 

教頭 上国料 豊 

所 在 地 等 

〒８９５-１５０２  

祁答院町藺牟田１０８番地 

TEL ０９９６-５６-００３２   

FAX ０９９６-５６-０６２３ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/imuta-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １  １  １  １  １  ５  

児 童 数 

男 ０ ３ ０ ２ ６ ５ １ １７ 

女 ３ ７ ４ １  ４  ０  １９ 

計 ３ １０ ４ ３ ６ ９ １ ３６ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特別支援

教 育 員

計 １ １ ６ １ ０ １ １０ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

本校区は、周囲を山に囲まれた高原地帯にあり、平成 17 年 11 月ラムサ

ール条約に登録され、ベッコウトンボの生息地の藺牟田池がある。また、

校区内に藺牟田温泉等があり、自然環境に大変恵まれている。 

令和元年度に創立 150 年を迎えた歴史と伝統のある学校、平成 14 年に

新築された校舎はとても広く綺麗で、明るく開放感のあるつくりである。

学校教育に対する地域・保護者の関心は高く、大変協力的である。児童

数は減少傾向にあるが、少人数で個に応じた指導を充実させ、校区の自然

や文化、人材を生かした教育活動、福祉体験学習等を展開している。 

学 校 教 

育 目 標

等 

【校訓・学校教育目標】 

心豊かでたくましく きらり輝く藺牟田っ子を育成する。 

【キャッチフレーズ】 

瞳に輝き 声に響き 言葉に温もり 動きにリズム 

研 究 主 題 
 自己の生き方について考えを深め、お互いに高め合う子どもの育成 

～考え、議論する道徳科授業を中心にして～ 

本 年 度 の 

努 力 点  

１ 深い学びによる主体的、対話的な学び方を身に付けさせ、基礎的・基
本的事項の定着を図るとともに、確かな学力（学ぶ意欲や思考力・判断
力・表現力など）の定着と向上に努める。 

２ 道徳教育や体験活動等を通して、豊かな人間性や社会性を育み、自己
効力感の向上に努める。 

３ 基本的生活習慣を身に付けさせるとともに、心身の鍛練を図る活動を
通して、たくましい体力・気力の育成に努める。 

４ コミュニティースクールの充実を図るとともに、「チーム藺牟田小」
の体制づくりを推進し、地域の信頼に応えられる開かれた魅力ある学校
づくりに努める。  

特色ある教

育 活 動 

○ 金山踊りの伝承活動 

○ 地域と協力した行事（梅ちぎり、米作り） 

○ 花いっぱいの学校（ボランティア協力校） 

○ 小中一貫教育の充実 

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

【神社・史跡】招魂社、藺牟田城跡 

【施設】藺牟田コミュニティセンター、なかよし子ども園、のぞみ園 

藺牟田温泉 

【その他】藺牟田池、泥炭形成植物群、ベッコウトンボ、さとっこあげ 

児 童 の 活

躍・その他 

○ ベッコウトンボ頭数調査協力 

○ 金山踊り披露（秋季大運動会） 

○ のぞみ園訪問（３・４年） 
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学 校 名 藺牟田小学校  
校長 沖 敦 

教頭 上国料 豊 

所 在 地 等 

〒８９５-１５０２  

祁答院町藺牟田１０８番地 

TEL ０９９６-５６-００３２   

FAX ０９９６-５６-０６２３ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/imuta-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １  １  １  １  １  ５  

児 童 数 

男 ０ ３ ０ ２ ６ ５ １ １７ 

女 ３ ７ ４ １  ４  ０  １９ 

計 ３ １０ ４ ３ ６ ９ １ ３６ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特別支援

教 育 員

計 １ １ ６ １ ０ １ １０ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

本校区は、周囲を山に囲まれた高原地帯にあり、平成 17 年 11 月ラムサ

ール条約に登録され、ベッコウトンボの生息地の藺牟田池がある。また、

校区内に藺牟田温泉等があり、自然環境に大変恵まれている。 

令和元年度に創立 150 年を迎えた歴史と伝統のある学校、平成 14 年に

新築された校舎はとても広く綺麗で、明るく開放感のあるつくりである。

学校教育に対する地域・保護者の関心は高く、大変協力的である。児童

数は減少傾向にあるが、少人数で個に応じた指導を充実させ、校区の自然

や文化、人材を生かした教育活動、福祉体験学習等を展開している。 

学 校 教 

育 目 標

等 

【校訓・学校教育目標】 

心豊かでたくましく きらり輝く藺牟田っ子を育成する。 

【キャッチフレーズ】 

瞳に輝き 声に響き 言葉に温もり 動きにリズム 

研 究 主 題 
 自己の生き方について考えを深め、お互いに高め合う子どもの育成 

～考え、議論する道徳科授業を中心にして～ 

本 年 度 の 

努 力 点  

１ 深い学びによる主体的、対話的な学び方を身に付けさせ、基礎的・基
本的事項の定着を図るとともに、確かな学力（学ぶ意欲や思考力・判断
力・表現力など）の定着と向上に努める。 

２ 道徳教育や体験活動等を通して、豊かな人間性や社会性を育み、自己
効力感の向上に努める。 

３ 基本的生活習慣を身に付けさせるとともに、心身の鍛練を図る活動を
通して、たくましい体力・気力の育成に努める。 

４ コミュニティースクールの充実を図るとともに、「チーム藺牟田小」
の体制づくりを推進し、地域の信頼に応えられる開かれた魅力ある学校
づくりに努める。  

特色ある教

育 活 動 

○ 金山踊りの伝承活動 

○ 地域と協力した行事（梅ちぎり、米作り） 

○ 花いっぱいの学校（ボランティア協力校） 

○ 小中一貫教育の充実 

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

【神社・史跡】招魂社、藺牟田城跡 

【施設】藺牟田コミュニティセンター、なかよし子ども園、のぞみ園 

藺牟田温泉 

【その他】藺牟田池、泥炭形成植物群、ベッコウトンボ、さとっこあげ 

児 童 の 活

躍・その他 

○ ベッコウトンボ頭数調査協力 

○ 金山踊り披露（秋季大運動会） 

○ のぞみ園訪問（３・４年） 
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学 校 名 里小学校  
校長 榎元 寛之  
教頭 山形 幸司 

所 在 地 等 

〒８９６-１１０１ 里町里１６０１番地 

TEL ０９９６９-３-２００８   

FAX ０９９６９-３-２２０６ 

HP:http:///www.edu.satsumasendai.jp/sato-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １  １  １  ６  

児 童 数 

男 ４ ６ ４  ３  ６  ３  ２  ２８ 

女 ４ ６  ８  ５  ４  ３  ０  ３０ 

計 ８ １２ １２ ８ １０ ６ ２ ５８ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ６  １  １  １  １１ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

甑島の玄関口「里港」から徒歩１０分のところにある１４９年の歴史と

伝統をもつ学校である。幼稚園が隣接し、中学校までも徒歩５分という立

地を生かし、幼稚園や中学校と連携した行事や学習活動を積極的に行って

いる。 

薩摩川内元気塾や学校応援団等地域人材を活用した授業も積極的に行

っており、地域の方々も学校教育に大変熱心に協力してくださっている。

学 校 教 

育 目 標

等 

ふる里を愛し、「確かな学力」、「豊かな心」、「健やかな体」など、たく

ましく生きる力を備えた子供の育成 

～強い体にやさしい心 めあてをもって 最後までがんばる～ 

研 究 主 題 

 

「主体的・対話的で深い学び」を実現する授業の創造 

～関わり、考え、学び合う活動の充実を通して～ 

本 年 度 の 

努力点 

１ 確かな学力の定着と向上に向けた取組の充実 

２ 心の教育の推進と充実 

３ 体力つくりへの意欲付けと健康教育の推進 

４ 小中一貫教育の積極的な推進と内容の充実・深化 

特色ある教

育 活 動 

１ 里漁業青年部の協力をいただきながら甑島で獲れる魚の種類や漁法

等について学ぶ「里の魚から学ぼう」 

２  里高齢者クラブの協力をいただきながら地域の伝統行事の由来等に

ついて体験的に学ぶ「磯餅焼き」 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

１ 亀城跡 

２ 村西地区武家屋敷跡 

３ 長目の浜 

４ トンボロ地形 

児 童 の 活

躍・その他 

○ 第６回薩摩川内市防犯少年綱引大会 優勝 

○ 南日本作文コンクール学校賞（奨励賞）受賞 
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学 校 名 中津小学校  
校長 辻 孝義  

教頭 小山田 和良 

所 在 地 等 

〒８９６-１２０１ 上甑町中甑２５４番地 

TEL ０９９６９-２-００１３ 

FAX ０９９６９-６-１６３２ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/nakatsu-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ ４ 

児 童 数 

男 １ １ １ １ ３ １ １  ９  

女  ３  ２  １  ２  ２  ４ ０ １４ 

計 ４ ３ ２ ３ ５ ５ １ ２３ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護
教諭

栄養
教諭

事務 計 主事  司書  
特 別 支 援
教育支援員

計 １ １ ４ １ ０ １ ８ １ 0 0 

学 校 の

特  色 

１  上甑島と中甑島という２つの島、５つの旧小学校区、上甑町の７つの全地域を
校区としている。（官公庁・商店・公営教育施設が充実している。）  

２  離島小規模校の特色を踏まえ、「生きる力」を支える「確かな学力」「豊かな
人間性」「健康な体力」の調和のとれた育成を推進している。  

３  幼小連携、小中一貫教育を推進し幼小中の合同研修、行事が充実している。  
４  「国定公園甑島」においてふるさとの自然、歴史、文化を学習している。  
５  家庭・地域との連携を図り、外部人材としての活用を進めている。  

学 校 教 

育 目 標

等 

「ふるさとを愛し、確かな学力と豊かな心を身に付け、主体的にたくまし
く生きる子供の育成」 

○ 自ら学ぶ子供  ～かしこく～「頭に汗をかこう」 
○ 仲よくする子供 ～なかよく～「心に汗をかこう」 
○ たくましい子供 ～つ よ く～「体に汗をかこう」 

キャッチフレーズ「あいさついっぱい、歌いっぱい、花いっぱい」中津小

研 究 主 題 

「確かな学力を身に付けるための複式学級の学習指導」 
（中津小校内研修）※テーマ研修・領域研修有り。 

「独り立ちに向け、自らの生き方を主体的に切り拓く上甑の子供の育成」
（里中との共同研究） 

本 年 度 の 

努力点 

１ 確かな学力の定着（学びつくり）①主体的・対話的で深い学びの授業つくり
②習熟の程度に応じた活用力を高める授業つくり  ③言語活動を重視した授業つ
くり  ④家庭学習につなぐ授業つくり  

２ 心の教育の充実（心つくり）①楽しい学校つくり  ②楽しい仲間つくり  ③豊
かな心つくり④美しい心つくり  

３  心の健康・安全（体つくり）①進んで運動する子つくり  ②特色ある体験活
動つくり③安全に過ごせる子つくり  ④生活習慣の確立した子つくり  

４ 小中一貫教育の充実（連携つくり）①学力と体力つくり  ②英語のリズムつ
くり  ③独り立ちの心つくり  ④ふるさとつくり  

特色ある教

育 活 動 

○ カヌー学習（ふるさとの海で体験活動） 
○ 上甑町フィールドワーク（小中一貫教育にて地域講師を招聘） 
○ 命を大切にする心を育む日（毎月１５日） 
○ 時間走記録会（教科体育の充実と持久力の向上） 

歴史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

・旧平良小・中学校閉校記念碑・旧浦内小学校閉校記念碑・旧江石小学校跡地・旧
宇佐小学校跡地・特攻基地跡地・震洋艇モニュメント・篤姫ゆかりの硯石原石採集
地・海軍貯炭・貯水所跡・長目の浜（なまこ池・貝池・鍬崎池）・真珠研究記念モ
ニュメント・大敷はやし記念碑・江石遺跡・桑之浦遺跡・甑大明神・甑島神社・梶
原源太景季の墓・楠木正行の墓・金吾山・甑島学童疎開の記録・コシキトゲオトン
ボ・甑大明神橋・鹿の子大橋・藺牟田瀬戸架橋（建設中）  

児 童 の 活

躍・その他 

平成 24～ 26、 28、 30、令和元年度 
薩摩川内市はんやジュニア大会市長賞受賞 

平成 25 年度 鹿児島県総合教育センター移動講座（複式）授業提供校 
平成 27 年度 薩摩川内市はんやジュニア大会市議会議長賞受賞 
平成 28 年度 薩摩川内市教育委員会子ども表彰受賞 
平成 29 年度 薩摩川内市はんやジュニア大会特別賞受賞 
平成 29 年度 しきなみ子供短歌コンクール 文部科学大臣賞受賞１名 
平成 30 年度 県いきいき教育活動表彰１名 
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学 校 名 手打小学校  
校長 馬場 勝博 

（学校の写真） 
教頭 向島 和紀 

所 在 地 等 

〒８９６-１６０１ 下甑町手打１０１０番地

TEL ０９９６９-７-００２４   

FAX ０９９６９-７-０２０１ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/teuchi-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ ４ 

児 童 数 

男 １ １ ３ ２ ３ ２ １ １３ 

女 １ １ １ １ ２ ２ ０ ８ 

計 ２ ２ ４ ３ ５ ４ １ ２１ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護
教諭

栄養
教諭

事務 計 主事  司書  
特 別 支 援
教育支援員

計 １ １ ４ １ ０ １ ８ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

本校は下甑島の最南端にあり、校区内には手打浜をはじめ、佐野浦海岸、釣掛﨑
灯台など素晴らしい景観に恵まれている。古い歴史をもち、地域の学校に対する愛
着は深く、また学校教育への期待も大きい。そのため、ＰＴＡ活動をはじめ、地域
の方々は大変協力的である。平成２４年度から子岳小が統合し、校区が広がった。

学 校 教 

育 目 標

等 

豊かな心とたくましい体をもち、基礎的・基本的事項を身に付けた、実践力のあ
る子どもの育成を図る。【生きる力を身に付けた子ども】  

（やさしい子）思いやりがあり礼儀正しくけじめのある子         
（かしこい子）基礎的・基本的事項を身に付け進んで表現する子                
（たくましい子）健康・安全に気を付け運動に励む子  

研 究 主 題 

ふるさとに誇りをもち、未来を切り拓く子供の育成 

～主体的に学ぶ子供の育成を目指して～ 
(1) 児童生徒の情報の共有化と活用  (2) 自主的・協働的な活動の充実  
(3) 定期的な自己評価の実施      (4) ふるコミュ科、英語教育の充実  

本 年 度 の 

努力点 

１  学力向上の推進  
○「主体的・対話的で深い学び」授業の実践  ○個に応じた指導の充実  
○家庭学習の徹底  ○複式学級におけるガイド学習の充実  

２  豊かな心をもつ児童の育成  
 ○道徳教育の充実  ○ＳＳＴの実施  ○人権教育の充実   

○縦割り班活動・特別活動の充実  ○あいさつの習慣化  
○事例研究会による実態把握と指導の共通理解・共通実践  

３  たくましい体づくり  
 ○健康な生活習慣の確立  ○安全指導の徹底  ○運動習慣の育成と能力向上  

特色ある教

育 活 動 

【キャッチフレーズ】花とあいさつと作文の学校 
１  豊かな感性を養い表現力を高めるための作文の時間（手打タイム）を設定  

○新聞やラジオへの積極的投稿  ○南日本新聞「若い目」掲載  
２  花いっぱい運動の推進（毎週木曜日「みどりタイム」実施）  
３  地域の素材や人材を生かしたふるさと・コミュニケーション科の充実  
 ○ろこぎ体験  ○郷土芸能活動  ○高齢者クラブとの交流（からいも植栽 ･こっ

ぱ作り ･昔遊びなど）  
４  小中一貫教育の推進 (授業交流・交流活動の計画的推進 ) 
 ○小中合同研究授業  ○小中合同運動会  ○小中合同クリーン作戦など  
５  一輪車・縄跳び（一校一運動）の取組の充実  

○運動会での一輪車競技  ○縄跳び大会実施  ○チャレンジかごしま参加  など

郷 土 の 歴
史・名所・旧
跡・文化施
設 等 

○津口番所跡  ○武家屋敷通り   ○下甑郷土資料館 
○釣掛崎灯台  ○隠れ念仏跡    ○貴船観音 
○手打海岸   ○しんきろうの丘  ○キリシタン殉教地 
○観音三滝公園 ○おふくろさん歌碑 ○乙御子大明神 

児 童 の 活

躍・その他 

○薩摩川内市歯と口の衛生週間に関する図画ポスター金賞２名、銀賞４名
○県図画作品展県審査会 市長会会長賞１名、特選１名 
○ごみ減量児童作品コンクール 最優秀賞１名 
○県理科作品展市審査会 特選３名、入選１名 県審査会 特選２名 
○トンボロ芸術村コンテスト  

俳句部門 ＫＹＴ鹿児島読売賞１名、絵画部門 ＮＨＫ放送局賞１名
○毎月２３日は子どもといっしょに読書の日」ポスター原画コンクール

特選１名、入選２名、学校賞 
○県児童作文コンクール 市特選１名 ○「家庭の日」絵画 最優秀賞 
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学 校 名 長浜小学校  
校長 川村 俊弘 

教頭 上野 洋樹 

所 在 地 等 

〒８９６-１４１１ 下甑町長浜６６０番地 

TEL ０９９６９-５-００５１  

FAX ０９９６９-５-００５０ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/nagahama-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ ０ ４ 

児 童 数 

男 ５ １ １ ５ ４ ２ ０ １８ 

女 ４ ２ ２ １ ０ ３ ０ １２ 

計 ９ ３ ３ ６ ４ ５ ０ ３０ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ４ １ ０ １ ８ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

本校区は、薩摩半島の西方約５０㎞の東シナ海に浮かぶ甑島列島の中で
最も大きい下甑島のほぼ中央に位置している。校区には、長浜と青瀬（青
瀬小Ｈ２４．３閉校）、西山（西山小Ｈ２５．３閉校）の３地区があり、
青瀬の児童は、スクールバスで通学している。（今年度西山地区児童０名）

高齢化により、過疎化は進んでいるが、自衛隊員とその家族が多数居住
しており、児童数維持の一助となっている。 

学 校 教 

育 目 標

等 

目標：人の心を思いやり 自ら学び 心も体もたくましい子供を育成する 

校訓：やさしく かしこく たくましく 

キャッチフレーズ：元気なあいさつ 優しい言葉 やればできると前を向き

進んで勉強 長小っ子 

モットー：わくわく登校 満足下校 

研 究 主 題 

海星中校区小中一貫教育主題…島立ちに向け、知・徳・体の調和のとれた

児童・生徒の育成 ～９年間の小中一貫教育による学力向上を目指して～

長浜小…少人数・複式学級の特性を踏まえた学習指導法の研究 

本 年 度 の 

努力点 

１ 確かな学力を定着させる 

２ 豊かな心を育てる 

３ たくましい心と体を育成する 

４ 地域とともにある学校づくりを推進する 

特色ある教

育 活 動 

１ 社会福祉協議会と連携したボランティア活動の推進 

２ 毎月の暗唱チャレンジ、週１回の地区コミュニティ放送 

３ 豊かな自然を生かした体験活動（遠泳大会、和船遊び、ろこぎ訓練）

４ 伝統芸能・文化の継承（長浜小波濤太鼓・青瀬ヤンハ、子供綱引） 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

○ナポレオン岩 ○ろうそく岩 ○観音三滝 ○隠れ念仏   

○宣教師上陸記念の碑 ○敷潮神社 ○青潮神社 ○大帯姫神社 

○自衛隊レーダー基地 ○長浜海岸 ○青瀬海岸 ○芦浜海岸  

○八艘穴 ○瀬々野浦断崖 

児 童 の 活

躍・その他 

○令和元年度県ジュニア綱引き選手権大会 男子の部 優勝 

○Ｈ３０年度県ジュニア綱引き選手権大会 男子の部 準優勝 

○Ｈ３０年度九州オープン綱引き大会ジュニア 男子の部 準優勝 

○第２３回トンボロ芸術村コンテスト 

【書道の部】南国交通株式会社賞 【絵画の部】ＫＫＢ鹿児島放送賞 他
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学 校 名 鹿島小学校  
校長 東條 睦宣   

教頭 岩重 智美 

所 在 地 等 

〒８９６-１３０１ 

 鹿島町藺牟田１５０１番地 

TEL ０９９６９-４-２００４   

FAX ０９９６９-４-２０１２ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/Kashima-e/ 

学  年 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ ４ 

児 童 数 

男 １  １  ４  ３  ３  ２  １  １５ 

女 １ １ ３ ０ ０ １ ０ ６ 

計 ２ ２ ７ ３ ３ ３ １ ２１ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ４ １ ０ １ ８ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

本校は、下甑島の北部に位置し、「笑顔いっぱい 感動いっぱい 夢がふ

くらむ鹿島小」をキャッチフレーズに、創立１４１年の歴史と良き伝統を

継承している学校である。 

ウミネコ留学制度採用校として、毎年全国各地から多数の留学生を受け

入れる。自然豊かな中で、留学生と共に学び、体験活動を通じて心身とも

に明るくたくましい子の育成に努めている。 

学 校 教 

育 目 標

等 

心身ともに明るくたくましく、自ら学び、進んで行動できる子どもを育成

する。 

校訓 明るい子  考える子  たくましい子 

研 究 主 題 
英語を用いて、自分の思いが伝わる楽しさや喜びを味わい、 

進んでコミュニケーションを図る子どもの育成 

本 年 度 の 

努力点 

１ 基本的生活習慣の確立「いじめ・不登校未解消０」 
 ・  一事徹底（あいさつ・返事、整理整頓） 
２ 基礎学力の向上「定着率 80％以上」 
 ・  個に応じた目標設定と読み・書き・計算力及び表現力の向上 
 ・  アンダーアチーバー解消につながる個別指導の徹底 
 ・  家庭学習の充実（復習・予習の工夫、国語辞典の日常的活用） 
３ 体力・気力の向上「事故０」 

・ 毎日運動（ランニング・一輪車・縄跳び）、チャレンジかごしまの 

挑戦、安全指導の徹底 

特色ある教

育 活 動 

１  海洋型体験活動や鹿島太鼓等の伝統文化継承活動 
２ ボランティア活動の推進（鹿島園訪問、ボランティア協力校登録） 
３ 島立ちに向けて、小中一貫教育の充実（長浜小、海星中との連携） 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

・鹿島断崖 ・鶴穴 ・カノコユリ自生地 ・鳥の巣山展望所 
・夜萩丸山公園 ・円崎灯台 ・甑ミュージアム ・梶原家の大ソテツ 
・ウミネコの繁殖地 ・文化２年の大火の焼け残り榎 ・鹿島神社 
・藺牟田瀬戸架橋（建設中、Ｒ２年度開通予定） ・鹿島海岸 

児 童 の 活

躍・その他 

第２１回南九州市かわなべ青の俳句大会 特選 

第３３回「健康増進月間」作文標語コンクール 県国民健康保険団体連合会理事長賞

第６９回全国小・中学校作文コンクール 佳作 

第４７回海の子作品コンクール 県知事賞、入選 

歯と口の健康ポスターコンクール 薩摩川内歯科医師会長賞、川内ヤクルト賞 
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学 校 名 
川内北中学校  

校長 桑畑 明斎 

教頭 山下 博文 

   丸山 英児 

所 在 地 等 

〒８９５-００６４ 花木町１７番６０号 

TEL ０９９６-２３-４１６４   

FAX ０９９６-２３-４０５５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/sendaikita-j

学  年 １年 ２年 ３年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ６ ６ ７ ６ ２５ 

生 徒 数 

男 １０９ １００ １１５ ２２ ３４６

女 １２９ １２４ １３０ １２ ３９５

計 ２３８ ２２４ ２４５ ３４ ７４１

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ ２ ４６ ２ １ ２ ５４ １ １ １ 

学 校 の

特  色 

本校区は市のほぼ中央部に位置し、九州三大河川の一つ川内川を境に北
部中央市街地を校区としている。生徒は亀山小学校・可愛小学校・育英小
学校の三校から入学してくる。 

校訓は、【自主】【友愛】【奉仕】【鍛錬】の４つで、キャッチフレーズを、
『あいさつのある学校』『花と絵のある学校』『歌声のある学校 対話のあ
る学校』として、学力向上や部活動に取り組んでいる。 

学 校 教 

育 目 標

等 

主体的・対話的で深い学びを通して、確かな学力や体力を身に付け、心

身ともにたくましく生きる人間性豊かな生徒を育成する。 

研 究 主 題 
組織的な取組を推進する校内研修体制の構築 

－ 「 北 中 校 区 Ｐ Ｄ Ｃ Ａ サ イ ク ル 」 の 実 践 を 通 し た 主 体 的 ・ 対 話 的 で 深 い 学 び の 具 現 化 を 目 指 し て －  

本 年 度 の 

努力点 

⑴ 生徒指導の充実：豊かな人間性とたくましい心身を育てる教育の推進

⑵ 学力向上：確かな学力の定着  

⑶  小中一貫教育の充実と教育環境整備 

特色ある教

育 活 動 

本校区では、小中一貫教育の充実に取り組み、ふるさと・コミュニケー
ション科や授業交流等積極的な活動を展開している。中でも、小学３年生
と一緒に出身小学校（居住）校区の公園等の公共施設の清掃活動を行う
『３・３クリーン作戦』や水泳部員による『水泳教室』、陸上部員による
『陸上教室』等が本校区の代表的な交流活動である。 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

本校は小高い常緑の森に囲まれた可愛山陵と新田神社の麓の閑静な住
宅街の一角に位置し、清澄な自然が残っている。また、薩摩国府、薩摩国
分寺跡の貴重な文化遺産があり、古い文化が息づく風情豊かな地域であ
る。昭和２９年川南造船所跡に製紙会社が進出し、道路を隔てて相接し工
業都市化と車両の増量の影響を受けるようになったが、快適環境整備事業
[アメニティタウン計画]が進められ、郷土のよき伝統、恵まれた風土を生
かし、進取・粘り強い市民性の高揚にも期待が込められている。 

生 徒 の 活

躍・その他 

・ 全九州卓球選手権 県予選（卓球女子Ⅰ部団体 優勝） 
・ 九州総体出場（新体操競技） 
・ 全国中学総体出場（体操競技 男子個人） 
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学 校 名 川内中央中学校
校長 池田 猛 

教頭 鶴田 和仁 

所 在 地 等 

〒８９５-００１２ 平佐町５０００番地 

TEL ０９９６-２３-５２００  

FAX ０９９６-２３-５５８５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/sendaichuo-

j/ 

学  年 １年 ２年 ３年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ４ ５ ５ ２ １６ 

生 徒 数 

男 ８２ ９４ ７９ ９ ２６４

女 ７３ ８８ ９１ ２ ２５４

計 １５５ １８２ １７０ １１ ５１８

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ３１ １ １ １ ３６ １ １ １ 

学 校 の

特  色 

昭和５７年４月に、川内西中学校と川内東中学校が合併して川内中央中学校が誕生

した。また、平成３０年度より高江中学校が合併し、４小学校から通学することに

なった。広大な敷地に、サッカーや野球、陸上、テニスなど、専用の練習場があり、

校舎や体育館も特色のある建物になっている。生徒は、授業や学校行事等に対して

一生懸命取り組む。生徒会活動が活発で、元気のよいあいさつができる素直な生徒

が多い。 PTA と連携した高齢者への花プレゼント事業や川内文化ホールでの合唱コ

ンクール、校内駅伝・持久走大会、小中一貫教育の小学生の体験入部・体験入学等

への取組を行っている。鹿児島大学教育学部の教育実習校である。  

学 校 教 
育 目 標
等 

【学校教育目】標時代を担う心豊かでたくましい生徒の育成 
【校   訓】自主・友愛・好学 
【４ つ の 心】「感動する心」「思いやりの心」「感謝する心」「耐える心」 

研 究 主 題 
研究主題 
確かな学力の定着と豊かな心の育成 
～系統性・継続性のある指導体制づくりを通して～ 

本 年 度 の 

努力点 

○ 組 織 の 活 性 化 と 職 責 感 の 高 揚  組 織 の 活 性 化 、 校 内 外 研 修 の 充 実  

○ 学 力 向 上  基 礎 ・ 基 本 の 定 着 、 教 え る 学 校 か ら 学 ぶ 学 校 へ の 転 換 、 個 に 応 じ た 指 導  

○ 生 徒 理 解 と 生 徒 支 援  基 本 的 生 活 習 慣 の 確 立  心 の 教 育 の 推 進  人 権 教 育 の 充 実  

○ 健 康 教 育  健 康 ・ 安 全 ・ 体 力 づ く り の 指 導 の 充 実  

○ 連 携 強 化  保 護 者 や 地 域 と の 連 携 強 化  

○ 道 徳 の 教 科 化 に よ る 道 徳 教 育 の 充 実  

○ 小 中 一 貫 教 育 の 充 実  郷 土 に 根 ざ し た 教 育 の 推 進   

○ キ ャ リ ア 教 育 の 充 実  キ ャ リ ア 教 育 と 社 会 人 基 礎 力 育 成 の た め の 資 質 ・ 能 力 の 関 連 性  

特色ある教

育 活 動 

・ 花 プ レ ゼ ン ト 事 業  

・ 朝 読 書 、 読 み 聞 か せ の 実 施  

・ 早 朝 ラ ン ニ ン グ ・ ト レ ー ニ ン グ 、 体 力 づ く り 、 リ ズ ム ラ ン ニ ン グ  

・ 全 校 体 制 の 家 庭 学 習 （ 宅 習 帳 ） の 取 組  

・ 小 中 一 貫 教 育 （ 小 ６ と 中 ３ の 綱 引 き 交 流 、 小 ６ と 中 １ の 薩 摩 川 内 市 へ の 提 言 ）  

・ 小 学 生 の 部 活 動 体 験 、 小 学 ５ 、 ６ 年 生 の 体 験 入 学  

郷 土 の 歴
史・名所・旧
跡・文化施
設 等 

【郷土の歴史・名所・旧跡】  

平佐城、平佐焼窯跡、鳥追いの杜、塾山、楠元駅跡、平佐東中学校跡  

【文化施設】  

国際交流センター・川内文化ホール・鹿児島純心女子大学  等  

生 徒 の 活

躍・その他 

平 成 ３ ０ 年 度  鹿 児 島 県 中 体 連 男 子 駅 伝 大 会  第 ３ 位  

平 成 ３ ０ 年 度  第 69 回 鹿 児 島 県 図 画 作 品 展  優 秀 学 校 賞  

平 成 ３ ０ 年 度  JA 共 済 コ ン ク ー ル （ 書 道 ） 学 校 賞  

令 和  元 年 度  夏 の 祭 典 「 金 賞 」、 九 州 大 会 ４ 年 連 続 出 場  

令 和  元 年 度  県 総 合 体 育 大 会 上 位 入 賞 （ 柔 道 、 陸 上 、 卓 球 ）  

令 和  元 年 度  JA 共 済 コ ン ク ー ル （ 書 道 ） 学 校 賞  
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学 校 名 川内南中学校 
校長 霧島 一浩  
教頭 福岩 寛之 

所 在 地 等 

〒８９５-００１２ 平佐町９８５番地 

TEL ０９９６-２３-４６０２ 

FAX ０９９６-２２-０５８２ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/sendaiminami-j/ 

学  年 １年 ２年 ３年 
特別 

支援学級 
合計 

学 級 数 ５ ５ ５ ４ １９ 

生 徒 数 

男 １００ ９５ ７０ １３ ２７８

女 ９７ ９２ １０４ ８ ３０１

計 １９７ １８７ １７４ ２１ ５７９

職 員 数 

 
校長 教頭 教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事 司書 

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ３６ １ ０ ２ ４１ １ １ １ 

学 校 の 

特  色 

本校は教育や文化的環境に恵まれた生徒数 579 名の大規模校で、水泳やソ

フトテニス、バスケットボール部などを筆頭に大変部活動が盛んである。ま

た、南中校区の子ども育成会として川内南部地区青少年育成会があり、非常

に協力的で、高い教育力を持っており、生徒の健全育成の一助となっている。

学 校 教 

育目標等 
夢かなえる 力はぐくむ 心豊かな生徒の育成 

研 究 主 題 
「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った授業改善 

～思考力、判断力、表現力を高める授業づくり～ 

本 年 度 の 

努 力 点 

Ⅰ 健康でたくましい身体の育成   Ⅳ 小中一貫教育の充実 

Ⅱ 豊かな心の育成         Ⅴ 特別支援教育の充実 

Ⅲ 確かな学力の定着        Ⅵ 家庭や地域との連携 

特色ある教

育 活 動 

① 整然とした集会活動 

② 生徒会と連携した「ＡＲＭＳ(アームズ)」の推進 

〔Ａ：あいさつ、Ｒ：立腰、Ｍ：黙想、Ｓ：作業〕 

③  生徒が全力で取り組む学校行事 

  （学習発表会、合唱コンクール、体育大会応援演舞等） 

④ 学力向上タイム(アームズタイム)の推進（年 12 回以上） 

〔自力解決→グループ解決(サポート学習)→解答〕 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

二福城跡、森殿原の宝塔、春日神社、原田帯刀の墓、諏訪神社、 

オガタマノキ、薩摩氏関係の宝塔、永楽寺、篠原口古戦場跡、永利城跡、 

上野城跡遺跡、日笠山神社、入来院重聡の墓（義久・義弘・歳久の祖父） 

生 徒 の 活

躍・その他 

＜九州総体＞ 
○男子ソフトテニス部：団体戦・個人戦出場 
○女子ソフトテニス部：個人戦出場  ５位 
○水泳部 男子：団体総合優勝、400M ﾌﾘｰﾘﾚｰ ６位、400M ﾒﾄﾞﾚｰﾘﾚｰ ２位、 

100M ﾊﾞﾀﾌﾗｲ ２位、200M ﾊﾞﾀﾌﾗｲ ３位 
女子：団体総合６位、100M 平泳ぎ １位、200M 平泳ぎ １位 

○硬式テニス：個人戦出場 
○バドミントン：個人戦出場 
＜全国総体＞                ＜夏の祭典＞ 
○水泳部：100M バタフライ 決勝７位     ○吹奏楽部 金賞 
      200M バタフライ 決勝４位 
○女子ソフトテニス部：個人戦出場 
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学 校 名 水引中学校  
校長 十田 孝志 

教頭 山下 恵理子 

所 在 地 等 

〒８９９-１９２１ 水引町７６０２番地１ 

TEL ０９９６-２６-２１０４   

FAX ０９９６-２６-３９０８ 
HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/mizuhiki-j/

学  年 １年 ２年 ３年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ ２ ５ 

生 徒 数 

男 １７ １０ １１ １ ３９ 

女 １３ ４ ６ ２ ２５ 

計 ３０ １４ １７ ３ ６４ 

職 員 数 

 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ８ １ ０ １ １２ １ (１ ) １  

学 校 の

特  色 

１ 水引小と１小１中。平成 24 年度から平成 26 年度までに高城西中、滄浪
小・寄田小・西方小・湯田小が校区に統合されたことで、北は阿久根市境
から南はいちき串木野市境まで続く非常に長い海岸線を有する面積が大変
広い校区である。 

２ 水引小とともに平成 26 年度から薩摩川内市で最初のコミュニティ・スク
ールの指定を受け、校区５地区から選出された委員で成る学校運営協議会
を持ち、保護者・地域と連携した教育活動を推進している。 

３  水引小と１小１中という校区の特性を生かし、小中一貫教育の推進にも
力を入れており、小・中合同の運動会や文化祭等をはじめとした児童・生
徒の交流や小・中合同の職員研修や共同授業(職員の授業を通した交流)等、
教職員の交流も非常に活発である。 

学 校 教 

育 目 標

等 

自他と向き合い人間力を高める 
       

       

研究主題 
豊かな人間性と確かな学力・体力を身に付け、主体的にたくましく生きる

生徒の育成  ～授業・家庭学習を通じて培う学びに向かう力の育成～ 

本年度の 

努力点 

１ 基礎学力の定着・向上並びに総合力の育成 
２ コミュニティ・スクールを基盤とした小中一貫教育の一層の充実 
３ 特別支援教育の充実 
４ 生徒指導の充実 
５ 体位・体力・気力の向上 
６ 生命の尊重と心身の健康（安全・安心） 
７ 家庭・地域との連携（相互信頼関係の構築） 

特色ある教

育活動 

１ ＰＴＡと連携し、特産品「らっきょう」の栽培活動を行っている。 
２ 小中一貫教育の取組として、小・中合同運動会、中期における郷土学習

や合同宿泊学習、小１と中３のふれあい活動等を行っている。 
３ コミュニティ・スクールの取組として、小・中学校と地域が一体となっ

た文化祭を合同で開催している 

郷土の歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

〇京泊天主堂跡、船間島古墳、次郎次郎踊り、港六尺棒踊り （水引地区）
〇湯田温泉、兵六踊り、黒米・赤米栽培    （湯田地区） 
〇人形岩、西方海岸、西方御仮屋、破乱踊り  （西方地区） 
〇久見崎軍港跡、樗木家造船資料、想夫恋踊り （滄浪地区） 
〇天狗鼻望楼台、寄田三尺棒踊り、オニバス  （寄田地区） 

生徒の活

躍・その他 

〇中学生の税についての作文 川薩地区租税教育推進協議会会長賞受賞  
〇プルタブ回収活動による福祉施設への車椅子贈呈 
〇ペットボトルキャップ回収運動によるポリオワクチンの送付活動 

合言葉

校 訓 【誠実】 【錬磨】 【創造】

「気づき 考え 実行する」
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学 校 名 平成中学校  
校長 大園  誉  

教頭 久津輪 修一 

所 在 地 等 

〒８９５-０２１３ 城上町６１０番地 

TEL ０９９６-３０-１２８４   

FAX ０９９６-３０-２９６５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/heisei

-j/ 

学  年 １年 ２年 ３年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ２ １ １ ２ ６ 

生 徒 数 

男 ２１ １２ １７ ３ ５３ 

女 ２３ １３ ２０ ０ ５６ 

計 ４４ ２５ ３７ ３ １０９

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教 育 員

計 １ １ １０ １ ０ １ １４ １ (1) ０  

学 校 の

特  色 

平成中学校は、「高城東中学校」と「下東郷中学校」が統合して平成３

年４月に創立した。薩摩川内市の特色である小中一貫教育については、校

区内の小学校５・６年生と中学生全員による「合同合唱」、全体研修会（４

回／年）、授業交流、小学６年生の「中学校授業体験」、中学１年生による

小学６年生への「中学生活の紹介」など、９年間を見通した教育が行われ

ている。 

学 校 教 

育 目 標

等 

豊かな心で支え合い、共に学ぶ生徒の育成 

＜キャッチフレーズ＞ 「ひとみ輝く学校」～歌声響く学校～ 

研 究 主 題 
「主体的・対話的で深い学び」の視点に立った教育の実践 

～思考力・判断力・表現力の育成を目指した授業づくり～ 

本 年 度 の 

努 力 点 

１ 生徒の安心・安全と健康 ＜体力・気力アップ＞ 

２ 豊かな心の育成     ＜思いやりアップ＞ 

３ 確かな学力の定着    ＜学力アップ＞ 

特色ある教

育 活 動 

１ 生徒が創る「心地よく響き渡る歌声」 

２ 全生徒（同年齢・異年齢集団）が支え合い高まり合う生徒会活動 

３ 教生ひとつの学校行事の推進 

４ 平成中学校区小中一貫教育による児童生徒の交流活動 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

〇太鼓踊り（陽成・城上・高来校区）〇虚無僧踊り（高来校区） 

〇八幡太鼓（八幡校区）      〇高城温泉（西郷どん愛好の湯） 

〇横綱初代西ノ海（江戸時代）生誕地 

〇川内アリーナ・総合運動公園 

生 徒 の 活

躍・その他 

１ 早朝ボランティア活動とあいさつ運動（生徒会活動） 

２ 地域伝統行事等への参加･協力 

３ 県レベルに迫る主体的活動の部活動 

（野球部・女子バレーボール部・サッカー部・卓球部・音楽部） 

４ 音楽部の地域貢献活動（平成中学校区地域行事での演奏） 
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学 校 名 樋脇中学校  
校長 小牟禮 勉 

教頭 紙屋 貴志 

所 在 地 等 

〒８９５-１２０２ 

 樋脇町塔之原１０２９５番地 

TEL ０９９６-３８-１２４４ 

FAX ０９９６-３８-１８１５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/hiwaki-j/ 

学  年 １年 ２年 ３年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ２ ２ ２ ２ ８ 

生 徒 数 

男 ２４ ２６ ２５ ３ ７８ 

女 ２６ ２３ １８ ０ ６７ 

計 ５０ ４９ ４３ ３ １４５

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ １５ １ ０ １ ２０ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

本校区は、薩摩川内市のほぼ中央に位置しており、四方を山々に囲まれ、

自然豊かな環境にある。その中央部にはシンボル的存在の丸山がそびえ

る。校区は、主に武家屋敷に代表される歴史的な雰囲気を残す塔之原地区

と県内でも有数の温泉地である市比野温泉がある市比野地区から成り立

っている。 

本校は各学年２学級の小規模校である。校区の小学校は２小学校区（樋

脇・市比野）からなり、地域活動は活発で、ＰＴＡ活動にも積極的である。

学 校 教 

育 目 標

等 

確かな学力を身に付け、人を尊重する豊かな人間性と、たくましい生活

力を備えた生徒の育成  

校訓：学ぶ、磨く、鍛える 

キャッチフレーズ：あいさつ・思いやり・ありがとう 

研 究 主 題 

基礎的・基本的内容を確実に身に付けた生徒の育成 

～基本的学校生活習慣の確立と教科指導の充実を通して～ 

樋脇中学校区小中一貫教育目標 

「心豊かで活力（生きる力）溢れる樋脇っ子の育成」 

本 年 度 の 

努力点 

１ 学力タイムの充実や学業指導の徹底による確かな学力の定着 

２ 生徒指導の重点６項目の共通実践による豊かな人間性の育成 

３ 積極的な授業交流による小中一貫教育の推進 

４ 部活動休養日の設定や職員の意識化による業務改善の推進 

特色ある教

育 活 動 

・ ボランティア活動の実践（指月苑４月、出張ボランティア１２月、よ

さこい祭り１１月） 

・ 地域に根ざしたキャリア教育の充実 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

・ 丸山：標高２１８ｍの溶岩円頂丘（ドーム）で校区の中央に位置して

いる。 

・ 武家屋敷：武家屋敷跡や寺子屋跡、塔之原殿墓、樋脇城跡など多数の

文化財が残っている。 

生 徒 の 活

躍・その他 
・ 新聞掲載３回 
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学 校 名 入来中学校  
校長 渕上 盛人 （学校の写真） 
教頭 森山 富士子 

所 在 地 等 

〒８９５-１４０２  

入来町浦之名７６３５番地 

TEL ０９９６-４４-２０７０   

FAX ０９９６-４４-２２３２ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/iriki-j/ 

学  年 １年 ２年 ３年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ ２  ５  

生 徒 数 

男 ２１ １７ １７ ２ ５７ 

女  ９  １１ １５ ２ ３７ 

計 ３０ ２８ ３２ ４ ９４ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ １０ １ １ １ １５ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

入来中学校は、薩摩川内市の東部に位置し、設立当初からの校訓「高き

を求めて一歩前進 心を合わせ身をもって行う」のもと、キャッチフレー

ズ「い（いもこじ）・り（りつよう）・き（きそくじゅんしゅ）」を合い言

葉に、生徒・職員ともに教育活動に取り組んでいる。 

学 校 教 

育 目 標

等 

郷土を愛し、夢の実現に向けて自ら学び、心豊かにたくましく生きる生

徒を育成する。 

研 究 主 題 

 郷土を愛し、未来を拓き、夢や希望に向かって、たくましく生きる子供

の育成 

 ～中小連携した授業改善と人権教育の充実を中心として～ 

本 年 度 の 

努力点 

（１）確かな学力の定着 

（２）心に届く生徒指導の推進 

（３）自主的活動の推進 

（４）小中一貫教育への取組 

特色ある教

育 活 動 

 ２小１中の入来地域小中一貫教育の中心として、児童・生徒の交流や教

師の授業交流などを積極的に推進している。 

 中でも「ふるさと・コミュニケーション科」では、川柳に取り組み、学

校応援団を活用し、表現活動の充実を図っている。 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

 歴史的由緒深い史跡や文化財が点在し、貴重な文献として数々の「古文

書」も発掘されている。入来麓には武家屋敷群があり、国の重要文化財に

指定されている。 

生 徒 の 活

躍・その他 

 夏祭りや鉦踊り、地域運動会などに中学生が積極的に参加し、地域の方

から喜ばれている。また、子ども会活動では、中学生が企画し、２小学校

の子どもたちの交流活動を進めており、小学生のあこがれになっている。
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学 校 名 祁答院中学校  
校長 山縣 祥美 

 教頭 末吉 泰幸 

所 在 地 等 

〒８９５-１５０１  

祁答院町下手１９０番地１ 

TEL ０９９６-５５-００３０ 

FAX ０９９６-５５-０９０６ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/kedoin-j/ 

学  年 １年 ２年 ３年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ ２  ５  

生 徒 数 

男 １５ １２ １３ ３ ４３ 

女 １３ １４ １３ １ ４１ 

計 ２８ ２６ ２６ ４ ８４ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等 

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特別支援

教 育 員

計 １ １ １０ １ ０ １  １４ １ (1) ０  

学 校 の

特  色 

本校区は、旧祁答院町全域で、鹿児島市から 45 km、薩摩川内市内から

25 km の距離をもって鹿児島県のほぼ中央に位置します。 

本校の生徒は、祁答院地域の大軣小学校、上手小学校、黒木小学校、藺

牟田小学校の４小学校から進学してきます。 

野球部、女子バレーボール部、剣道部、柔道部、吹奏楽部の５つの部活

動があり、活気のある学校です。 

学 校 教 

育 目 標

等 

自立する生徒を育成する 

校訓 勉学（自発的な態度をもって不断に勉強する習慣を養い、各方面に通じ

る豊かな知性を磨く）  

   品位（生徒の本分を自覚し、礼儀正しく情操豊かな高潔な品位を養う）

   忍耐（どんな困難や苦境に出会うとも強い意志を持って切り抜けていく

心をもつ） 

研 究 主 題 
道徳教育の充実を通して、困難を乗り越える心を身につける生徒の育成 

～「わけ」をそえる活動を通して～ 

本 年 度 の 

努 力 点  

⑴ 確かな学力の定着・向上 

⑵ 基本的な生活習慣の確立と豊かな心の育成 

⑶ 体力・気力の向上 

⑷ 進路指導の充実 

⑸ 教職員研修の充実と資質向上 

特色ある教

育 活 動 

 薩摩川内市が推進する小中一貫教育における第１段階（H18.4～ H21.4）

のモデル中学校区として研究を進めてきました。本年度は第５ステージの

３年目として、校区内の大軣小、上手小、黒木小、藺牟田小との交流授業

や交流活動等、本年度実施の研究公開に向けて実践を積み重ねます。 

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

国内希少動物であるベッコウトンボが生息する藺牟田池県立自然公園

をはじめ、豊かな自然環境に恵まれた「森と湖と温泉」の地域です。また、

棚田を活用した農業教育施設の矢立農村公園「せせらぎの里」などもあり

ます。 

生 徒 の 活

躍・その他 

吹奏楽部：県中学校音楽コンクール 金賞、薩摩川内市子ども表彰 

女子バレー部：地区総体第３位、剣道部：地区総体男子団体第３位 

薩摩川内子供大綱引応援旗デザインコンテスト 市長賞、南日本ジュニア

美術展 昴賞、南九州美術展 特選、県児童生徒ゆめ立体･彫刻展 特選 
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学 校 名 里中学校 
校長 柚木 義哉 

（学校の写真） 
教頭 上山 憲一 

所 在 地 等 

〒８９６-１１０１ 里町里３３７７番地 

TEL ０９９６９-３-２００２ 

FAX ０９９６９-３-２０８０ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/sato-j/ 

学  年 １年 ２年 ３年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ １ ４ 

生 徒 数 

男 ３ ６ ６ １ １６ 

女 ５ ６ ２ １ １４ 

計 ８ １２ ８ ２ ３０ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ７ １ ０ １ １１ １ ０ ０ 

学 校 の

特  色 

「島立ち」へ向けての教育の推進 

 本校は、甑島列島の玄関口「里港」から徒歩５分の所にあり、町の中心

部に位置している。里中学校区には上級学校がないため中学校を卒業する

と子供たちは親元を離れる（「島立ち」と呼んでいる）。「島立ち」に向け

て、「生きる力」の育成を目指し、基礎学力の定着や、豊かな心の育成、

健康体力つくり、ふる里を愛する心の育成を柱に教育活動を展開してい

る。 

これらの教育活動の展開の中で小中一貫教育の充実を図っている。全職

員の共通理解と協働実践（校内研修、合同研修、係や教科間の緊密な連携）

の下で、小学校との授業交流や交流活動の充実、更には小学校英語活動へ

の支援やふるさと・コミュニケーション科の系統的な実践等を進めてい

る。 

学 校 教 

育 目 標

等 

ふる里を愛し、明るく心豊かで、たくましい身体と優れた知性を備えた生徒の育成

【校訓】自主・気魄・根性  

【キャッチフレーズ】里中発元気！（子供が輝き、学校・地域が元気）  

研 究 主 題 
ふる里を胸に、社会の中で自立していく生徒の育成 

本 年 度 の 

努力点 

１  小中一貫教育の充実       ５  ふる里の良さを生かした教育活動の推進

２  確かな学力の定着        ６  個に応じた、特別支援教育の充実  

３  豊かな心の育成         ７  学校・家庭・地域との緊密な連携  

４  健康でたくましい身体の育成   ８  信頼される教師（資質の向上）  

特色ある教

育 活 動 

１ 小中一貫教育の推進             

２  健康・安全教育（生徒会の取組） 

３ 食農教育（さつまいも生産・焼酎造り） 

４ トレーニングタイム（学力・体力の向上） 

５ 遠泳大会の実施 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

・亀城跡  ・・承久の乱の後、甑島の地頭となった小川氏が築城したと言われてい

る城跡。現在は「一の段」公園と呼ばれている。  

・武家屋敷跡  ・・亀城や、地頭の役所が置かれた周囲に広がった武士の集落跡。

・トンボロ地形・・上甑島北端にある遠見山と上甑島本島の間に形成された地形。

生 徒 の 活

躍・その他 

○県中体連総体   柔道  団体優勝  男子個人１位１人  ２位１人  ３位２人   

○薩摩川内市子供大綱引応援旗デザインコンテスト  県作文コンクール特選３人  

○全国中学総体・九州中学総体出場   
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学 校 名 海陽中学校  
校長 前田 真喜子 

教頭 中村 宣規 

所 在 地 等 

〒８９６-１６０１ 下甑町手打１４７２番地

TEL ０９９６９-７-０１０９   

FAX ０９９６９-７-０１２５ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/kaiyou-j/ 

学  年 １年 ２年 ３年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ ０ ３ 

生 徒 数 

男 ３ ６ ２ ０ １１ 

女 ０ ３ ３ ０ ６ 

計 ３ ９ ５ ０ １７ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ７ １ ０ １ １１ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

串木野から西へ約３０ｋｍに浮かぶ甑島列島の南端に位置する。昭和 

５５年４月に、下甑村立手打中学校と子岳中学校を統合して設立された。

「海陽」の名は、若人の燃える情熱と南の灼熱の太陽を象徴し、無限に広

がる海洋の雄大な環境に育まれた素晴らしい学園でありたいとの願いを

込めて命名された。校区は手打地区と片野浦地区からなる。校章は海から

登る太陽を図案化したものである。 

学 校 教 

育 目 標

等 

ふるさとを愛し、確かな学力を身に付け、心豊かにたくましく生きぬく

生徒を育成する。 

研 究 主 題 

島立ちを見据えた小中一貫教育のあり方 

１ コミュニケーション能力や人間関係構築力を身に付けた生徒の育成 

２ 確かな学力、思考力・判断力・表現力を身に付けた生徒の育成 

３ 豊かな心を身に付け、健やかな体をもった生徒の育成 

４ 夢や希望の実現を求める能力や態度を身に付けた生徒の育成 

本 年 度 の 

努力点 

１ 学習指導の充実 ２ 生き方を考える教育の充実  

３ 豊かな心を育む教育と生徒指導の充実 ４ 保健・安全指導の充実 

５ 小中一貫教育の充実 

特色ある教

育 活 動 

・小中交流学習、クリーン作戦：中学生が小学生に勉強を教えたり、海岸

のゴミ拾いをしたり、いっしょに活動します。 

・手打湾横断遠泳大会:下甑南端の手打湾を全校生徒で横断します。 

・秋季大運動会：（校区内の手打小と共に取り組み、保護者・地域の方た

ちの熱い声援を受けながら体育大会を行います。 

・駅伝大会：中学校から地域内を駅伝区間として、保護者や地域の方々の

応援に応えながら走ります。 

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

手打海岸（「釣りバカ日誌９」のロケ地にもなった下甑を代表する海岸）

武家屋敷通り(手打集落の入江に沿って 700ｍほど続く) 

釣掛崎灯台(百有余年の歴史があり、船舶の安全を現在も見守っている) 

伝統芸能(港ヤンハ・本町棒踊り・麓武士踊り・子岳手踊り) 

生 徒 の 活

躍・その他 

・県児童生徒作文コンクール市審査会 特選 
・薩摩川内市剣道選手権大会 個人３位 
・里武道大会剣道競技 個人優勝、敢闘賞 
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学 校 名 海星中学校  
校長 下中  諭  

教頭 鮎川 康弘 

所 在 地 等 

〒８９６-１５２１ 
 下甑町青瀬１０３４番地１ 
TEL ０９９６９-５-００５４   
FAX ０９９６９-５-０３２１ 
HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/kaisei-j/ 

学  年 １年 ２年 ３年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 １ １ １ ０ ３ 

生 徒 数 

男 ６ ５ ２ ０ １３ 

女 ３ １ １ ０ ５ 

計 ９ ６ ３ ０ １８ 

職 員 数 

 
校長  教頭  教諭等

養護

教諭

栄養

教諭
事務 計 主事  司書  

特 別 支 援

教育支援員

計 １ １ ７ １ １ ０ １１ １ (1) １  

学 校 の

特  色 

キャッチフレーズ：『元気な声 明るいあいさつ 海星中』 
自然豊かな環境に恵まれ、郷土の伝統や文化を生かした教育を推進している。生

徒は明るくあいさつを交わし、日々の登下校時においても、すれ違う車（運転され
る方）に立ち止まって積極的にあいさつを行う。また、教師も生徒の ｢島立ち ｣に向
けて学力向上を目指し、個別指導にも力を注ぎながら熱心に指導を行っている学校
である。  

学 校 教 

育 目 標

等 

『知・徳・体の調和のとれた生徒を育成する』 
校訓  責任…自己の責任を自覚し、やるべきことを誠実に取り組む生徒 
   耐性…自ら進んで学習や運動に励み、最後までやり遂げる生徒    

  友愛…お互いの違いを理解し、励まし合い、助け合う生徒 

研 究 主 題 

『確かな学力を育成するための「主体的・対話的で深い学び」に向けた指
導の工夫』 

 ～  ９年間の小中一貫教育による学力向上を目指して ～ 

本 年 度 の 

努力点 

１  授業の充実…目標の明確化とまとめの充実及び言語活動の充実  
２  生徒指導の充実…一人一人に応じたきめ細やかな対応  
３  礼を正し、場を清め、時を守る…あたりまえのことに磨きをかける  
４  信頼される開かれた学校づくりと説明責任…一人一人の自覚          
５  小中一貫教育の推進…自ら意欲を持って、授業交流等を推進する  

特色ある教

育 活 動 

１  学習指導・キャリア教育の充実  
・  個別学習相談及び朝学習の時間の有効活用  ・３年間職場体験実施等  

２  小中一貫教育の充実  
・  学力向上を目指した、海星中校区の共通実践事項の取組等  

３  学校・家庭・地域と連携した行事  
・ ２年立志式（子どもから親へ感謝のことば・親から子どもへ激励のことば）・
・  文化祭、地域行事での郷土芸能披露  

郷 土 の 歴

史・名所・旧

跡・文化施

設 等 

郷土芸能：「長浜波濤太鼓」「出羽踊り」「青瀬ヤンハ」「西山シアノーノー」
「鹿島太鼓」 

旧  跡：「宣教師上陸記念の碑」「かくれ念仏跡」 
自  然：「鹿島の断崖」「ナポレオン岩」「コシキトゲオトンボ」 
文化遺産：「トシドン」 

生 徒 の 活

躍・その他 

令和元年度 ・第 47 回海の子作品コンクール（鹿児島信漁連 県知事賞） 
・第 23 回 ﾄﾝﾎﾞﾛ芸術村コンテスト絵画・書道の部 

       （金賞 南日本新聞社賞 KYT 賞  奨励賞）
      ・川薩地区中学校新人体育大会 （剣道競技 第３位） 
平成 30 年度 ・第 46 回海の子作品コンクール（鹿児島信漁連 学校賞） 

・第 15 回席書会（2 年鹿児島県書道会 大賞） 
・第 23 回 ﾄﾝﾎﾞﾛ芸術村コンテスト絵画・書道の部 

（1･2 年 MBC 南日本放送賞）
・第 18 回「さわやか歯と口の健康つくり」（学校賞） 
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学 校 名 
東郷学園 
義務教育学校  

校長 三戸瀨 智 

教頭 平山  啓  
   前田 壮一 

所 在 地 等 

〒８９５-１１０６ 東郷町斧渕４５６４番地

TEL ０９９６-４２-０００１ 

FAX ０９９６-４２-０００４ 

HP:http://www.edu.satsumasendai.jp/togo-c/ 

前 期 課 程 １年 ２年 ３年 ４年 ５年 ６年 特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ２ ２ １ ２ ２ ２ ４ １５ 

児 童 数 

男 ２５ １３ ２４ ３１ ３３ ２７ １４ １６７

女 ２０ ２３ １３ ２４ １７ ２１ ４ １２２

計 ４５ ３６ ３７ ５５ ５０ ４８ １８ ２８９

後  期  課  程  ７年 ８年 ９年 
特 別  

支 援 学 級  
合計 

学 級 数 ２ ２ ２ １ ７ 

生 徒 数 

男 ３０ ２１ ２８ ２ ８１ 

女 １８ ２８ １８ １ ６５ 

計 ４８ ４９ ４６ ３ １４６

職 員 数 

 校長  教頭  教諭等 
養護
教諭

栄養
教諭

事務 計 主事  司書  
特 別 支 援
教育支援員

計 １ ２ ３１ ２ ０ ２ ３８ １ １ ４ 

学 校 の

特  色 

東郷学園義務教育学校は、開校２年目を迎える。１年目の実践・検証結

果を踏まえ、施設一体型の学校である利点を生かしながら、人権尊重の精

神を基盤として、９年間の豊かな学びの「系統性と連続性」を重視した教

育を推進している。また、コミュニティ・スクールとして地域や保護者と

連携・協働しながら児童生徒の自己肯定感を向上させ、「東郷キャリア」

を推進している。 

学 校 教 

育 目 標

等 

ふるさとを愛し 自ら学び 

 心豊かにたくましく 未来に挑む東郷の子の育成 

校訓「創 造   誠  実    挑  戦」 

かしこく  やさしく  たくましく 

研 究 主 題 
魅力あふれる東郷学園義務教育学校、東郷地域とするために 

～開校２年目のチャレンジと検証を通して～ 

本 年 度 の 

努力点 

○ 確かな学力・豊かな人間性・健やかな心身の育成 

○ 施設一体型小中一貫校及び義務教育学校に関する研究の継続 

○ コミュニティ・スクールの推進 ～win win の関係づくり～ 

特色ある教

育 活 動 

○ 地域素材を生かした小中一貫教育の展開（５～７ステージ交流学習を

中心に） 

○ 地域と協働した活動の実践（「世代を越えて地域について語ろう」「コ

ミュニティ・スクールの日」「入試面接練習」等） 

郷 土 の 歴

史・名所・

旧跡・文化

施 設 等 

【以下は、５～７ステージ交流学習等で学ぶ地域素材を中心に記載】 

○ 山田：俵踊り、鬼神舞  ○ 南瀬：太鼓踊り 

○ 斧渕：東郷文弥節人形浄瑠璃、東郷土人形  ○ 鳥丸：鷹踊り 

○ 藤川：藤川天神と臥龍梅、藤川太鼓 

児童・生徒

の 活 躍 ・ 

そ の 他 

諸コンクール・作品展・検定等の入賞者・合格者…のべ２５３名 

新聞掲載回数…２３回 

吹奏楽部…市や東郷地域の諸行事へ出演 
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○ 児童生徒数・学級数の年度別推移

【小学校】

児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

亀山小 555 20 527 24 554 24 559 24 550 22 565 24 551 25 542 23

可愛小 730 23 617 22 610 22 627 22 633 23 653 25 660 26 679 29

川内小 334 13 244 11 245 12 257 12 263 13 268 13 266 13 285 14

隈之城小 815 26 726 26 707 26 697 27 715 28 720 28 700 27 685 28

平佐西小 770 25 859 29 844 29 838 29 856 29 864 30 858 31 860 33

平佐東小 63 6 22 4 18 4 23 4 22 5 22 3 26 4 23 4

水引小 169 9 129 7 130 7 131 7 128 8 128 8 134 8 124 8

永利小 420 14 467 18 497 19 503 19 505 18 517 18 525 20 507 20

峰山小 91 7 35 5 35 5 32 6 29 5 29 6 32 6 29 5

寄田小 18 3

滄浪小 26 3

八幡小 83 6 54 6 45 5 47 7 41 6 45 5 39 5 36 6

育英小 312 13 399 16 393 15 396 15 375 15 372 16 380 17 377 17

高来小 130 6 121 7 112 8 122 8 119 8 134 7 131 8 111 8

城上小 87 7 58 7 55 7 49 7 43 5 45 7 42 6 40 5

吉川小 17 3 20 3

陽成小 35 4 19 3 15 3 13 3 12 3

湯田小 28 4

西方小 13 3

樋脇小 192 8 152 7 148 7 146 7 137 8 140 8 140 8 136 8

市比野小 177 7 178 7 170 7 165 7 166 7 161 8 139 8 145 8

倉野小 12 3

藤本小 12 3

野下小 9 3

入来小 119 6 81 7 87 7 87 7 94 8 145 8 136 8 132 8

副田小 149 6 94 7 93 7 85 7 84 8 79 8 81 8 91 8

朝陽小 38 5 28 4 28 4 28 3 25 3

大馬越小 26 3 15 3 16 3 14 3 16 4

東郷小 229 9 229 9 237 11 244 11 318 15 302 15

山田小 12 3 17 3 10 3 15 4

南瀬小 28 4 15 4 15 4 15 5

鳥丸小 41 5 21 3 21 4 22 4

藤川小 20 4 11 3 10 3 9 3

黒木小 47 5 34 4 31 4 29 4 30 4 32 4 25 3 21 4

大軣小 84 6 58 8 56 6 58 7 65 7 67 8 72 8 67 8

上手小 61 6 35 4 37 4 35 4 29 3 31 4 31 4 33 5

藺牟田小 47 5 61 7 55 7 51 6 41 6 31 4 35 5 36 5

（H３０．４．１閉校）

（Ｈ２９．４.１閉校）

（Ｈ２９．４.１閉校）

（H３０．４．１閉校）

（Ｈ２７．４．１閉校）

（Ｈ２６．４．１閉校）

（H３０．４．１閉校）

（Ｈ２５．４．１閉校）

（Ｈ２５．４．１閉校）

（Ｈ２２．４．１閉校）

（Ｈ２３．４．１閉校）

平成31年度
学校名

平成16年度 平成26年度

（Ｈ２４．４．１閉校）

（Ｈ２４．４．１閉校）

平成27年度 平成28年度 平成29年度 平成30年度 令和2年度

（Ｈ２９．４.１閉校）

（Ｈ２９．４.１閉校）

東郷学園へ

※平成16年度～平成30年度については、各年5月1日現在の実数であ

る。
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児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数 児童数 学級数

里小 75 6 68 7 59 7 61 7 49 5 51 6 52 5 58 6

中津小 32 3 36 4 38 4 42 4 32 5 28 4 26 4 23 4

平良小 16 3

浦内小 14 3

手打小 52 5 44 5 40 4 29 3 31 3 33 5 24 4 21 4

西山小 12 3

青瀬小 21 3

長浜小 43 4 58 6 49 5 47 5 34 4 40 4 35 4 30 4

子岳小 11 3

鹿島小 38 5 20 3 17 3 18 3 25 4 29 4 26 5 21 4

計 6,313 324 5,552 293 5,477 290 5,494 294 5,467 282 5,531 280 5,166 270 5,112 276

【中学校】

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数

川内北中 741 22 752 24 742 24 732 21 727 23 740 25 728 25 741 25

川内中央中 593 17 562 17 553 17 541 17 533 17 527 17 542 17 518 16

川内南中 654 19 558 20 544 18 550 19 566 20 576 19 592 19 579 19

水引中 119 5 79 4 75 4 77 4 64 4 63 5 52 5 64 5

高江中 76 4 20 4 19 4 19 4 13 4

平成中 186 7 120 4 122 5 121 5 117 6 112 5 98 5 109 6

高城西中 30 3

樋脇中 241 9 179 7 174 7 163 7 160 8 155 8 145 8 145 8

入来中 197 7 104 4 100 4 122 5 119 5 115 5 97 4 94 5

東郷中 175 6 187 7 183 7 158 6 138 6 135 6

祁答院中 152 5 107 4 106 4 106 4 94 5 90 5 83 5 84 5

里中 46 3 14 3 25 3 26 3 35 3 27 4 27 4 30 4

上甑中 40 3 20 3 19 3 19 3 17 3 14 2 12 2

海陽中 35 3 28 3 28 3 30 3 21 3 21 3 22 3 17 3

海星中 38 3 22 4 21 3 19 3 15 3 16 3 18 3 18 3

鹿島中 14 2

計 3,337 118 2,752 108 2,711 106 2,683 104 2,619 110 2,591 107 2,416 100 2,399 99

【義務教育学校】

児童生徒数 学級数 児童生徒数 学級数 児童生徒数 学級数 児童生徒数 学級数 児童生徒数 学級数 児童生徒数 学級数 児童生徒数 学級数 児童生徒数 学級数

297 15 289 15

143 7 146 7

合　計 9,650 442 8,304 401 8,188 396 8,177 398 8,086 392 8,122 387 8,022 392 7,946 397

平成30年度 令和2年度

学校名

学校名
平成27年度 平成28年度 平成29年度

平成16年度

学校名
平成16年度

平成16年度 平成26年度

平成30年度

（Ｈ２４．４．１閉校）

生徒数

（Ｈ２３．４．１閉校）

平成26年度

（Ｈ２５．４．１閉校）

令和2年度

令和2年度平成29年度

平成30年度平成27年度

平成27年度 平成28年度平成26年度

（Ｈ２０．４．１閉校）

（Ｈ２４．４．１閉校）

（Ｈ２４．４．１閉校）

東郷学園

（H３０．４．１閉校）

(前期課程)

(後期課程)

平成28年度 平成29年度 平成31年度

平成31年度

（Ｈ２４．４．１から休校）

平成31年度

(前期課程)

(後期課程)

東郷学園へ

(R2.4.1休校)
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○○県県立立高高等等学学校校のの一一覧覧

備考

令和2年4月7日
現在

令和2年4月7日
現在

令和2年4月7日
現在

○○私私立立中中学学校校のの一一覧覧

備考

令和2年4月1日
現在

※校長については、れいめい高等学校と兼務しており、れいめい中学校の教育職員数には本務者のみとして含んでいない。

○○私私立立高高等等学学校校のの一一覧覧

備考

令和2年4月1日
現在

※校長については、れいめい中学校と兼務しており、れいめい高等学校の教育職員数に含んでいる。

○○大大学学のの一一覧覧

備考

令和2年4月4日
現在

○○大大学学院院のの一一覧覧

備考

令和2年4月4日
現在

※学長、副学長、教育職員、事務職員については、鹿児島純心女子大学と兼務

○○そそのの他他のの教教育育関関係係機機関関のの一一覧覧

備考

令和2年4月7日
現在

令和2年4月8日
現在

所在地 ＴＥＬ ＦＡＸ
教育
職員数

事務
職員数

その他
職員数

1 487 19

71 35 0

人間教育学部
学生数

90

れいめい高等学校
隈之城町
2205

0996
23-3178

国際人間学部
学生数

看護栄養学部
学生数

90 384

0996
27-0920

42 5

ＦＡＸ
教育
職員数

事務
職員数

その他
職員数

生徒数 学級数

14 1 0 134 6

学校名 所在地

れいめい中学校

教頭名

田畑　研一

191 9

隈之城町
2205

ＴＥＬ ＦＡＸ
教育
職員数

事務
職員数

その他
職員数

生徒数 学級数

生徒数 学級数

856 23

819 24

事務
職員数

その他
職員数

78

33

8 0

7 0

3 9

ＦＡＸ

0996
22-1542

0996
25-1018

0996
44-5022

教育
職員数

58

ＴＥＬ学校名 校長名 教頭名 所在地

御陵下町
6－3

川内高等学校
0996

23-7274

校長名

0996
25-2554

0996
44-5020

平佐町
1835

入来町副田
5961

小牧　剛
田口　浩太郎

中間　淳一
清川　康雄

白石　秀逸

0996
23-5030

帆西　弘幸

孤杉　勉 中嶋　康明

学校名 学長名 副学長名

川内商工高等学校

川薩清修館高等学校

学校名

事務
職員数

その他
職員数

鹿児島純心女子大学 山口　明美 岡村　和信

学校名 学長名 副学長名

天辰町
2365

0996
23-5311

人間科学研究科
学生数

12
鹿児島純心女子大学
大学院

山口　明美 岡村　和信
天辰町
2365

0996
23-5311

0996
23-5030

※ ※

教頭名

前屋　寛

学長名 副学長名 所在地

0

所在地 ＴＥＬ ＦＡＸ
教育
職員数

ＴＥＬ ＦＡＸ

徳留　秀樹
0996

23-8801
0996

23-8858

所在地 ＴＥＬ

教育
職員数

校長名

徳留　秀樹

事務
職員数

その他
職員数

九州職業能力開発
大学校附属
川内職業能力開発
短期大学校

古田　光則 －
高城町
2526

0996
22-2121

0996
22-6612

学校名

17

12
国立・県営
鹿児島障害者職業
能力開発校

新・　政志 鮫島　健太郎
入来町浦
之名
1432

0996
44-2206

0996
44-2207

9 4

15 48 7

生徒数 学科数

143 3

3
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薩薩摩摩川川内内市市のの文文化化財財一一覧覧
⑴　国指定文化財 令和2年4月1日現在

№ 種別 名　　称 地域 所在地
指定
年月日

1
有形文化財
（工芸品）

銅鏡　花鳥文様　永仁二年三月十
八日施入ノ銘アリ　一面

川内
宮内町1935-2
新田神社

T7.4.8

2
有形文化財
（工芸品）

柏樹鷹狩鏡　一面 川内
宮内町1935-2
新田神社

S28.11.14

3
有形文化財
（工芸品）

秋草蝶鳥鏡　一面 川内
宮内町1935-2
新田神社

S28.11.14

4
有形文化財
（古文書）

新田神社文書（百二十四通）九
巻、一枚

川内
中郷二丁目2-6
川内歴史資料館

S58.6.6

5
有形文化財
（歴史資料）

船大工樗木家関係資料 川内
中郷二丁目2-6
川内歴史資料館

H7.6.15

6
有形文化財
(建造物)

旧増田家住宅 入来 入来町浦之名77 H26.12.10

7 無形民俗文化財 甑島のトシドン 下甑
下甑町手打、片野浦、瀬々野浦、
青瀬

S52.5.17

8 無形民俗文化財 東郷文弥節人形浄瑠璃 東郷 東郷町斧渕 H20.3.13

9
記念物

（史跡）
薩摩国分寺跡 川内 国分寺町字大都及び下台の一部 S19.11.13

10
記念物

（史跡）
清色城跡 入来

入来町浦之名字庵之坂、赤城之
前、古春、後之迫

H16.9.30

11
記念物

（天然記念物）
藺牟田池の泥炭形成植物群落 祁答院

祁答院町藺牟田1994
藺牟田池

T10.3.3

里 里町里字柳ヶ迫
上甑 上甑町中野字橋ヶ迫
下甑 下甑町青瀬字池平

13
記念物

（天然記念物）
藤川天神の臥龍梅 東郷

東郷町藤川1266
藤川天神

S16.10.3

14
記念物

（天然記念物）
永利のオガタマノキ 川内

永利町石神106-1
石神神社

S19.11.13

里
上甑
下甑
鹿島
里 里町里字牛瀬3026外
上甑 上甑町瀬上字大浦30外

⑵　県指定文化財

1
有形文化財
（建造物）

新田神社本殿　拝殿　舞殿
勅使殿　両脇摂社

川内
宮内町1935-2
新田神社

H2.3.23

2
有形文化財
（彫刻）

阿弥陀如来坐像　1軀
両脇侍像　2軀

川内
高江町長崎1044
長崎公民館

S62.3.16

3
有形文化財

（書跡・典籍）
里八幡神社の大般若波羅蜜多経 里

中郷町2丁目2-6
川内歴史資料館

H30.4.20

4 有形民俗文化財 入来町中組の田の神 入来 入来町副田4530-1 S41.3.11

5 有形民俗文化財 甑島の植物繊維衣料 下甑
下甑町手打1031
下甑郷土館

H17.4.19

6 無形民俗文化財 南方神社春祭に伴う芸能（田打） 川内
高江町
南方神社

S37.10.24

7 無形民俗文化財 入来町の疱瘡踊 入来 入来町浦之名 S38.6.17

8 無形民俗文化財
新田神社の御田植祭に伴う芸能
（奴踊、棒踊）

川内
宮内町1935-2
新田神社神田

S38.6.17

9 無形民俗文化財 久見崎盆踊（想夫恋） 川内 久見崎町 S46.5.31

10 無形民俗文化財 甑島の内侍舞 里
里町里1580
八幡神社

H13.4.27

11 無形民俗文化財 川内大綱引 川内 H18.4.21

12
記念物

（天然記念物）
オニバス自生地 川内

寄田町885-39、886-3、886-6（小
比良池）

S30.1.14

13
記念物

（史跡）
天辰寺前古墳 川内 天辰町寺前651 -2の一部 H25.4.23

14
有形文化財
（考古資料）

天辰寺前古墳出土品 川内 御陵下町413-17 H25.4.23

15
記念物

（天然記念物）
下甑島夜萩円山断崖の白亜系姫浦
層群

鹿島 鹿島町藺牟田夜萩1018-1 H25.4.23

16

甑島（地域を定めず） S46.5.1915

甑島長目の浜及び潟湖群の植物群
落

H27.3.10

12
記念物

（天然記念物）

記念物
（天然記念物）

カラスバト

ヘゴ自生北限地帯 T15.10.27

記念物
（天然記念物）
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⑶　国選定文化財

1
伝統的建造物群

保存地区
薩摩川内市入来麓伝統的建造物群
保存地区

入来 入来町浦之名 H15.12.25

⑷　国登録文化財

1
有形文化財
（建造物）

鹿島村離島住民生活センター
（旧藺牟田漁業組合）

鹿島 鹿島町藺牟田1611-5 H13.8.28

2
有形文化財
（建造物）

新大橋 入来 入来町浦之名 H16.11.8

⑸　国選択文化財

里
上甑
下甑
鹿島

2 無形民俗文化財 東郷人形浄瑠璃 東郷 東郷町斧渕 S54.12.7

3 無形民俗文化財 薩摩川内の大綱引き 川内 向田・大小路地区 H31.3.28

⑹　市指定文化財

1
有形文化財
（建造物）

江之口橋 川内 高江町（八間川河口） S47.4.1

2
有形文化財
（建造物）

かやぶき門 入来 入来町浦之名130-1 S57.3.16

3
有形文化財
（建造物）

降来橋と擬宝珠 川内 宮内町1935-2 S61.3.26

4
有形文化財
（建造物）

兼喜神社本殿および拝殿 川内 平佐町1850 S61.3.26

5
有形文化財
（建造物）

田中邸の漆喰壁土蔵 入来 入来町浦之名56 H6.2.8

6
有形文化財
（建造物）

笹野橋 東郷 東郷町南瀬笹野（山田川） H7.6.12

7
有形文化財
（建造物）

藤田家住宅　主屋　附属屋　附
氏神　石垣　石門

入来 入来町浦之名 H30.8.27

8
有形文化財
（彫刻）

松尾神社の木像 東郷
東郷町斧渕五社
松尾神社

S46.7.13

9
有形文化財
（彫刻）

三島仁王像 樋脇 樋脇町塔之原554 S50.9.1

10
有形文化財
（彫刻）

福昌寺仁王石像 川内
向田町1040
福昌禅寺

S60.3.27

11
有形文化財
（彫刻）

昌了寺跡の仁王像 入来 入来町浦之名7570 S62.3.7

12
有形文化財
（彫刻）

天福寺阿弥陀如来像 川内 中村町6026 H4.3.25

13
有形文化財
（彫刻）

南瀬山之口の虚空蔵菩薩像 東郷 東郷町南瀬山ノ口 H7.6.12

14
有形文化財
（彫刻）

山王岳木造仏三尊像 祁答院 祁答院町藺牟田1927 H15.3.1

15
有形文化財
（彫刻）

円明院仁王像 祁答院 祁答院町黒木191-1 H15.3.1

16
有形文化財
（古文書）

宥印法印文書 川内
中郷二丁目2-6
川内歴史資料館

S61.3.26

17
有形文化財
（考古資料）

石笛 里 里町里444 S57.2.1

18
有形文化財
（考古資料）

清水寺経壺 川内
中郷二丁目2-6
川内歴史資料館

S60.3.27

19
有形文化財
（考古資料）

青磁蓮花唐草文碗
青磁櫛描き文皿

川内
中郷二丁目2-6
川内歴史資料館

H7.3.24

20
有形文化財
（歴史資料）

宥印法印の墓 川内
大小路町
泰平寺

S42.9.23

21
有形文化財
（歴史資料）

経塚山板碑 東郷 東郷町斧渕 S46.7.13

22
有形文化財
（歴史資料）

平佐焼絵形 川内
中郷二丁目2-6
川内歴史資料館

S46.11.1

23
有形文化財
（歴史資料）

東郷渋谷氏宝篋印塔 樋脇 樋脇町塔之原7192-1 S50.9.1

24
有形文化財
（歴史資料）

霧島若宮神社の宝塔残欠 樋脇 樋脇町塔之原 S50.9.1

25
有形文化財
（歴史資料）

倉野殿墓 樋脇 樋脇町倉野2549 S50.9.1

26
有形文化財
（歴史資料）

下甑嶋藺牟田村御検地台帳他四冊 鹿島 鹿島町藺牟田1457-10　鹿島支所 S52.6.20

1 無形民俗文化財 甑島の葛布の紡織習俗 鹿児島県（地域を定めず） S45.3.1
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27
有形文化財
（歴史資料）

森殿原の宝塔 川内 宮崎町字森殿原1834 S56.12.5

28
有形文化財
（歴史資料）

南瀬観音古石塔群 東郷 東郷町南瀬向江原 S57.11.10

29
有形文化財
（歴史資料）

大村郷絵地図 祁答院 祁答院町下手275-2 S58.4.21

30
有形文化財
（歴史資料）

藺牟田郷諸家系図帳 祁答院 祁答院町藺牟田138 S58.4.21

31
有形文化財
（歴史資料）

宇都六地蔵塔 祁答院 祁答院町下手5365 S58.4.21

32
有形文化財
（歴史資料）

薩摩国分寺層塔 川内 国分寺町字西原4346-1 S60.3.27

33
有形文化財
（歴史資料）

太平橋架橋碑 川内
東開聞町14-1
ポケットパーク

S61.3.26

34
有形文化財
（歴史資料）

船瀬殿墓 入来 入来町浦之名53 S62.3.7

35
有形文化財
（歴史資料）

樋脇郷鳥瞰図 樋脇
樋脇町市比野
樋脇郷土館

S63.6.24

36
有形文化財
（歴史資料）

熊野神社板碑 川内 中郷一丁目327 H1.9.26

37
有形文化財
（歴史資料）

泰平寺住僧墓 川内
大小路町2158
泰平寺墓地

H4.3.25

38
有形文化財
（歴史資料）

ロザリオ聖母踏絵 川内
中郷二丁目2-6
川内歴史資料館

H4.3.25

39
有形文化財
（歴史資料）

宍野殿古石塔群 東郷 東郷町宍野 H12.12.8

40
有形文化財
（歴史資料）

鹿島のどん（梵鐘） 鹿島 鹿島町47 H16.7.27

41 有形民俗文化財 宮里田の神石像 川内 宮里町字日吉地内 S56.12.5

42 有形民俗文化財 松下田庚申塔 川内 城上町字松下田5416 S56.12.5

43 有形民俗文化財 尾白江庚申供養燈籠 川内 尾白江町3221 S56.12.5

44 有形民俗文化財 松下田の田の神 入来 入来町浦之名14267 S57.3.16

45 有形民俗文化財 本庵の田の神 樋脇 樋脇町塔之原5338 S62.1.10

46 有形民俗文化財 祢地山の田の神 樋脇 樋脇町祢地山 S62.1.10

47 有形民俗文化財 石堂の田の神 東郷 東郷町斧渕石堂 H2.5.15

48 有形民俗文化財 山田玉田の田の神 東郷 東郷町山田玉田 H2.5.15

49 有形民俗文化財 山田下の女田の神 東郷
東郷町山田山田下
生涯学習センター

H2.5.15

50 有形民俗文化財 今村庚申塔 川内 田海町1425 H7.3.24

51 有形民俗文化財 ツーロ 鹿島
鹿島町1530
鹿島生涯学習ｾﾝﾀｰ

H13.12.17

52 有形民俗文化財 藺牟田麓西の石敢当 祁答院 祁答院町藺牟田8130-1 H15.3.1

53 無形民俗文化財 南瀬の太鼓踊 東郷 東郷町南瀬 S46.7.13

54 無形民俗文化財 山田楽 東郷 東郷町山田 S46.7.13

55 無形民俗文化財
倉野太鼓踊
（諏訪神社例祭に伴う芸能）

樋脇
樋脇町倉野
諏訪神社

S48.3.14

56 無形民俗文化財 樋脇武士踊 樋脇 樋脇町塔之原 S48.3.14

57 無形民俗文化財 上手太鼓踊 樋脇 樋脇町市比野 S48.3.14

58 無形民俗文化財
塔之原一区太鼓踊・花尾楽
（諏訪神社夏祭に伴う芸能）

樋脇
樋脇町塔之原
諏訪神社

S48.3.14

59 無形民俗文化財 野下鎌踊 樋脇 樋脇町市比野野下 S48.3.14

60 無形民俗文化財 藤本棒踊 樋脇 樋脇町藤本 S48.3.14

61 無形民俗文化財
岩下棒踊
（熊野神社例祭に伴う芸能）

樋脇
樋脇町塔之原岩下
熊野神社

S48.3.14

62 無形民俗文化財
入来神舞
（大宮神社例祭に伴う芸能）

入来 入来町浦之名7303 S49.7.1
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63 無形民俗文化財
次郎次郎踊
（射勝神社春祭に伴う芸能）

川内
水引町字射勝5921
射勝神社

S56.12.5

64 無形民俗文化財 里の武者踊 里 里町里3283 S57.2.1

65 無形民俗文化財 さっこら踊 里 里町里115 S57.2.1

66 無形民俗文化財
朝陽太鼓踊
（諏訪神社例祭に伴う芸能）

入来 入来町浦之名朝陽12637 H1.6.21

67 無形民俗文化財
山下太鼓踊
（諏訪神社例祭に伴う芸能）

入来 入来町浦之名山下6816 H1.6.21

68 無形民俗文化財
下手太鼓踊
（諏訪神社例祭に伴う芸能）

入来 入来町副田下手3124-1 H1.6.21

69 無形民俗文化財 飯母鷹踊 川内
中村町4927
飯母集会所

H7.3.24

70 無形民俗文化財
高城町太鼓踊
（高城神社例祭に伴う芸能）

川内 高城町2308 H7.3.24

71 無形民俗文化財
中郷虚無僧踊
（諏訪神社例祭に伴う芸能）

川内 中郷町6485-7 H7.3.24

72 無形民俗文化財 南瀬下の太鼓踊（アケスメロ） 東郷 東郷町南瀬 H7.6.12

73 無形民俗文化財 鹿島のトシドン 鹿島
鹿島町1530-1
鹿島生涯学習ｾﾝﾀｰ

H13.12.17

74 無形民俗文化財 武士踊 下甑 薩摩川内市下甑町手打麓 H27.3.26

75 無形民俗文化財 青瀬ヤンハ 下甑 薩摩川内市下甑町青瀬 H27.3.26

76 無形民俗文化財 網持ちばやし 下甑 薩摩川内市下甑町青瀬 H27.3.26

77 無形民俗文化財 出羽踊 下甑 薩摩川内市下甑町長浜 H27.3.26

78 無形民俗文化財 シアノーノー 下甑 薩摩川内市下甑町瀬々野浦 H27.3.26

79 無形民俗文化財
一條神社太鼓踊(一條神社例祭に
伴う芸能)

川内 薩摩川内市陽成町 H30.8.27

80 無形民俗文化財
中郷太鼓踊(諏訪神社夏の例祭に
伴う芸能)

川内 薩摩川内市中郷町 H30.8.27

81 無形民俗文化財
高江太鼓踊(南方神社秋祭に伴う
芸能)

川内 薩摩川内市高江町 H30.8.27

82 無形民俗文化財
城上町太鼓踊(児美神社例祭に伴
う芸能)

川内 薩摩川内市城上町 H30.8.27

83 無形民俗文化財
大馬越太鼓踊(鷹子神社例祭に伴
う芸能)

入来 薩摩川内市入来町大馬越 H30.8.27

84 無形民俗文化財
元村楽太鼓踊(諏訪神社例祭に伴
う芸能)

入来 薩摩川内市入来町副田 H30.8.27

85
記念物

（史跡）
平佐焼窯跡 川内 天辰町皿山2992 S42.9.23

86
記念物

（史跡）
和睦石 川内

大小路町
泰平寺

S42.9.23

87
記念物

（史跡）
香積寺跡石塔群等 東郷 東郷町南瀬城ヶ原 S46.7.13

88
記念物

（史跡）
船間島古墳 川内 港町510 S46.11.1

89
記念物

（史跡）
江崎鼻祈願銘文 下甑 下甑町青瀬字焼原1404-1 S48.4.1

90
記念物

（史跡）
お石塔 入来 入来町浦之名向山6791 S49.7.1

91
記念物

（史跡）
いくさ墓 入来 入来町浦之名555 S49.7.1

92
記念物

（史跡）
渋谷有重の墓塔 入来 入来町浦之名9090 S49.7.1

93
記念物

（史跡）
大永板碑 入来 入来町浦之名9728-ｚ S49.7.1

94
記念物

（史跡）
天文板碑 入来 入来町浦之名9728-ｚ S49.7.1

95
記念物

（史跡）
下手の十三仏塔 入来 入来町副田3243-4 S49.7.1

96
記念物

（史跡）
麓下の三十三観音塔 入来 入来町浦之名166 S49.7.1

97
記念物

（史跡）
旦那墓 入来 入来町副田206-2 S49.7.1

98
記念物

（史跡）
小路磨崖仏 東郷 東郷町斧渕愛宕山 S50.7.28
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99
記念物

（史跡）
瑠璃光寺跡石塔群 樋脇 樋脇町塔之原891 S50.9.1

100
記念物

（史跡）
倉野磨崖仏 樋脇 樋脇町倉野1181 S50.9.1

101
記念物

（史跡）
倉野六地蔵塔 樋脇 樋脇町倉野1181 S50.9.1

102
記念物

（史跡）
木下逆修塔群 樋脇 樋脇町倉野484 S50.9.1

103
記念物

（史跡）
笹嶺馬頭観音 樋脇 樋脇町倉野1892 S50.9.1

104
記念物

（史跡）
塔之原殿墓 樋脇 樋脇町塔之原6607 S50.9.1

105
記念物

（史跡）
薬師堂荒神石塔 樋脇 樋脇町塔之原409-5 S50.9.1

106
記念物

（史跡）
愛宕山勝軍地蔵 樋脇 樋脇町塔之原4837 S50.9.1

107
記念物

（史跡）
樋脇郷地頭仮屋跡 樋脇 樋脇町塔之原485 S50.9.1

108
記念物

（史跡）
快慶入定の石室 樋脇 樋脇町塔之原1346 S50.9.1

109
記念物

（史跡）
祢礼北六地蔵塔 樋脇 樋脇町塔之原10608 S50.9.1

110
記念物

（史跡）
市比野駅の跡 樋脇 樋脇町市比野2120-6 S50.9.1

111
記念物

（史跡）
玄豊寺跡石塔群 樋脇 樋脇町市比野3482-3 S50.9.1

112
記念物

（史跡）
阿弥陀殿の岩仏 樋脇 樋脇町市比野9941 S50.9.1

113
記念物

（史跡）
牛鼻の逆修塔群 樋脇 樋脇町市比野10834 S50.9.1

114
記念物

（史跡）
屋所石塔群 祁答院 祁答院町藺牟田4394 S52.4.1

115
記念物

（史跡）
藺落丘のかくれ念仏 鹿島 鹿島町字藺落1441、1590、1529 S52.6.20

116
記念物

（史跡）
永田十三仏塔 樋脇 樋脇町塔之原13424 S54.12.1

117
記念物

（史跡）
亀城跡 里 里町里1684-1、2 S56.3.6

118
記念物

（史跡）
小川の森 里 里町里2260 S56.3.6

119
記念物

（史跡）
隠山のかくれ念仏 里 里町里548 S56.3.6

120
記念物

（史跡）
北郷家墓地 川内 平佐町2088 S56.12.5

121
記念物

（史跡）
神籠岳の環状列石 入来 入来町浦之名13440-6 S57.3.16

122
記念物

（史跡）
大乗妙典千部塔 祁答院 祁答院町黒木4343 S58.4.21

123
記念物

（史跡）
岩屋観音磨崖仏 祁答院 祁答院町上手702-2 S58.4.21

124
記念物

（史跡）
鳥追の杜 川内 鳥追町102 S60.3.27

125
記念物

（史跡）
戸田観音石塔群等 川内 中村町戸田 S60.3.27

126
記念物

（史跡）
久住阿弥陀山磨崖仏 川内 久住町490 S60.3.27

127
記念物

（史跡）
天狗鼻海軍望楼台 川内 寄田町1094-2 S60.3.27

128
記念物

（史跡）
大源寺跡入来院氏関係石塔群 川内 隈之城町1531 S61.3.26

129
記念物

（史跡）
栗下磨崖仏 入来 入来町浦之名5987 S62.3.7

130
記念物

（史跡）
後醍院源良任之墓 樋脇 樋脇町和田 H1.1.23

131
記念物

（史跡）
般者殿墓 入来 入来町浦之名6809 H1.6.21

132
記念物

（史跡）
島津歳久及び殉死者の供養塔 川内 田海町2409 H1.9.26

133
記念物

（史跡）
高城氏石塔群 川内 高城町1301 H1.9.26

134
記念物

（史跡）
北山寺住僧墓 川内 高城町4660 H1.9.26
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135
記念物

（史跡）
水引経塚 川内 水引町5576-2 H1.9.26

136
記念物

（史跡）
司野古石塔群 東郷 東郷町斧渕・司野下 H2.5.15

137
記念物

（史跡）
山田古石塔群 東郷 東郷町山田・沖田 H2.5.15

138
記念物

（史跡）
古城殿石塔 東郷 東郷町斧渕・古城 H2.5.15

139
記念物

（史跡）
渋谷重親墓碑 東郷 東郷町斧渕・小路 H2.5.15

140
記念物

（史跡）
横岡古墳 川内

上川内町字釜口4770-1
横岡古墳公園

H4.3.25

141
記念物

（史跡）
桃花山浄興寺跡石塔群 川内 高城町3059-209 H7.3.24

142
記念物

（史跡）
上野氏関係石塔群 川内 百次町2385 H11.4.22

143
記念物

（史跡）
下岩戸のかくれ念仏 樋脇 樋脇町倉野2419-2 H14.4.25

144
記念物

（史跡）
永源寺跡石塔群 祁答院 祁答院町黒木165 H15.3.1

145
記念物

（史跡）
大村古城跡 祁答院 祁答院町下手字中嶌961-3 H15.3.1

146
記念物

（史跡）
良重寺跡石塔群 祁答院 祁答院町下手字早馬水流4481-5 H15.3.1

147
記念物

（史跡）
龍盛寺跡石塔群 祁答院 祁答院町下手馬頃尾字石原2972-3 H15.3.1

148
記念物

（史跡）
大翁寺跡石塔群等 祁答院 祁答院町藺牟田9071 H15.3.1

149
記念物

（史跡）
入来院重高墓塔 入来 入来町副田6841-2 H15.5.9

150
記念物

（名勝）
瀬尾瀑布（滝の観音） 下甑 下甑町青瀬 S48.4.1

151
記念物

（天然記念物）
新田神社の大樟 川内

宮内町1935-2
新田神社

S46.11.1

152
記念物

（天然記念物）
諏訪神社のイスノキ 入来 入来町浦之名22 S49.7.1

153
記念物

（天然記念物）
鷹之巣神社のイチイガシ 入来 入来町浦之名13614-2 S49.7.1

154
記念物

（天然記念物）
ウミネコ繁殖地 鹿島

鹿島町字三本迫2531-1～2533-1、
字下藺落2512

S52.6.20

155
記念物

（天然記念物）
珊瑚群生地 鹿島 鹿島町夜萩浦海底 S52.6.20

156
記念物

（天然記念物）
梶原家の大ソテツ 鹿島 鹿島町108 S52.6.20

157
記念物

（天然記念物）
徳船寺境内及周辺樹林 鹿島 鹿島町字橋之口1590、1529 S52.6.20

158
記念物

（天然記念物）
久留須梅 東郷 東郷町藤川上園 H2.5.15

159
記念物

（天然記念物）
久見崎ハマボウ自生地 川内

久見崎町字蛎原崎35-1、40-2、40-
3

H12.8.1
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教教育育機機関関のの状状況況  

［［川川内内歴歴史史資資料料館館］］  

●所 在 地   中郷二丁目２番６号 （電話 0996-20-2344） 
●開  館   昭和５９年２月１１日 
●施  設   《本館 鉄筋コンクリート造３階建 一部ピロティー》 

・敷地面積 ７，５２３．９１㎡   
・建築面積 １，３１３．９０㎡ 
・延床面積 １，７８２．８１㎡ 

《屋外便所 鉄筋コンクリート造平家建》 ・建築面積 ３０．２４㎡ 
 ●開館時間等 
  ・開館時間 午前９時〜午後５時（入館は午後４時３０分まで） 

・休館日 月曜日（その日が国民の祝日の場合は翌日休館） 
・入館料 大人：２００円（２０人以上の団体は１人１６０円） 

小・中・義務教育学校生、高校生：１００円（２０人以上の団体は１人８０円） 
※ 未就学児は無料。高校生以下は、土日等は無料。 

●常設展示 
・ロビー展示  ⇒ 川内の地層パネル、川内地図模型、渡し舟 
・考古コーナー（旧石器時代～古墳時代）⇒ 貝塚はぎとり展示、横岡古墳石室移設復元など 
・歴史コーナー（奈良時代～現代） ⇒ 薩摩国府・国分寺、新田神社など 
・民俗コーナー  ⇒ 復元民家、漁労、稲作、昔の遊び、田の神さぁなど 
・部門別コーナー ⇒ 久見崎船手、平佐焼、岩谷松平、川内大綱引、太平橋など 
・屋外展示 ⇒ 薩摩型船（原寸大）・田の神さぁ・石風呂など 

●収蔵資料数                        （令和２年４月１日現在） 
 考 古 歴 史 民 俗 美 術 その他 計 

資 料 数 ７２９ ３，７６６ ３，７８０ ４３６ ５７０ ９，２８１

 
《令和２年度事業計画》 
※展示・企画・講座等 
 1 トピック展示「薩摩川内の『麓』」 
   4 月 7 日（火）～12 月 6 日（日） 
 2 トピック展示「華やかな八橋蒔絵螺鈿硯箱と絵葉書」 

4 月 28 日（火）～6 月 7日（日） 
  3 トピック展示「日本書紀 1300 年記念パネル展」 
   12 月 8 日（火）～令和 3 年 3月 21 日（日） 

  4 東京オリンピック・かごしま国体記念企画展 
    7 月 8 日（水）～10 月 25 日（日） 
    5 戦後 75 年企画展 
    7 月 28 日（火）～10 月 11 日（日） 
  6 資料館講演会（年 1 回） 
  7 史跡めぐり（年 1 回） 
 8 工作教室（年 4 回） 
 9 いきいき生涯学習事業（年 2回） 
 10 歴史講座（7 月～3月、全 5 回） 

  11 春のおりがみ広場 
    4 月 29 日（水/祝）～5月 6 日（水/振替休日） 
  12 秋のおりがみ広場 
    9 月 19 日（土）～27 日（日）、11 月 1 日（日）～7日（土） 
  13 お正月あそび  
    令和 3 年 1 月 4 日（月）～11 日（月/祝） 
   14 夏休みチャレンジクイズ 
    7 月 18 日（土）～8 月 30 日（日） 
  15 冬休みチャレンジクイズ 
    12 月 19 日（土）～令和 3年 1 月 11 日（月/祝） 
   16 体験コーナー「武者になろう！」 
    5 月 5 日（火/祝）、6 日（水/振替休日） 
  17 ミュージアムコンサート（年 1 回） 
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※運営・開館等 
 1 ゴールデンウィーク無料開館 【 4 月 29 日（土）～5月 6 日（月/振替休日）】 
 2 県民の日無料開館      【 7 月 14 日（火）】 
 3 敬老の日 65 歳以上無料開館  【 9 月 19 日（土）～27 日（日）】 
 4 教育・文化週間無料開館    【11 月 1 日（日）～ 7 日（土）】 
 5 お正月無料開館        【令和 3 年 1 月 4 日（月）～11 日（月/祝）】 
 6 特別開館           【令和 3 年 1 月 4 日（月）】 
 7 臨時休館                    【 6 月 2 日（火）、12 月 29 日（火）～令和 3 年 1月 3 日（日）】 
 

［［樋樋脇脇郷郷土土館館］］  
●所 在 地   樋脇町市比野２４４２番地１ （電話 0996-38-0009） 

●開  館   昭和６０年 
●施  設   ・敷地面積 ２，３１９㎡  ・建築面積 ５６７㎡ 
●開館時間等 
・開館時間 午前９時〜午後５時（入館は午後４時３０分まで） 
・休館日 月曜日、第３日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日、１月２日から１月

４日まで及び１２月２８日から１２月３１日まで 
・入館料 無料 

●収蔵資料数                        （令和２年４月１日現在） 
 考 古 歴 史 民 俗 美 術 その他 計 

資 料 数 ４９１ ４８３ ６００ ２８ ２８ １，６３０ 
  
［［入入来来郷郷土土館館］］  
●所 在 地   入来町浦之名３３番地 （電話 0996-44-3111） 

●開  館   平成元年 
●施  設   ・敷地面積  ７１６．７０㎡   

・建築面積  ３５４．８６㎡ 
・延床面積  ３１２．００㎡ 

 ●開館時間等 
  ・開館時間 午前９時〜午後５時（入館は午後４時３０分まで） 

・休館日 月曜日、第３日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日、１月２日から１月

４日まで及び１２月２８日から１２月３１日まで 
・入館料 無料 

●収蔵資料数                        （令和２年４月１日現在） 
 考 古 歴 史 民 俗 美 術 その他 計 

資 料 数 ２２ ８６ １５０ ３８ ７９８ １，０９８ 
 
［［上上甑甑郷郷土土館館］］  
●所 在 地    上甑町中甑４８１番地１（電話 09969-2-0001） 
●開  館    昭和６０年 
●施  設    ・延床面積 ３６０㎡ 
●開館時間等 
・開館時間 午前９時〜午後５時（入館は午後４時３０分まで） 
・休館日 土曜日、日曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日、１月２日から１月４日

まで及び１２月２８日から１２月３１日まで 
・入館料 無料 

●収蔵資料数     ６５０点 
 
［［下下甑甑郷郷土土館館］］  
●所 在 地    下甑町手打１０３１番地 （電話 09969-7-0419） 
●開  館    昭和５８年 
●施  設    ・敷地面積  １，６５０㎡   
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・建築面積  ２５５．５７㎡ 
・延床面積  ４２７．７７㎡ 
 

●開館時間等 
 ・開館時間 午前９時〜午後５時（入館は午後４時３０分まで） 
・休館日 月曜日、火曜日、国民の祝日に関する法律に規定する休日、１月２日から１月４日

まで及び１２月２８日から１２月３１日まで 
・入館料 無料 

●収蔵資料数                        （令和２年４月１日現在） 
 考  古 歴  史 民  俗 美  術 その他 計 
資 料 数 ７２ １７９ １，３１０ ０ ２７ １，５８８ 

  
［［川川内内ままごごこころろ文文学学館館］］  

●所 在 地  中郷二丁目２番６号（歴史資料館隣接地） （電話 0996-25-5580） 
●開   館  平成１６年１月３０日 
●施   設  鉄筋コンクリート造２階建 

・敷地面積 ７，５２３．９１㎡    
・建設面積 １，１６２．９３㎡ 
・延床面積 １，５３７．２１㎡ 

 ●開館時間等 
  ・開館時間 午前９時〜午後５時（入館は午後４時３０分まで） 

・休館日 月曜日（その日が国民の祝日の場合は翌日休館） 
・入館料 大人：３００円（２０人以上の団体は一人２４０円） 

小・中・義務教育学校生、高校生：１５０円（２０人以上の団体は一人１２０円） 
※ 未就学児は無料。高校生以下は、土日等は無料。 

●常設展示 
１階 常設展示室 ⇒ ｢改造社に残された二百余名の直筆原稿の世界｣ 

日本文化に旋風を起こした川内出身の大ジャーナリスト山本實彦の足跡と實彦主宰の総 
合雑誌「改造」に寄せられた芥川龍之介、谷崎潤一郎等近代文学者たちの直筆原稿・資料

を展示。 
  ２階 常設展示室 ⇒ ｢有島芸術・とくに里見弴の文芸の世界｣と｢郷土ゆかりの芸術家たちの

世界｣ 

川内ゆかりの有島兄弟、特に里見弴の文芸資料を中心に白樺派の絵画など幅広く展示。作

曲家武満徹や画家山口長男、歌人与謝野晶子など郷土に関わりの深い芸術家たちの資料等

も展示。 

●川内まごころ文学館で展示顕彰する主な作家・芸術家 

里見弴・有島武郎・有島生馬・志賀直哉・武者小路実篤・与謝野晶子・芥川龍之介・谷崎

潤一郎・佐藤春夫・菊池寛・小林多喜二・林芙美子・横光利一・高村光太郎・高浜虚子・

小林秀雄・山本直純・武満徹・椋鳩十・今井白楊・岩谷莫哀 等 

●一般市民の利用スペース（１階） 

企画展示室（市民ギャラリー） ⇒ 展示用照明やピクチャーレール、展示ウォールを付設し

た 173 ㎡の展示空間。特別企画展のほか、美術展、書道展、写真展等で市民ギャラリーと

して一般に貸出可。 

多目的映像ホール ⇒ 本格的な映像・音楽機器を設置した約 100 席のミニシアター。名作シ

ネマ上映会のほか、市民シアター、演奏会、講演会等にも貸出可。 

●収蔵資料数                         （令和２年４月１日現在） 

 図書 雑誌 
特   別   資   料 

合計 
原稿 書簡 装丁 書画 印刷物 複製 視聴覚 遺品 その他

総資料数 4,104 1,901 373 1,733 149 249 295 844 167 395 215 10,425
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《令和２年度事業計画》 
 
※展示・企画・講座等 
 1 第 14 回特別企画展「THE KAIZO 100th ～改造社と作家たち～」 
   （令和 2 年 3 月 17 日（火））～5 月 17 日（日） 
 2 里見弴生誕記念展示「1920 年の里見弴」（仮） 
   7 月 14 日（火）～9 月 6 日（日） 
 3 上期トピック展示「『改造』にみるまぼろしの東京オリンピック」 
   7 月 28 日（火）～12 月 
 4 下期トピック展示（収蔵品展示） 
   令和 3 年 3 月 23 日（火）～5月 9 日（日） 

  5 里見弴 大寒忌コーナー 
    令和 3 年 1 月 13 日（水）～31 日（日） 

6 第 10 回まごころ児童絵画展 
   12 月 5 日（土）～令和 3 年 1月 11 日（月/祝） 
 7 まごころ文芸講座 

・名詩で味わうブンガク 
     定員 50 名 奇数月第 2・4 土曜日、偶数月第 2 土曜日（全 14 回） 

・楽しく学ぶ薩摩狂句 
     定員 20 名 毎月第 1 土曜日（全 7回） 

   ・源氏物語を読む～物語を彩る人びと～ 
     定員 30 名 毎月第 4 日曜日（全 5回） 
   ・あいうえおから始める文字講座 

     定員 25 名 毎月第 3 金曜日（全 9回） 
    ・優しい朗読～はじめの一歩～ 
     定員 15 名 毎月第 4 金曜日（全 5回） 

8 名作シネマ上映会（月 2 回ほか特別上映） 
   9 シネマトーク 9 月 20 日（日） 

10 おはなし会（年 3回） 
  11 夏休みチャレンジクイズ 
    7 月 18 日（土）～8 月 30 日（日） 
  12 冬休みチャレンジクイズ 
    12 月 19 日（土）～令和 3年 1 月 11 日（月/祝） 
   
※運営・開館等 
 1 ゴールデンウィーク無料開館 【 4 月 29 日（土）～5月 6 日（月/振替休日）】 
 2 県民の日無料開館      【 7 月 14 日（火）】 
 3 敬老の日 65 歳以上無料開館  【 9 月 19 日（土）～27 日（日）】 
 4 教育・文化週間無料開館   【11 月 1 日（日）～ 7 日（土）】 
 5 お正月無料開館       【令和 3 年 1 月 4 日（月）～11 日（月/祝）】 
 6 特別開館           【令和 3 年 1 月 4 日（月）】 
 7 臨時休館          【 6 月 2 日（火）、12 月 29 日（火）～令和 3 年 1 月 3 日（日）】 

  
［［旧旧増増田田家家住住宅宅］］  
●所 在 地  入来町浦之名７７番 （電話 0996-44-4111） 
●開   館  平成２５年４月１日 
●施   設  重要文化財（建造物）に指定（平成２６年１２月１０日） 

旧増田家
きゅうますだけ

住宅
じゅうたく

 おもて なかえ 石蔵
いしぐら

 浴室
よくしつ

便所
べんじょ

 附
つけたり

石
せっ

敢當
かんとう

 

 ●開館時間等 
・開館時間 午前９時から午後５時まで（ただし、入館は午後４時３０分まで） 
・休館日 月曜日（ただし、月曜日が休日の場合は火曜日） 

１２月２９日から翌年１月３日まで 
・入館料 無料 

●概   要 

旧増田家住宅は、母屋、石蔵、浴室便所、洗い場が一帯となって保存され、平成２１年度に土地
と建物の寄贈を受け、平成２２年度から３カ年間かけて保存修理工事を実施しました。 
別棟型民家として「おもて」と「なかえ」を樋の間で繋ぐ形式など随所に武家住宅としての特徴

が見られ、修理前の調査で、母屋の桁から茅葺であったことを示すサス穴の痕跡が確認されました。 
母屋は、大正１２年の入来町の大火後、茅葺から瓦葺に改められたと口承されており、石蔵１階

の石柱には、「大正七年四月竣工」の銘が刻まれています。 
平成の修理では、母屋が茅葺屋根であり、全ての建造物が敷地内にそろう大正７年から１２年を

復原整備年代としました。 
石蔵に入来麓伝統的建造物群保存地区、清色城跡、旧増田家住宅の映像設備を設置してあります。 
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［［少少年年自自然然のの家家］］  

１ 名称及び所在地等 

名   称  薩摩川内市立少年自然の家 

所 在 地  永利町２１３３番地１５（電話 0996-29-2114 ） 

設   立  昭和６２年４月 １日     

開   所  昭和６２年７月２３日              

開所時間等  

 ・開所時間  ８時３０分 ～ １７時１５分 

 ・休 所 日  月曜日 
 

２ 施設の概要 
＜活動地＞（面積 約１２８,０００㎡） 

＜建物＞（面積  ４,３２４．５７㎡） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 ⑤宿泊施設             

・本館宿泊棟 １,２０１．５２㎡（定員 248 人） 

宿 泊 室       １２室（各室 16 人 定員 192 人） 

和    室      ２室（各室 24 人 定員  48 人） 

リーダー室      ４室（各室  2 人 定員   8 人） 

・野外宿泊施設   ６４．９８㎡ 

（バンガロー）   ３棟（各棟  5 人 定員 15 人） 

・キャンプ場    ３８張（各張  6 人 定員 228 人） 
 

＜野外活動施設＞ 

① キャンプの森（テントサイト３８基）  ④冒険の森（２３施設） 

② 野外炊飯の森              ⑤自転車モトクロス場 

③ キャンプファイヤー場          ⑥チームワークゲーム（１６施設） 
 
３ 利用できる人 

(1) 幼稚園・保育園の園児、小・中・高校の児童・生徒５人以上の団体及びその指導者 

(2) 子ども会、スポーツ少年団等の５人以上の少年団体及びその指導者 

(3) 生涯学習に関する研修等を行う５人以上の団体 

(4) その他、教育委員会が適当と認めるもの 

① 研修管理棟 １,５５８．７１㎡ 

集     会     室（100 人） 

研   修   和  室（ 45 人） 

視   聴   覚  室（ 48 人） 

工     作     室（ 45 人） 

読     書     室（ 45 人） 

プラネタリウム室（ 58 人） 

②食  堂    （120 人） 

③プレイホール５１７．４３㎡ （250 人）

④浴  室（大浴室 40 人用 2 室） 

（小浴室 2 人用 2 室） 

（身障者浴室  1 室） 

⑥キャンプ管理棟     １２２．１７㎡ 

⑦野 外 炊 飯 棟     １１７．１２㎡ 

⑧キャンプ場トイレ棟       ５０．７６㎡ 

⑨公 用 車 車 庫       ２８．７１㎡ 

⑩自 転 車 車 庫       ３９．００㎡ 

⑪ふれあい工 房     １９８．００㎡(72 人)

⑫森 の 遊 学 館     ３２４．００㎡（200 人）

⑬陶  芸  窯        ７６．００㎡ 

⑭炭  焼  窯    １４．４４㎡ 
⑮野 外 ト イ レ     １１．７３㎡ 

⑯陶  芸  小  屋    ５５．００㎡ 

⑰バーベキューハウス       ９．００㎡ 

⑱ピ  ザ  窯    １０．００㎡ 
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区
分

番
号

事　業　名 目　　　的 期　　日 対　象 募集人員

Ⅰ　４月１６日(木)
前期利用学校
の担当者

５２人

Ⅱ　７月２２日(水)
後期利用学校
の担当者

１２人

2 地域指導者養成講座

　地域等で行われる青少年教育活動を充実させるため、青
少年育成指導者に対して、レクリエーションの概要や実施
方法等について理解を深めさせ、青少年育成指導者として
の資質向上と意欲付けを図る。

　　６月２６日(金)
青少年教育関
連団体の育成
者・指導者

４０人

①　4月17日(金)･18日(土)

②　8月28日(金)･29日(土)

③ 11月 6日(金)･ 7日(土)

④　1月15日(金)･16日(土)

①　４月　５日（日）

②　８月３０日（日）

③１０月２５日（日）

④　１月２４日（日）

Ⅰ　７月２５日（土）

Ⅱ　８月２２日（土）

①１０月１６日（金）…川内

②１１月２０日（金）…東部

③　１月２２日（金）…川内

①　４月１０日（金）…陶芸Ⅰ

②  ６月１２日（金）…木工　

③  ７月１０日（金）…藍染め

④　９月１８日（金）…旋盤

⑤１０月３０日（金）…陶芸Ⅱ

⑥　１月３１日（日）…ｽﾍﾟｼｬﾙ

8
てらやまんち元気はつ
らつスクール

　自然散策やスポーツ活動をしたり、食事づくりしたりし
て自然に親しみ、心身の健康増進と参加者同士の触れ合い
を楽しむ。

　１１月　６日（金）
６５歳以上の
市民

３０人

9
目指せ！未来のぼっけもん！
キッズキャンプ

　宿泊体験を伴う野外炊飯やテント設営等の野外活動を行
うことで、体験活動への興味を高めたり、協力したりする
態度を養う。

８月２２日(土)～２３日(日)
　　　　　　【１泊２日】

市内の小学校
３・４年生

３０人

10 てらやまんちほっとサロン
　一般成人を対象に、てらやまんちの自然を活かした創作
活動と食を楽しみ、自然や少年自然の家への興味関心を高
め、さらに、参加者同士の親睦を深める。

　９月１２日(土) 一般成人 ３０人

11 親子ふれあいキャンプ
　冬期のキャンプや体験活動を通して、親子の絆を深める
とともに、自然に親しむことで、自らの生活を見直し、今
後の生活に役立てる。

　２月２０日(土)～
　　　　　　２月２１日(日)

小中高校生と
その保護者

３０人
(10家族)

①　５月　８日（金）

②　６月１９日（金）

③　７月　３日（金）

④　９月１１日（金）

⑤１０月　９日（金）

⑥１１月１３日（金）

⑦１２月　４日（金）

⑧　１月１５日（金）

⑨　２月１９日（金）

13
夏のアドベンチャー
｢薩摩川内ぼっけもんの旅｣

　甑島の険しい大自然の中で様々な野外活動に挑戦しなが
ら、やりぬく力や冒険心・協調性などの「生きる力」を育
むとともに、豊かで便利な自分たちのふるさとの素晴らし
さを再発見する機会とする。

　８月　４日（火）
　　　　～７日（金）
　　　　【３泊４日】

５０人

14
冬のアドベンチャー
｢薩摩川内ぼっけもんの挑戦｣

　冬期の野外宿泊や体験活動にチャレンジし、仲間との友
情を深めながら、思いやりの心やどんな困難にも打ち勝つ
強い精神力などを養う｡

　１２月２５日（金）
　　　　　～２７日（日）
　　　【２泊３日】

５０人

文
化
事
業

15 新年を迎える手作りのつどい

　新年を迎える生活伝承文化として継承されている「しめ
なわ・ミニ門松」等の手作り体験活動を行いながら、正月
の意義やふるさとに伝承されている生活文化の継承意識や
家庭・地域の教育力の高揚を図る。

　１２月１３日（日） 全市民 ４０人

16
てらやまんち
オータムフェスタ

　全国少年自然の家連絡協議会が提唱する「全国少年自然
の家自然体験活動推進月間」の趣旨を生かし、小・中学生
や家族等を中心に、様々な自然体験活動の場を提供し、少
年自然の家の理解や利用促進を図る。

　１１月１５日（日）
全市民
(全県民)

５００人

寺山こどもの日フェスタ

（せんだい宇宙館と共催）

18 てらやまんちフェスタ 　２月　７日（日） ５００人

　９月　６日（日）

　３月１４日（日）

※　１９事業　　４３本
※　この他に、毎月第４土曜日に「わくわく薩摩川内土曜塾」（１１、１２、３月を除く計９回）を実施

全市民
２,０００人

施
設
開
放

19 てらやまんち無料開放
　所内の施設を市民に一部開放し、諸施設の理解を深めて
もらうとともにその活用を図る。

全市民 各回２００人

7 てらやまんち森の学校
　より多くの市民が寺山の自然に親しみ、自然の素材
を活用した創作活動を通して、作る楽しさや感動を味
わうことで、生涯学習へと繋げる機会とする。

全市民
(内容により制
限あり)

各回３０人
(旋盤は14

名）

体
験
的
適
応
指
導
教
室

12 リフレッシュin寺山

　心に悩みを持つ児童生徒を対象に、日常生活から離
れた寺山の自然の中で様々な体験活動を通し、心のリ
フレッシュを図りながら、人との関わり方や集団生活
等への適応能力の育成など自立に向けた支援活動の場
とする。

市内の小・中
学生及びその
保護者

夏休み親子工作教室

　木材や木の実等の自然をいかした素材を活用して作
品を作ることで、夏休みの工作課題の支援をするとと
もに、家族の触れ合いを深める。（わくわく薩摩川内土曜塾と兼

ねる）

小学生と
その保護者

各回
３０人

6
星座ロマン体験
「出張星空観望会」

　地域に出かけ、季節の星座を観察する機会を提供
し、星や宇宙への興味関心を高めるとともに、自然豊
かなふるさと（地域）づくりを喚起する｡

全市民

総
合
主
催

17
　少年自然の家及びせんだい宇宙館の施設を使って、親子
やグループ等で野外や創作活動、プラネタリウム学習など
に取り組み、参加者同士の交流や自然と触れ合う楽しさ、
豊かなふるさと薩摩川内の素晴らしさを体感する機会とす
る。

野
外
活
動

市内の小学校
５年生以上中
学生・高校生

　５月　５日（火）

各回希望者

各回
３０人

(７家族)

各回５０人

3 プラネタリウム開放
　四季を通して週末にプラネタリウムを開放し、星や
宇宙について学び、自然科学に対する興味関心を高め
る。

全市民 １２０人

4 ふれあいを深める
「ファミリー自然体験隊」

　親子が様々な野外活動や創作活動に挑戦し、ふるさ
との自然のすばらしさを体感しながら、食に関する活
動を通して、家族の触れ合いを深める。

小学生以下の
子どもを含む
家族

　　令和２年度主催事業一覧 薩摩川内市立少年自然の家 

指
導
者
育
成
研
修

1
集団宿泊学習担当者事
前研修会Ⅰ・Ⅱ

　学校が計画する集団宿泊学習を効率的に実施するため、
施設の機能及び活動内容や施設と学校の役割分担について
理解を深め、望ましい研修活動プログラムの企画や展開方
法について研修する｡

自
　
然
　
に
　
親
　
し
　
む
　
活
　
動

5
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［［中中央央公公民民館館・・地地域域公公民民館館］］  

１１  施施設設のの所所在在  

施設名 （併設・複合施設） 所  在  地 電話番号 
中央公民館 大小路町 14 番 5 号 0996-22-7251 

樋脇公民館 樋脇町塔之原 3567 番地 1 0996-37-2036 

入来公民館 入来町副田 6029 番地 1 0996-44-3358 

東郷公民館（図書館東郷分館） 東郷町斧渕 618 番地 4 0996-42-0053 

祁答院公民館（図書館祁答院分館） 祁答院町下手 974 番地 0996-21-8755 

里公民館（図書館里分館） 里町里 1910 番地 09969-3-2958 

上甑公民館（上甑コミュニティセンター） 上甑町中甑 1296 番地 09969-2-1139 

鹿島公民館（図書館鹿島分館） 鹿島町藺牟田 1530 番地 1 09969-4-2524 
 
※ 各施設の休館日等 

館 別 休 館 日 開館時間 
中央公民館 

及び 
地域公民館 

⑴ 毎月第３日曜日 

⑵ 年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日） 
９：００～２２：００ 

 

２２  施施設設のの概概要要  

施設名

建設年度

構造

敷地面積

延べ床面積

会議室 38 ㎡ 事務室 50 ㎡ 事務室 51 ㎡ 事務室 68 ㎡
視聴覚室 116 ㎡ 樋脇コミ協事務所 28 ㎡ 小会議室 26 ㎡ ホール 568 ㎡
事務室 60 ㎡ 小会議室 27 ㎡ 多目的室 87 ㎡ 小会議室 42 ㎡
実習室 54 ㎡ 和室 29 ㎡ 書庫 77 ㎡ 和室研修室(1・2) 49 ㎡
ホール 350 ㎡ 研修室 25 ㎡ 調理研修室 44 ㎡
第１研修室 92 ㎡ 調理室 44 ㎡ 図書室 64 ㎡
第２研修室 52 ㎡ 第１会議室 71 ㎡ 大会議室 150 ㎡ 大会議室 91 ㎡
第３研修室 58 ㎡ 第２会議室 44 ㎡ 研修室 69 ㎡ 研修室 47 ㎡
和室 81 ㎡ 第３会議室 54 ㎡ 和室 17 ㎡ 製作学習室 64 ㎡
調理室 80 ㎡ 婦人の部屋 33 ㎡

施設名

建設年度

構造

敷地面積

延べ床面積

事務室 38 ㎡ 事務室 47 ㎡ 事務室 21 ㎡ 事務室 25 ㎡
多目的ホール 380 ㎡ 多目的ホール 512 ㎡ トレーニング室 122 ㎡ 小会議室 41 ㎡
大広間 73 ㎡ 和室１ 43 ㎡ アリーナ 1115 ㎡ 研修室（和室） 63 ㎡
和室 43 ㎡ 図書室 72 ㎡ 視聴覚室 87 ㎡
図書室 80 ㎡ 調理実習室 40 ㎡

図書室 40 ㎡
会議室１ 57 ㎡ 会議室 43 ㎡ 会議室 77 ㎡ ホール 313 ㎡
会議室２ 36 ㎡ 和室２ 54 ㎡ 研修室 88 ㎡
農事研修室 72 ㎡ 視聴覚室 82 ㎡ 観覧席 810 ㎡
調理実習室 84 ㎡ 調理室 48 ㎡
生活研修室 37 ㎡

主な施
設・規模

主な施
設・規模

１階

３階

２階

１階

鉄筋コンクリート造２階建

祁答院公民館

２階 ２階 ２階 ２階

１階

㎡ 2431.21
1033.753 ㎡

１階 １階

昭和５６年度 昭和５３・５４年度 平成３年度 昭和５４年度

㎡ 1030 ㎡
6785 ㎡ 5094.97 ㎡ 2992 ㎡

1864.75 ㎡ 1491.98

鉄筋コンクリート造２階建 鉄筋コンクリート造２階建一部鉄骨 鉄筋コンクリート造２階建

２階 ２階

㎡ 2024.8

１階

里公民館 上甑公民館 鹿島公民館

2402.72 ㎡ 526.24 ㎡ 946.14 ㎡

１階 １階

鉄筋コンクリート造３階建 鉄筋コンクリート造平屋建 鉄筋コンクリート造２階建 鉄筋コンクリート造２階建

4681.97 ㎡ 2339.25 ㎡ 6171.9 ㎡ 3969.29 ㎡

中央公民館 樋脇公民館 入来公民館 東郷公民館
昭和５４年度 平成２４年度 昭和５０年度 平成２年度
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３３  社社会会教教育育のの状状況況  

○○  青青少少年年教教育育のの状状況況  

⑴ 子ども会（令和元年度実績） 

単位子ども会数 加入者数 

２６４ ６，００５人 

    

⑵ 少年愛護センター事業（令和元年度） 
  ・常時防犯パトロール・・・月曜日から金曜日まで市内６コースを巡回 
  ・特別補導・・・学校休業中及び青少年育成強調月間に活動 
  ・夜間街頭補導・・・毎月第１木曜日 
  ・朝の安全パトロール・・・毎月第２・４の月曜日 
  ・定期補導・・・毎月青少年育成の日（第３土曜日） 
  ・環境診断 年１回 
  ・少年なやみ相談     ５件  （※H29.6～平日電話相談延長 21:00 まで） 

・広報啓発活動 少年愛護センターだより   年３回 
          少年なやみ相談カード配布  年１回 １０，０００枚 
 

○○  ＰＰＴＴＡＡのの状状況況（（令令和和元元年年度度実実績績））  

小 学 校 中 学 校 義務教育学校 高 等 学 校 計 

単 P 会員数 単 P 会員数 単 P 会員数 単 P 会員数 単 P 会員数

26 3,694

人 

12 2,152

人 

1 278 人  3 1,790

人 

42 7,914

人 

  

  

４４  令令和和２２年年度度市市民民大大学学講講座座一一覧覧  

⑴ 中央公民館 
対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

高齢者 さわやかセミナー ７回 ５月～12 月 50 人 

一般成人 

楽しい園芸 ６回 ６月～12 月 50 人 

ひとつの居場所にたくさんの物語（前期） 

～「こんな居場所あったらいいな」を一緒に実現しま

せんか～（社協と連携） 

５回 ６月～10 月 30 人 

手づくりのときめきスイーツ♡ ４回 ６月～９月 20 人 

きらり☆おごじょ講座 ４回 ６月～９月 20 人 

ふるさと再発見ウォーキング ４回 ６月～９月 25 人 

あなたも出来る地域づくり ５回 ６月～10 月 25 人 

楽しみましょう！「子育て・自分育て」 ４回 ６月～９月 30 人 

ふるさと深読み ４回 10 月～２月 20 人 

ふるさとを彩る料理とお菓子 ４回 11 月～２月 20 人 

まち・人・ｅｎｊｏｙライフ ４回 11 月～３月 20 人 

きら・リラ人生の作り方 ４回 10 月～3月 30 人 

ひとつの居場所にたくさんの物語（後期） 

～「こんな居場所あったらいいな」を一緒に実現しま

せんか～（社協と連携） 

５回 11 月～３月 30 人 
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対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

一般成人 

はじめよう Word 入門① ４回 ５月～６月 15 人 

ステップ楽しく Word 活用① ４回 ７月～８月 15 人 

はじめよう Word 入門② ４回 ７月 15 人 

ステップ楽しく Word 活用② ４回 ９月 15 人 

ＥＸＣＥＬ講座(入門から活用まで）① ６回 10月～12月 15 人 

ＥＸＣＥＬ講座(入門から活用まで）② ６回 １月～２月 15 人 

青少年・親子 

親子魚捌き教室 ２回 夏休み 24 人 

親子で料理教室 ２回 夏休み 12 組 

親子でおかしを作ろう ２回 夏休み 12 組 

親子でものづくり教室 ２回 夏休み 12 組 

親子で虫よけスプレー作り １回 夏休み 10 組 

夏休みの宿題をみんなでやっちゃおう！（書道） １回 夏休み 10 人 

夏休みの宿題をみんなでやっちゃおう！（絵画） １回 夏休み 10 人 

 
⑵ 樋脇公民館 

対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

一般成人 

やさしい歴史学習講座 ５回 ６月～11 月 20 人 

すこやか講座 ５回 ６月～11 月 15 人 

体操教室 ６回 ６月～11 月 10 人 

楽しい園芸教室 ５回 ６月～12 月 10 人 

ハンドメイド講座 ５回 ５月～９月 10 人 

美文字講座 ５回 ６月～11 月 10 人 

パソコン講座 ５回 11月～12月 10 人 

青少年 
夏休みの習字教室 １回 ８月 15 人 

書初め教室 １回 １月 15 人 

 
⑶ 入来公民館 

対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

高齢者 入来愛宕大学 10 回 ５月～３月 60 人 

一般成人 

エコクラフト講座 ４回 ５月～８月 10 人 

素敵にヨガライフ講座 ４回 ６月～９月 15 人 

女性学講座 ４回 10 月～１月 10 人 

パッチワーク講座 ４回 11 月～２月 10 人 

素敵にヨガライフ講座後編 ４回 11 月～２月 15 人 

青少年 
絵の描き方教室 1 回 7 月 20 人 

習字･硬筆教室 1 回 12 月 10 人 

 
⑷ 東郷公民館 

対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

高齢者 
いきいき講座 ８回 ６月～１月 100 人 

男の家庭料理 ５回 ６月～12 月 15 人 

一般成人 

花の寄せ植え講座 ３回 ５月～12 月 20 人 

季節の野菜づくり講座 ４回 ６月～11 月 20 人 

ハーモニカ・オカリナ教室 ５回 ６月～11 月 15 人 
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対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

一般成人 

ヨガ健康教室 ５回 ６月～11 月 8 人 

絵手紙教室(初心者) ５回 ６月～11 月 15 人 

音楽の時間 ８回 ６月～１月 20 人 

東郷土人形指導者養成講座 ６回 ９月～10 月 10 人 

青少年 子ども人形浄瑠璃伝承教室 ５回 ６月～10 月 20 人 

 
⑸ 祁答院公民館 

対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

高齢者 祁答院高齢者大学 10 回 ５月～２月 55 人 

一般成人 

懐メロ講座 ５回 ５月～９月 15 人 

絵手紙講座 ５回 ５月～９月 15 人 

郷土料理講座 ５回 ５月～９月 15 人 

オカリナ講座（初心者） ５回 ５月～７月 15 人 

ボディーケア講座 ５回 10 月～２月 15 人 

手芸講座 ５回 10 月～２月 15 人 

太極拳講座 ５回 10 月～２月 15 人 

ペタンク講座 ５回 10 月～２月 15 人 

 
⑹ 里公民館 

対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

一般成人 

生け花・フラワーアレンジメント講座（昼） ２回 10月～12月 10 人 

生け花・フラワーアレンジメント講座（夜） ２回 10月～12月 10 人 

料理・お菓子作り教室 ３回 ８月～２月 10 人 

ハンドメイド教室 ３回 ８月～２月 10 人 

 
⑺ 上甑公民館 

対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

一般成人 

フラダンス ４回 ７月～２月 10 人 

料理とお菓子教室 ２回 未定 10 人 

心と体を豊かに ２回 未定 10 人 

 
⑻ 下甑島教育課 

対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

一般成人 

味噌づくり教室 ３回 ９月 ８人 

パンづくり教室 未定 未定 ７人 

気功教室 未定 未定 無し  

青少年 カレン先生のえいご教室 ６回 ６月～７月 無し 

 
⑼ 鹿島公民館 

対 象 講   座   名 回数 日 程 定員 

一般成人 ロウの花教室 ６回 ５月～11 月 10 人 

青少年 子ども学習教室 ４回 ６月～２月 30 人 

  

⑽ ＩＣＴ（タブレット）講習会 

対 象 公 民 館 名 回数 日 程 定員 

一般成人 

中央公民館 ４回
6 月～2 月 各 10 人 

樋脇公民館 １回

東郷公民館 １回    
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［［中中央央図図書書館館］］  
施施設設のの概概要要  

施設名 （併設・複合施設） 所  在  地 電話番号 
中央図書館（視聴覚ライブラリー） 大小路町 14 番 5 号 0996-22-3542 

図書館樋脇分館（樋脇郷土館） 樋脇町市比野 2442 番地 1 0996-38-0009 

図書館入来分館（入来郷土館） 入来町浦之名 33 番地 0996-44-5311 

図書館東郷分館（東郷公民館） 東郷町斧渕 618 番地 4 0996-42-0053 

図書館祁答院分館（祁答院公民館） 祁答院町下手 974 番地 0996-21-8755 

図書館里分館（里公民館） 里町里 1910 番地 09969-3-2958 

図書館上甑分館（上甑総合センター） 上甑町中甑 481 番地 1 09969-2-0001 

図書館下甑分館（下甑支所） 下甑町手打 819 番地 09969-7-0311 

図書館鹿島分館（鹿島公民館） 鹿島町藺牟田 1530 番地 1 09969-4-2215 

 
 
※ 各施設の休館日等 

館 別 休 館 日 開館時間 
中央図書館 ⑴ 毎月第４木曜日（※午後５時からは開館） 

⑵ 特別図書整理期間（年１５日以内） 
⑶ 年始（1月 1 日） 

８：４５～２１：００ 

各分館 
 

⑴ 毎月第３日曜日及び祝日 
⑵ 年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）  ９：００～１７：１５ 

 
  
１１  奉奉仕仕にに関関すするるこことと  
⑴  移動図書館の運営状況（令和２年度） 

〔巡回コース〕   本土【学校】コース‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６コース 
          本土【一般】コース‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １コース 

             甑島コース ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７コース 
 

〔貸出場所設置数〕 本土【学校】コース‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２４箇所 
          本土【一般】コース‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ８箇所 

             甑島コース ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２８か所 
 

貸出冊数‥‥‥‥‥１人につき１０冊以内 
    貸出期間‥‥‥‥‥約１ヶ月間（次回の巡回日まで） 
 
 
⑵  読書グループ登録団体                    （令和元年１２月現在） 

館 名 
区 分 

中 央 

図書館 

樋 脇 

分 館 

入 来

分 館

東 郷

分 館

祁答院

分 館

里 

分 館

下 甑 

分 館 

鹿 島

分 館
計 

団体数 １８ ３ ２ ２ １ １ ２ １ ３０

 
 
２２  年年間間貸貸出出利利用用者者数数・・貸貸出出冊冊数数にに関関すするるこことと       （令和元年度） 

貸出利用者数 貸出冊数 

図書館 移動図書館 計 図書館 移動図書館 計 

78,799 13,649 92,448 293,852 47,049 340,901 
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［［中中央央図図書書館館］］  
施施設設のの概概要要  
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図書館祁答院分館（祁答院公民館） 祁答院町下手 974 番地 0996-21-8755 

図書館里分館（里公民館） 里町里 1910 番地 09969-3-2958 
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図書館鹿島分館（鹿島公民館） 鹿島町藺牟田 1530 番地 1 09969-4-2215 

 
 
※ 各施設の休館日等 

館 別 休 館 日 開館時間 
中央図書館 ⑴ 毎月第４木曜日（※午後５時からは開館） 

⑵ 特別図書整理期間（年１５日以内） 
⑶ 年始（1月 1 日） 

８：４５～２１：００ 

各分館 
 

⑴ 毎月第３日曜日及び祝日 
⑵ 年末年始（12 月 29 日～1 月 3 日）  ９：００～１７：１５ 

 
  
１１  奉奉仕仕にに関関すするるこことと  
⑴  移動図書館の運営状況（令和２年度） 

〔巡回コース〕   本土【学校】コース‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥１６コース 
          本土【一般】コース‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ １コース 

             甑島コース ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ７コース 
 

〔貸出場所設置数〕 本土【学校】コース‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２４箇所 
          本土【一般】コース‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥  ８箇所 

             甑島コース ‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥‥ ２８か所 
 

貸出冊数‥‥‥‥‥１人につき１０冊以内 
    貸出期間‥‥‥‥‥約１ヶ月間（次回の巡回日まで） 
 
 
⑵  読書グループ登録団体                    （令和元年１２月現在） 

館 名 
区 分 

中 央 

図書館 

樋 脇 

分 館 

入 来

分 館

東 郷

分 館

祁答院

分 館

里 

分 館

下 甑 

分 館 

鹿 島

分 館
計 

団体数 １８ ３ ２ ２ １ １ ２ １ ３０

 
 
２２  年年間間貸貸出出利利用用者者数数・・貸貸出出冊冊数数にに関関すするるこことと       （令和元年度） 

貸出利用者数 貸出冊数 

図書館 移動図書館 計 図書館 移動図書館 計 

78,799 13,649 92,448 293,852 47,049 340,901 
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３ 令和２年度主要事業計画について

事   業 内     容 時 期・回 数 

移動図書館 

〇本土地域 

・学校１６コース２４ステーション 

・一般１コース８ステーション 

〇甑島地域 

・７コース２８ステーション 

計２７コース、６１ステーション 

〇学校コース 

・４月と８月は運行なし

 ・７月と３月は回収のみ

〇一般コース（毎月１回）

〇甑島コース 

・毎月１回(８月を除く)

「おはなし会」事業 
おはなしひろば（中央図書館、分館で開催） 月１～２回 

おでかけ図書館（出張おはなし会） 通年実施（月２回程度）

薩摩せんだい図書館

フェスタ 

小学生ビブリオバトル、読書グループによるお

はなし会、本のリサイクル市など 
１１月８日（日） 

市民講座 
回１年座講養教館書図

回１年座講践実しなはお

郷土文芸誌 

「文化薩摩川内」発行 

原稿募集、編集委員会による編集作業、印刷、

発行。 
６月～３月 

読書感想文コンクー

ル 

・「読書感想文書き方教室」開催 

・作品募集、審査会開催、表彰、文集発行 
７月～１月 

読書を楽しむ集い  
参加者が気に入った本を持ち寄り、本の紹介や

交流を楽しむ会 

①９月２１日（土） 

②１月１８日（土） 

文字のない絵本をつ

くろう 

台紙に様々な紙のパーツを貼り、おはなしを作

る、子どもを対象とした絵本づくり講座 

①７月２６日（日） 

②８月２日（日） 

ビブリオバトルを体

験しよう 

ビブリオバトルのマナーやルールを学び、実践

する講座 
年２回 

読書グループ等連絡

会 

おはなし活動の実践者が集まり、実演披露や情

報交換をし、交流や問題解決を図る。 

①６月７日（日） 

②９月２７日（日） 

ブックスタート 
市民健康課と連携し、生後２か月の子どもへ、

３種類の絵本の中から１冊をプレゼントする。
通年実施 

宅配サービス 
身体の障害等により図書館へ来られない方等

を対象に、登録宅へ本を届けるサービス 
月１回 

団体貸出 

・福祉施設等へ移動図書館巡回で図書を配送 

・地区コミュニティセンターへ２００冊配本 

・幼稚園などの登録団体へ、上限２００冊貸出

・配送（月１回） 

・配本（３カ月に１回）

・登録団体（随時貸出）

わくわく薩摩川内土曜塾

（わくわく図書館） 

毎月第４土曜日に、小学生を対象とした映画や

おはなし等の実施 
月１回 
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［［視視聴聴覚覚ラライイブブララリリーー］］  

【本 館】 所在地 薩摩川内市大小路町１４番５号 （電話 0996-22-3542） 

(1) 機材の整備状況                       （令和２年４月１日現在） 

機材名 数量 機材名 数量 機材名 数量 

ビデオプロジェクター 15 
デジタルビデオ編集機    

（ パソコン） 
3 スクリーン 12 

１６ミリ映写機 12 Ｓ－ＶＨＳビデオ編集機 2 暗幕 12 

スライド映写機 2 ８ミリビデオ編集機 1 暗幕カーテン 13 

ＤＶＤデッキ 5 デジタルビデオカメラ 5 マイク（有線） 7 

ポータブルＤＶＤデッキ 1 ＤＶＤビデオカメラ 1 ピンマイク 3(1)

ポータブルビデオデッキ
（再生専用） 

3 デジタルカメラ 5 マイクスタンド 4 

ブルーレイドライブ 1 資料提示装置・書画カメラ 2 三脚 6 

コントロールパワーアンプ １ ＯＨＰ 4 フォトビジョン 1 

ワイヤレスアンプシステム
（マイク込） 

3 ＣＤプレイヤー １ スポットライト 1 

スピーカーシステム 3 ＭＤプレイヤー １ カラーモニター 4 

集音マイクセット 
(ミキサー) 

1 ラジカセ 2  

 

 

(2) 教材の整備状況 
教材名 数量 教材名 数量 教材名 数量 

１６ミリフィルム 225 ビデオ 1,041 ＤＶＤ 133(14)

※数量の（）書きは「令和元年度受入・払出数」(うち数表示) 

 

【甑島分館】所在地 薩摩川内市上甑町中甑４８１番地１ （電話 09969-2-0001） 

(1) 機材の整備状況                       （令和２年４月１日現在） 

機材名 数量 機材名 数量 教材名 数量 

ビデオプロジェクター 3 資料提示装置 1 １６ミリ映写機 4 

スライド映写機 1 デジタルカメラ 2 ＯＨＰ 1 

スクリーン 3 三脚 2 ＣＤラジカセ 1 

ＤＶＤデッキ 1 

 

(2) 教材の整備状況 
教材名 数量 教材名 数量 教材名 数量 

１６ミリフィルム 189 ビデオ 560 ＤＶＤ 21 
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［［視視聴聴覚覚ラライイブブララリリーー］］  

【本 館】 所在地 薩摩川内市大小路町１４番５号 （電話 0996-22-3542） 

(1) 機材の整備状況                       （令和２年４月１日現在） 

機材名 数量 機材名 数量 機材名 数量 

ビデオプロジェクター 15 
デジタルビデオ編集機    

（ パソコン） 
3 スクリーン 12 
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ポータブルＤＶＤデッキ 1 ＤＶＤビデオカメラ 1 ピンマイク 3(1)

ポータブルビデオデッキ
（再生専用） 

3 デジタルカメラ 5 マイクスタンド 4 

ブルーレイドライブ 1 資料提示装置・書画カメラ 2 三脚 6 

コントロールパワーアンプ １ ＯＨＰ 4 フォトビジョン 1 

ワイヤレスアンプシステム
（マイク込） 

3 ＣＤプレイヤー １ スポットライト 1 

スピーカーシステム 3 ＭＤプレイヤー １ カラーモニター 4 

集音マイクセット 
(ミキサー) 

1 ラジカセ 2  

 

 

(2) 教材の整備状況 
教材名 数量 教材名 数量 教材名 数量 

１６ミリフィルム 225 ビデオ 1,041 ＤＶＤ 133(14)

※数量の（）書きは「令和元年度受入・払出数」(うち数表示) 

 

【甑島分館】所在地 薩摩川内市上甑町中甑４８１番地１ （電話 09969-2-0001） 

(1) 機材の整備状況                       （令和２年４月１日現在） 

機材名 数量 機材名 数量 教材名 数量 

ビデオプロジェクター 3 資料提示装置 1 １６ミリ映写機 4 

スライド映写機 1 デジタルカメラ 2 ＯＨＰ 1 

スクリーン 3 三脚 2 ＣＤラジカセ 1 

ＤＶＤデッキ 1 

 

(2) 教材の整備状況 
教材名 数量 教材名 数量 教材名 数量 

１６ミリフィルム 189 ビデオ 560 ＤＶＤ 21 
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［［学学校校給給食食セセンンタターー］］  

◎◎薩薩摩摩川川内内市市立立学学校校給給食食セセンンタターーのの概概要要          

１１  施施設設のの概概要要                                                （令和２年４月１日現在）  

施    設    名 位     置 
ＴＥＬ 

敷  地 建  物 
ＦＡＸ 

川内学校給食センター 上川内町 4887 番地 

0996 
23-0112 

5,452 ㎡ 2,382 ㎡
0996 

23-2750 

樋脇学校給食センター 樋脇町塔之原 3624 番地

0996 
37-2950 

1,050 ㎡ 517 ㎡
0996 

37-2950 

入来学校給食センター 入来町浦之名 7635 番地

0996 
44-4113 

   1,500 ㎡ 405 ㎡
0996 

44-4113 

里学校給食センター 里町里 1910 番地 3  

09969 
3-2139 

589 ㎡ 268 ㎡
09969 
3-2139 

下甑学校給食センター 下甑町青瀬 984 番地 1  

09969 
5-0090 

  2,233 ㎡ 387 ㎡
09969 
5-0090 

 

 

２２  運運営営のの大大要要      ((組組織織機機構構))  

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

１ 学校給食施設の管理及び運営の総合調整 
２ 学校給食施設の設置及び廃止 
３ 学校給食運営審議会の庶務 
４ 学校給食関係機関との連絡調整 

１ 献立作成 
２ 栄養調理指導等 
３ 施設・設備管理 
４ 給食調理配送 
５ 安全管理、衛生管理 
６ 物資検収立会い 

１ 給食費会計事務 
２ 物資購入・検収 
３ 購入代金の支払い 

学校給食会 
・川内 
・樋脇 
・入来、祁答院

・上甑島 
・下甑島 

学校給食運営審議会 

教 育 委 員 会 学校教育課 

学校給食センター

(５箇所) 

学校給食会連合会 
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関関係係各各種種審審議議会会（（附附属属機機関関））のの状状況況  

附 属 機 関 名 委員定数（任期） 

薩摩川内市立学校通学区域・適正規模等審議会 ２０人以内（任期２年） 

薩摩川内市教育支援委員会 １５人以内（任期２年） 

薩摩川内市いじめ問題対策審議会 ８人以内（任期２年） 

薩摩川内市社会教育委員の会 １６人以内（任期２年） 

薩摩川内市公民館運営審議会 １６人以内（任期２年） 

薩摩川内市文化財保護審議会 １５人以内（任期２年） 

薩摩川内市立視聴覚ライブラリー運営審議会 ７人以内（任期２年） 

薩摩川内市立図書館協議会 ７人以内（任期２年） 

薩摩川内市学校給食運営審議会 １８人以内（任期１年） 

薩摩川内市青少年問題協議会 ２０人以内（任期２年） 

薩摩川内市川内歴史資料館・郷土館運営協議会 １０人以内（任期２年） 

薩摩川内市立少年自然の家運営協議会 １０人以内（任期２年） 

薩摩川内市川内まごころ文学館運営協議会 ７人以内（任期２年） 

薩摩川内市伝統的建造物群保存地区保存審議会 １５人以内（任期２年） 
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 水
再任用者辞令交付式
教育委員会新採職員辞令交付式

令和元年度新規採用教員正式採用通知書交付式
新任教頭辞令交付式及び研修会
転入割愛指導主事辞令交付式・宣誓式

子育てサロン

２ 木 学校司書補業務専門員研修会
令和２年度新規採用教職員研修会
スクールソーシャルワーカー辞令交付式

３ 金 特別支援教育支援員辞令交付式

４ 土

５ 日

６ 月
部長・支所長会議

小・中・義務教育学校始業式、入学式

７ 火 市青少年育成市民会議会計監査（中央公民館）

８ 水
子育てサロン
第1回子育てサポーター会議（中央公民館）

９ 木 市立幼稚園始業式・入園式 社会教育行政研修会（県民交流センター）

１０ 金 転入教職員宣誓式

１１ 土 土曜授業
市子ども会育成連絡協議会総会（国際交流センター）

１２ 日

１３ 月 部長・支所長会議

１４ 火 第１回市小中一貫教育研究推進委員会

１５ 水 県教育行政説明会 子育てサロン 県教育行政説明会(自治会館)

１６ 木
全国学力・学習状況調査
第１回上甑島地区学校給食担当者会

１７ 金 学校事務職員令和２年度予算執行説明会
市学校保健・安全講習会
第１回市校長研修会

第１回北薩地区社会教育担当者等研修会（北薩教育
事務所）

１８ 土 市Ｐ連第１回常任理事会(中央公民館）

１９ 日 休館日

２０ 月 部長・支所長会議 第１回地区教育長会議

２１ 火 ＥＳＴ委嘱状交付式、説明会

２２ 水 子育てサロン

２３ 木 市学校運営協議会等事務局連絡会

２４ 金 第１回地区小・中・義務教育学校長研修会
第１回中央公民館自主学級連絡協議会学級長会・総
会（中公）

県文化財保護指導委員研修会（県民交流センター）

２５ 土 わくわく薩摩川内土曜塾

２６ 日

２７ 月 教育委員会定例会

２８ 火

２９ 水 昭和の日 昭和の日 昭和の日 昭和の日

３０ 木 第１回市教育支援委員会 第１回市教育支援委員会

令和２年　４月　教育委員会行事予定表
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 金 心の教室相談員・適応指導教室指導員委嘱状交付式

２ 土

３ 日 憲法記念日 憲法記念日 憲法記念日 憲法記念日

４ 月 みどりの日 みどりの日 みどりの日 みどりの日

５ 火 こどもの日 こどもの日 こどもの日 こどもの日

６ 水 振替休日 振替休日 振替休日 振替休日

７ 木 部長・支所長会議 第１回市教頭研修会

８ 金
第１回中央公民館自主学級長連絡協議会役員会（中
公）

９ 土 土曜授業

１０ 日

１１ 月 部長・支所長会議

１２ 火
県市町村教育委員会連絡協議会定期総会(鹿児島市)
県市町村教育長会定期総会(鹿児島市)

県社会教育研究会総会・研修会（県民交流センター） 第１回銃砲刀剣類登録審査会(県青少年会館)

１３ 水 子育てサロン/子育てサポーター情報交換会

１４ 木 学校司書補業務専門員ブロック研修会
中央・東ブロック第１回家庭教育学級主事・学級長会
（中公）

第１回文化財保護審議会（中旬頃　日付未定）

１５ 金
市町村文化財保護行政担当職員研修会（県民交流セ
ンター）

１６ 土
北薩地区女性団体指導者養成事業（薩摩川内市）
市Ｐ連 母親部会役員会

１７ 日 休館日

１８ 月
部長・支所長会議

市教委訪問（峰山小）

１９ 火 合同計画訪問（東郷学園）
第１回北薩地区子ども会育成連絡協議会理事会・総
会（北薩地域振興局第2庁舎）

２０ 水 市就学指導説明会及び市特別支援教育研修会
子育てサロン
県社会教育委員連絡協議会総会・研修会（自治会館）
北薩地区社会教育委員連絡協議会役員会（ 　〃 　）

令和２年度全国伝統的建造物群保存地区協議会総
会・研修会（～5/22／兵庫県丹波篠山市）

２１ 木
全国都市教育長協議会定期総会・研究大会（山口市）
（２２日まで）

２２ 金

西ブロック第１回家庭教育学級主事・学級長会（里公民館・長
浜地区ｺﾐｾﾝ）
県公民館連絡協議会総会（自治会館）
第１回県青少年補導センター連絡協議会（勤労青少年ホー
ム）

２３ 土 基礎・基本学習講座、開講式
わくわく薩摩川内土曜塾
市ＰＴＡ連合会総会（中央公民館）

２４ 日
第1回社会教育関係団体指導者等、ジュニア・リー
ダー研修会(県民交流センター）

２５ 月
部長・支所長会議

合同計画訪問（高来小、城上小）

２６ 火 教育委員会定例会

２７ 水 市教委訪問（中津小、中津幼） 子育てサロン

２８ 木
市いじめ問題対策連絡協議会
市学校保健会総会

２９ 金 第１回地区小・中・義務教育学校教頭研修会

３０ 土

３１ 日

令和２年　５月　教育委員会行事予定表
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 月 部長・支所長会議

２ 火 青少年育成市民会議総会（川内文化ホール）

３ 水 合同計画訪問（川内南中）
子育てサロン
ルンルン子育て学習兼子育てサポーター養成講座
北薩地区高齢者団体指導者養成事業（阿久根市）

４ 木 市教委訪問（川内中央中）

５ 金 小学校綱引競技大会
県子ども会育成連絡協議会総会（県青少年会館）

６ 土 県ＰＴＡ連合会定期総会（自治会館）

７ 日

８ 月 部長・支所長会議

９ 火 本会議
第１回社会教育委員の会及び公民館運営審議会（中
央公民館）

１０ 水
子育てサロン
子育てサポーター情報交換会

１１ 木 市教委訪問（鹿島小、かのこ幼鹿島分園、海星中）

１２ 金 市臨時的任用教員研修会（東郷学園）

１３ 土 土曜授業

１４ 日

１５ 月 部長・支所長会議

１６ 火

１７ 水 地区人権教育授業実践研修会（樋脇小）
子育てサロン
ルンルン子育て学習兼子育てサポーター養成講座

１８ 木 本会議

１９ 金 本会議

２０ 土
北薩地区ＰＴＡ指導者養成事業（薩摩川内市）
市子ども会インリーダー研修会(少年自然の家）

２１ 日 休館日

２２ 月 本会議

２３ 火

２４ 水 総務文教委員会 子育てサロン

２５ 木 教育委員会定例会 川薩地区特別支援教育研究会

２６ 金 地区道徳教育研修会（薩摩川内市） 中央公民館自主学級研修会（中公）

２７ 土 基礎・基本学習講座
北薩地区子ども会ジュニアリーダー養成事業(出水市
青年の家）
わくわく薩摩川内土曜塾

２８ 日 北薩地区子ども会安全教育研修会（出水市）

２９ 月 部長・支所長会議
北薩地区文化財保護審議会委員・文化財行政担当者
等合同研修会(出水市)

３０ 火 市複式学級担当者研修会（平佐東小）

令和２年　６月　教育委員会行事予定表
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 水 合同計画訪問（可愛小）
子育てサロン
ルンルン子育て学習兼子育てサポーター養成講座

第２５回「トンボロ芸術村コンテスト」募集開始　～9/18
まで

２ 木 第１回愛護委員連絡会儀（市役所）

３ 金 第２回市校長研修会

４ 土 市Ｐ連 母親部研修会（中央公民館）

５ 日
甑島地区PTA指導者養成事業（里定住センター）
家庭教育学級西ブロック講演会（　〃　）

６ 月 市教委訪問（大軣小、祁答院中）

７ 火 第１回川薩地区結核対策委員会

８ 水
子育てサロン/子育てサポーター情報交換会
社会教育主事等研修会・人権教育指導者研修会（～
10日）（県民交流ｾﾝﾀｰ）

９ 木 １９市教育長・総務課長会(垂水市) ～１０日 合同計画訪問（里小、里中）

１０ 金 合同計画訪問（海陽中）

１１ 土 土曜授業 トンボロ芸術村２０２０「甑の風音楽祭」（里公民館）

１２ 日

１３ 月
部長・支所長会議
県市町村教育長会第１回専門部委員会(鹿児島市)

公立高等学校生徒募集定員策定等に係る地区説明
会

１４ 火 第２回銃砲刀剣類登録審査(県青少年会館)

１５ 水 第1回地区指導主事等会議
子育てサロン
ルンルン子育て学習兼子育てサポーター養成講座

海の日

１６ 木
九州地区市町村文化財保存整備協議会総会（宮崎県
西都市　～１７日まで）

１７ 金

１８ 土 基礎・基本学習講座

１９ 日 休館日

２０ 月 部長・支所長会議 １学期終業式

２１ 火
川薩地区公立幼稚園協会研究会（東郷幼）
市小学校水泳記録会（鹿島・下甑地域）

２２ 水
市小学校水泳記録会（本土地域）
地区臨時的任用教員研修会

子育てサロン

２３ 木 海の日 海の日 海の日 海の日

２４ 金 スポーツの日 スポーツの日 スポーツの日 スポーツの日

２５ 土 わくわく薩摩川内土曜塾

２６ 日
北・南薩地区ジュニアリーダー及び高校生クラブ交流
大会（～２６日）（南薩少年自然の家）

東郷文弥節人形浄瑠璃定期公演「源氏烏帽子折 初
段 卒塔婆引き」（東郷公民館/１０：４０）

２７ 月
部長・支所長会議
教育委員会定例会

２８ 火 市幼保小連絡会（仮称）

２９ 水
日中友好薩摩川内市常熟市青少年スポーツ等交流
（～８月２日）
市ＩＣＴ活用研修会

子育てサロン

３０ 木 第２回地区小・中・義務教育学校長研修会

３１ 金 市学習指導法研修会
第１回中央公民館まつり実行委員会（中央公民館）
九州地区子ども会ジュニアリーダー大会（～2日）

令和２年　７月　教育委員会行事予定表
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 土 市P連第2回常任理事会(中央公民館）

２ 日

３ 月 部長・支所長会議

４ 火 青少年問題協議会

５ 水
日韓友好薩摩川内市昌寧郡青少年スポーツ等交流
（～７日）

子育てサロン
子育てサポーター情報交換会

第１回文化財保護審議会（上旬頃　日付未定）

６ 木 家庭教育学級･ＰＴＡ合同研修会事前説明会
埋蔵文化財担当職員養成講座：初級（埋蔵文化財セン
ター）

７ 金 市フレッシュ研修（社会教育研修）

８ 土
第１５回薩摩川内市芸能祭（川内文化ホール）

９ 日

１０ 月 山の日 山の日 山の日 山の日

１１ 火 部長・支所長会議 リフレッシュウィーク（～17日）

１２ 水

１３ 木

１４ 金

１５ 土

１６ 日 休館日
県指定無形民俗文化財「久見崎盆踊（想夫恋）」（久見
崎町記念碑前広場）

１７ 月 部長・支所長会議

１８ 火 本会議 市英語サマーキャンプ（～20日）

１９ 水 子育てサロン

２０ 木 学校司書補業務専門員研修会
埋蔵文化財担当職員養成講座：中級（埋蔵文化財セン
ター）

２１ 金
北薩地区子ども会育成連絡協議会第２回理事会（さつ
ま町）

２２ 土
家庭教育学級中央・東ブロック合同講演会（国際交流
センター）
わくわく薩摩川内土曜塾

２３ 日

２４ 月 部長・支所長会議 市教育研究会

２５ 火 教育委員会定例会

２６ 水 子育てサロン

２７ 木 本会議 市中学校生徒会交流会キャンプ（～28日）
県社会教育研究会夏期セミナー（～２８日）（県民交流
センター）

２８ 金 本会議

２９ 土

３０ 日

３１ 月 本会議

令和２年　８月　教育委員会行事予定表
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 火 ２学期始業式

２ 水
子育てサロン
北薩地区地域活動活性化研修会（長島町）

３ 木 第１回フッ化物洗口推進会議

４ 金

５ 土

６ 日

７ 月 部長・支所長会議

８ 火 第３回銃砲刀剣類登録審査会(県青少年会館)

９ 水 合同計画訪問（黒木小、上手小）
子育てサロン
子育てサポーター情報交換会

１０ 木

１１ 金 学校事務職員Ｒ３年度当初予算要求説明会 第３回市校長研修会

１２ 土 土曜授業

１３ 日

１４ 月
部長・支所長会議
決算特別委員会

１５ 火

１６ 水
子育てサロン
北薩地区社会教育委員等研修会（川内文化ホール）

１７ 木

１８ 金

１９ 土 基礎・基本学習講座

２０ 日 中学校体育大会（基準日） 休館日

２１ 月 敬老の日 敬老の日 敬老の日 敬老の日

２２ 火 秋分の日 秋分の日 秋分の日 秋分の日

２３ 水 部長・支所長会議 子育てサロン

２４ 木 県公民館関係者研修会（県民交流センター）

２５ 金 教育委員会定例会 第１回中央公民館まつり運営委員会（中央公民館）

２６ 土 わくわく薩摩川内土曜塾

２７ 日 小学校運動会（基準日）

２８ 月 部長・支所長会議

２９ 火 県市町村教育長会第２回専門部委員会(鹿児島市)

３０ 水 子育てサロン

令和２年　９月　教育委員会行事予定表
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 木
トンボロ芸術村コンテスト作品審査（上甑コミュニティセ
ンター、里公民館）

２ 金 「トンボロ芸術村」第２回企画会議（里定住センター）

３ 土

４ 日

５ 月 部長・支所長会議

６ 火

７ 水 子育てサロン
全国史跡整備市町村協議会第２回役員会、第５５回大
宰府大会（～９日／福岡県太宰府市）

８ 木

９ 金

１０ 土 土曜授業 九州ブロックＰＴＡ研究大会

１１ 日

１２ 月 部長・支所長会議

１３ 火

１４ 水 市戦没者追悼式
子育てサロン
子育てサポーター情報交換会

１５ 木 学校司書補業務専門員ブロック研修会 市中学校英語発表会

１６ 金
県小中一貫教育及びコミュニティ・スクールフォーラム
in薩摩川内

１７ 土 基礎・基本学習講座
青少年育成の日のつどい及び子ども会大会（国際交
流センター）

１８ 日 休館日

１９ 月 部長・支所長会議 市教委訪問（平佐西小）

２０ 火 第２回地区小・中・義務教育学校教頭研修会

２１ 水 子育てサロン

２２ 木
市教委訪問（八幡小、平成中）
仲良し音楽会（樋脇・入来・祁答院地域）

２３ 金
合同計画訪問（入来中）
県小学校家庭科教育研究大会「北薩大会」（峰山小）

第２回中央公民館まつり実行委員会（中央公民館）

２４ 土 わくわく薩摩川内土曜塾
第１１回薩摩川内はんやジュニア大会（川内文化ホー
ル）

２５ 日
里地域生涯学習推進大会（兼里地域文化祭）
第２５回トンボロ芸術村コンテスト表彰式

２６ 月
部長・支所長会議
教育委員会定例会

２７ 火 第２回市教頭研修会 家庭教育支援員研修会（～28日）（県民交流センター）

２８ 水 子育てサロン

２９ 木
九州都市教育長協議会定期総会・研究大会(鹿児島
市) ～３０日

市小学校陸上記録会

３０ 金
市教務主任等研修会
第２回市教育支援委員会

３１ 土 県ＰＴＡ活動研究委嘱公開(長島町）

令和２年　１０月　教育委員会行事予定表

かごしま国体

10/3(総合開会式)～10/13(総合閉会式)
・空手道10/4～6
・ウエイトリフティング10/4～8
・バスケットボール10/8～12
・ホッケー10/8～12
・軟式野球10/9・10
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 日 地域が育む「かごしまの教育」県民週間（～７日） 文化財保護強調週間（7日まで）

２ 月
部長・支所長会議
県教委との意見交換会（鹿児島市）

３ 火 文化の日 文化の日 文化の日
文化の日　　天辰寺前古墳石室一般公開（天辰寺前
古墳公園）

４ 水 子育てサロン
全国史跡整備市町村協議会第３回役員会・臨時大会
（東京～５日）

５ 木 仲良し音楽会（川内・東郷地域）

６ 金
小中一貫教育全国サミットin飯塚（福岡県飯塚市～７
日）

第２回中央公民館まつり運営委員会（中央公民館）

７ 土

８ 日

９ 月 部長・支所長会議 市教委訪問（川内小）

１０ 火
第２回市小中一貫教育研究推進委員会
祁答院中学校区小中一貫教育研究公開

第４回銃砲刀剣類登録審査会(県青少年会館)

１１ 水 市教委訪問（入来小、副田小）
子育てサロン
子育てサポーター情報交換会

１２ 木
県下１９市社会教育課長・生涯学習課長研修会(出水
市　～１３日）

１３ 金

１４ 土 土曜授業
家庭教育学級・PTA合同研修会リハーサル（中央公民
館）

１５ 日 休館日

１６ 月
部長・支所長会議
市町村教育委員会研究協議会（松山市）　１７日まで

１７ 火 地区研究協力校研究公開（水引小、水引中）

１８ 水 子育てサロン

１９ 木 市いじめ問題対策審議会

第５０回九州ブロック社会教育研究大会沖縄大会（～
２０日）
第２回県少年補導センター連絡協議会（西之表市　～
２０日）

２０ 金 第２回地区指導主事等会議

２１ 土
市家庭教育学級研修会PTA合同研修会（国際交流セ
ンター）

２２ 日

２３ 月 勤労感謝の日 勤労感謝の日 勤労感謝の日 勤労感謝の日　　入来神舞（大宮神社例祭）

２４ 火 部長・支所長会議 第３回地区校長研修会

２５ 水 教育委員会定例会 子育てサロン

２６ 木

２７ 金

２８ 土 基礎・基本学習講座
青少年フレッシュ体験事業事前説明会
わくわく薩摩川内土曜塾

２９ 日 第１５回中央公民館まつり　（中央公民館）
東郷文弥節人形浄瑠璃定期公演「源氏烏帽子折 二
段目 常盤御前雪の段」（東郷公民館/１０：４０）

３０ 月

令和２年　１１月　教育委員会行事予定表
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 火

２ 水 市小学校英語指導研修会 子育てサロン

３ 木

４ 金

５ 土
北薩地区子ども会大会・創作活動大会、指導者・育成
者研修会（さつま町）
第２回市Ｐ連母親部役員会

６ 日

７ 月 部長・支所長会議

８ 火

９ 水
子育てサロン
子育てサポーター報交換会

１０ 木 学校司書補業務専門員研修会

１１ 金 第２回自主学級連絡協議会役員会（中央公民館）

１２ 土 土曜授業

１３ 日

１４ 月 部長・支所長会議

１５ 火

１６ 水 子育てサロン
トンボロ芸術村コンテスト受賞作品展（かごしま県民交
流センター：生涯学習ふれあい展示）～12/27（日）まで

１７ 木

１８ 金

１９ 土 市P連第４回常任理事会

２０ 日 休館日

２１ 月 部長・支所長会議

２２ 火

２３ 水 本会議 子育てサロン

２４ 木 ２学期終業式

２５ 金 教育委員会定例会 青少年フレッシュ体験事業（～２８日　３泊４日）

２６ 土 わくわく薩摩川内土曜塾

２７ 日

２８ 月 仕事納め

２９ 火 休館日

３０ 水 休館日

３１ 木 休館日
甑島のトシドン（下甑町）　入来神舞（入来町大宮神
社）

令和２年　１２月　教育委員会行事予定表
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 金 元旦 元日 元旦 元旦

２ 土

３ 日

４ 月
仕事始め式
部長・支所長会議

５ 火

６ 水 子育てサロン

７ 木

８ 金 ３学期始業式

９ 土 土曜授業

１０ 日 薩摩川内市成人式

１１ 月 成人の日 成人の日 成人の日 成人の日

１２ 火
第３回地区指導主事等会議・第1回地区教育論文等審
査会

第５回銃砲刀剣類登録審査会(県青少年会館)

１３ 水
鹿児島学習定着度調査
(学力調査～14日，学習状況調査～15日)

子育てサロン
子育てサポーター情報交換会

１４ 木 学校司書補業務専門員ブロック研修会 第２回北薩地区社会教育担当者等研修会（長島町）

１５ 金

１６ 土 市Ｐ連 父親研修会（中央公民館）

１７ 日 休館日
第５回薩摩川内こころの川柳大会（入来文化ホール別
館）

１８ 月 部長・支所長会議
埋蔵文化財専門職員養成講座：上級（県立埋蔵文化
財センター）

１９ 火

２０ 水 子育てサロン

２１ 木

２２ 金

２３ 土 基礎・基本学習講座 わくわく薩摩川内土曜塾

２４ 日

２５ 月
部長・支所長会議
教育委員会定例会

２６ 火 第６７回文化財防火デー

２７ 水 子育てサロン

２８ 木 第３回市教頭研修会

２９ 金 第２回地区教育論文等審査会
第2回中央公民館自主学級連絡協議会学級長会・総
会（中公）

３０ 土

３１ 日

令和３年　１月　教育委員会行事予定表
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 月 部長・支所長会議

２ 火 第２回愛護委員連絡会議（市役所）

３ 水 子育てサロン

４ 木
中央・東ブロック第２回家庭教育学級主事・学級長会
（中公）

５ 金 第３回市教育支援委員会

６ 土

７ 日

８ 月 部長・支所長会議

９ 火

１０ 水
子育てサロン
子育てサポーター情報交換会

１１ 木 建国記念の日 建国記念の日 建国記念の日 建国記念の日

１２ 金 学校事務職員年度末予算執行説明会

１３ 土 土曜授業

１４ 日

１５ 月 部長・支所長会議 第２回文化財保護審議会（中旬頃　日付未定）

１６ 火

１７ 水
第３回市小中一貫教育研究推進委員会
川内中央中学校区小中一貫教育研究公開

子育てサロン
西ブロック第２回家庭教育学級主事・学級長会（里公
民館）

１８ 木
西ブロック第２回家庭教育学級主事・学級長会（長浜
地区コミセン）

１９ 金 第２回フッ化物洗口推進会議

２０ 土

２１ 日 休館日

２２ 月 部長・支所長会議
北薩地区子ども会育成連絡協議会第３回理事会（阿
久根市）

２３ 火 天皇誕生日 天皇誕生日 天皇誕生日 天皇誕生日

２４ 水 子育てサロン

２５ 木 教育委員会定例会

２６ 金

２７ 土 基礎・基本学習講座、閉講式 わくわく薩摩川内土曜塾

２８ 日
東郷文弥節人形浄瑠璃定期公演「源氏烏帽子折 三
段目 鞍馬下りの段」（東郷公民館/１０：４０）

令和３年　２月　教育委員会行事予定表
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日 曜日 教育総務課 学　校　教　育　課 社会教育課・中央公民館・地域公民館 文　　化　　課

１ 月 部長・支所長会議

２ 火

３ 水
子育てサロン
生涯学習活動研修会（中央公民館）

４ 木

５ 金

６ 土 市Ｐ連第４回常任理事会

７ 日

８ 月 部長・支所長会議

９ 火 公立高等学校学力検査

１０ 水 公立高等学校学力検査
子育てサロン
第２回子育てサポーター会議（中央公民館）

１１ 木

１２ 金
第３回中央公民館自主学級連絡協議会役員会（中央
公民館）

１３ 土 土曜授業

１４ 日

１５ 月 部長・支所長会議

１６ 火 中・義務教育学校卒業式

１７ 水 公立高等学校合格者発表 子育てサロン

１８ 木 市立幼稚園卒園式

１９ 金 市立幼稚園修了式

２０ 土 春分の日 春分の日 春分の日 春分の日

２１ 日 休館日

２２ 月 部長・支所長会議

２３ 火

２４ 水 小学校卒業式 子育てサロン

２５ 木 教育委員会定例会 小・中・義務教育学校修了式

２６ 金 本会議

２７ 土

２８ 日

２９ 月 部長・支所長会議

３０ 火

３１ 水 退職者辞令交付式 子育てサロン

令和３年　３月　教育委員会行事予定表
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か
に
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せ
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薩
摩
川
内

（平成２１年６月１０日制定）
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